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石
狩
尚
古
社
資
料
館

の
資
料
か
ら

中
島

勝
久

石
狩
尚
古
社
資
料
館
の
俳
句
資
料
の
中
に
一
冊
の
句
帳
が
あ
る
。
句
帳
に

は
明
治
二
十
四
年
二
月
二
十
六
日

「
在
陛
会
」
発
句
弓
華
二
十

一
章
撰
者
月

耕
と
あ
る
。
月
耕
は
本
名
高
楠
浪
輩
、
元
水
沢
落
士
、
明
治
四
年
、
開
拓
農

民
と
し
て
平
岸
に
入
植
し
た
。

一
八
七
五
年
(
明
治
八
年
)
五
月
七
日
、
日

本
と
ロ
シ
ア
の
問
に
「
陣
太
千
品
交
出
条
約
」
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て、

同
年
九
川
伸
太
か
ら
八
四
一
名
の
附
太
ア
イ
ヌ
の
人
達
が
宗
谷
に
移
住

さ
せ
ら
れ
、
民
に
翌
年

(
明
治
九
年
)
札
幌
近
郊
の
対
雌
(
江
別
市
)
に
移

住
さ
ゼ
ら
れ
た
。
同
十
年
二
月
開
拓
使
、
製
綱
所
製
綱
教
授
人
に
高
橋
浪
撃

と
安
の
μ
川
口
が
任
命
さ
れ
、
陣
太
ア
イ
メ
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
同

十
九
年
搾
太
ア
イ
ヌ
は
対
服
か
ら
石
狩
町
来
札
に
移
住
し
、
同
二
十
年
に
は

高
陥
浜
華
も
石
狩
に
居
住
し
、
来
札
に
製
制
所
を
設
け
ら
れ
指
導
に
あ
た
っ

て
い
た
。
当
時
石
狩
に
は
全
国
的
に
名
声
高
い
「
石
狩
尚
古
社
」
と
言
う
俳

句
結
社
が
あ
り
、
浪
華
も
社
員
と
し
て
俳
句
活
動
し
て
い
た
事
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
、
尚
古
社
が
明
治
=
一十
五
年
八
月
発
刊
し
た

「
尚

古
集
」
が
追
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
句
集
は
尚
古
社
々
員
の
物
故
俳
人
の
追

長
句
集
で
あ
り
、
当
時
全
国
的
に
名
の
あ
る
俳
人
が
選
者
と
な
っ
て
お
り
、

全
国
か
ら
の
集
句
は
三
千
五
百
三
イ
八
旬
で
あ
っ
た
。
追
苦
句
集
の
物
故
俳

人
は

1
夕
刊
で
あ
っ
た
が
そ
の
中
に
は
川
制
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後

二
名
か
追
加
さ
れ
た
中
の
一
人
が
川
糾
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
月
耕
が
亡
く
な

っ
た
の
は
、
川
治
二
十
五
年
三
川
か
ら
八
川
の
聞
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。

石
狩
に
残
さ
れ
た
、
古
川
橋
浪
華
、
俳
号
湖
春
山
J

月
耕
の
句
を
纏
め
て
み
た
。
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習

は

せ

し

神

の

哲

か

鍋

祭

り

四

五

問

も

飛

て

又

這

ふ

羽

時

か

な

釣

て

来

た

小

鯵

や

直

に

ぬ

た

贈

下

附

や

到

か

関

へ

運

ふ

こ

め

摘

入

れ

し

龍

ま

で

古

し

初

若

菜

畠

に

は

地

に

雪

や

梅

の

花

宮

古

し

梅

か

香

も

や

〉

二

百

年

宮

古

し

草

表

に

白

き

苔

の

花

山

誌

の

来

て

ふ

み

ち

ら

す

苔

の

花

松

前

や

一

寸

渡

て

五

六

年

出

心

に

松

前

渡

る

男

か

な

松

前

へ

年

々

渡

る

薬

琵

旅

労

れ

忘

れ

て

ゆ

く

や

行

々

子

育

支

の

穂

波

に

ゆ

れ

る

小

鳥

か

な

青

麦

の

作

り

自

慢

や

穂

の

長

み

船

も

人

も

黒

き

は

い

か

の

大

漁

哉

膝

の

子

も

真

似

て

結

け

り

九

子

綜

初

札

の

践

に

綜

の

馳

走

か

な

村

芝

居

し

火

消

す

夏

の

虫

短

夜

に

き

客

の

拙

か

な

若

楓

陽

の

め

く

通

り

雨

短
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蓮
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五
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雨
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や

垣
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慢

頭

笠

低

う

来

て

団

扇

に

と

ま

る

蛍

か

な

海

原

に

何

を

眼

当

そ

飛

蛍

そ

れ

て

来

て

袖

這

廻

る

蛍

か

な

待

宵

に

障

子

残

ら

ず

開

き

け

り

待

宵

や

豆

と

徳

利

が

ち

ょ

い

と

出

て

猪

牙

船

も

亦

壱

盛

り

残

暑

哉

萩

戦

く

穂

波

も

秋

の

け

し

き

哉

つ

ま

こ

う

と

間

は

や

さ

し

ゃ

鹿

の

声

暁

の

寝

た

ら

ぬ

耳

や
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互
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合
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青
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や
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つ

笠
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や
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児
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さ
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き

月

影

に
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庭
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新
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き
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に

も
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気
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の
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も
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月

哉
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ば
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だ

ほ

ろ
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き
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月
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年
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る
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の
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時
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声
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て

後

追

ふ

小
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な
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に

馬

は

木

戸

よ

り

覗
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り

草
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賠
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る
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き
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三
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り
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る
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る
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う
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そ

っ
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る
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か

な

若

夫
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読
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る

の

に
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の

恋
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猶

木
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岨

の

つ

つ

じ

哉

う

ら

ら

か

や

山

ふ

と

こ

ろ

の

う

す

く

も

り

昨

日

と

は

加

は

る

行

儀

や

年

男

梅

咲

や

窓

は

此

頃

明

放

し

山

里

の

夕

日

匂

ふ

や

若

楓

海

原

に

伺

を

眼

あ

て

そ

飛

蛍

睦

美

逢

ふ

座

の

賑

ひ

や

福

寿

草

炭

焼

の

花

廷

出

児

守

ら

山

寺

の

奥

の

院

磁

石

を

乳

呑

児

湯

揚

り

来

る

客

幾

年

も

訪

ふ

人

の

間

た

よ

り

見

六

月

や

目

釣

舟

の

竿

に

さ

ら

し

井

や

梅

咲

や

古

き

枝

千

代

の

春

み

や

こ

も

功

残

し

た

る

つ

つ

じ

哉

し

て

寝

こ

ろ

ぶ

四

月

哉

の

手

鞠

あ

や

と

る

四

月

哉

錨

の

音

器

る

四

月

哉

見

へ

ぬ

宮

居

の

若

葉

か

な

は

忘

れ

て

来

た

り

木

下

閣

の

昼

寝

の

顔

や

蝿

の

声

の

風

に

吹

る

る

五

月

か

な

の

蝿

持

込

む

や

旅

人

宿

替

ら

ぬ

色

や

初

桜

た

へ

ぬ

桜

の

盛

り

哉

れ

ば

こ

よ

な

き

桜

哉

立

野

中

の

壱

本

木

か

ら

ま

る

浮

巣

か

な

今

日

一

日

を

貰

い

水

ほ

と

情

の

能

さ

ひ

な

も

な

か

り

け

り
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高
同
情
浪
華
H
月
耕
が
一
七
，
N
に
移
り
尚
占
社
会
員
、
史
に
中
山
火
俳
前
の
石
狩

明
倫
町
教
会
分
院
会
日
と
な
り
出
動
し
た
。
月
耕
は
、
石
狩
来
札
の
樺
太
ア

イ
ヌ
漁
業
授
産
の
た
め
以
前
か
ら
往
求
し
尚
古
社
々
民
と
の
交
流
あ
り
対
服

で
の
句
会
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
川
訓
は
郷

mtか
ら
俳
句
を
行
っ
て
い
た
の

で
あ
ス

J

う
か
つ
・又
同
じ
仲
太
ア
イ
ヌ
共
済
組
合
長
、
ヒ
野
正
(
元
鹿
児
品

藩
士
)
俳
号
問
史
も
同
じ
時
間
に
尚
古
社
々
同
一
と
し
て
活
躍
し
た
俳
人
で
あ

ヲ

Q

。

伝
蔵

(偽
名
伊
藤
房
次
郎

・
俳
号
柳
蛙
)

七
狩
潜
伏
二
三
年
間
年
譜

秩
父
事
件
自
由
国
民
党
会
計
長
】

F
h
l
品
川
W

打
H
L
i
H

ノ
-
J
H防

p

'

--
『
‘
，

-
」
ハ
月
一
.
六
日

「
父
額
作
舟
そ
で
」

の
で
男
と
し
て
秩
父
郎
下
吉
田
村
で

正
ま
れ
る
。
①

・
八
月
二
六
日
生
ま
れ
と
し
て
石
狩
に

居
住
中
は
記
し
て
い
る
。
⑩

・
五
月
八
日
伝
蔵
の
句
し
め
り
リ
パ

ム
門
も
去
の
時
き
こ
ろ
」
逸
井

一
円

伝
此
と
主
お
こ
ま
祝
儀
。

(
一
-
-月
二
O
日
入
和
)
①
⑤

-
八

月

伝

蔵

下

吉
田
村

戸
長
官
渇

の
草
生

(助
役
)
を
努
止
る
ι

(↓

-
一
民
岐
和
放
を
詠
む
。

①

「
濁
り
な
き
御
代
に
は
あ
土
ど
A
7
年
-
h

り
八
年
の
後
は
J

と
と
お
・
む
べ

・
二

①
 

・
五
月
二

三

日

自

白

e
r
u
こ
三
る

(実
洋
二
二
三
7

戸
・8
て

)zz

一
一
可
一
二
一
矢
口
比
守
正
一
日
百
精

神
註
仁
主
一
一
巳

(件
、
父
事
件
)。
①

-

J

月
-
仁

伝
此
ら
四
名
、
下
古

田
一行
支
の
斉
藤
新
左
衛
門
五
上
版

-辺
一
、
伏

(
一
九

・
一
O
)
①

一
川
九
日
未
明

闘
い
民
党
信・
4

市
此
久
に
進
み
敗
北
。
①

一
二
月

て
一八
日

秩
父
t
J

E

元
司

井
上{

明
治
一

七
年

内

肘

年

ワ

.
八
五
円
五
永

一
八
五
六

Jl 
j 

JI 

J¥ 

一
一/
八
四

女
政

明
治

一
凹

川
川
ム
日

一
L

べ

[
、

?

J

明
治
一

七 七

二
七
政

)L 
i;'1ぇ

0 
蔵
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一
八
八
五

明
治

一
八

一
八
八
六

明
治

一
九

/¥ 

七

明
治
二

O

一
八
八
八

明
治

-
八
九

明
治
一
五

t見"i足践

三
四
成{I世

的
①

・
二
月

J

一
九
日

秩
父
事
件
判
決
-卜
る
。

伝
岐
死
刑
宣
告

(
欠
席
)
死
刑
七
名

の
内
二
名
欠
・
郎
、

重
罪
二
九
六
名
、

服
罪
四
四
八
名
。
①

・一

O
月
六
日

伝
蔵
、
下
吉
田
村
を

脱
出
、
新
潟
に
向
か
う
。
①

・
6
狩
八
幡
神
社
宮
司
に
岡
村
静
雄
就

任
す
る
。

(
一
二
九
歳
)
④

・
秋
、
伝
蔵
北
海
道
に
渡
り
苫
小
牧
の

笠
松
立
太
宅
で
越
冬
す
る
。
②

・
こ
の
作
、

鮭
の
漁
獲
高

」ハ
川
万
五

O
O
O
尾
。

-
春
、
伝
純
手
稲
軽
川

(
現
在
札
幌
市

干
稲
医
)
の
村
上
藤
吉
宅
に
移
住
す

る
。
①

・
こ
の
頃
、

石
狩
八
幡
神
社
宮
司
岡
村

静
雌
を
訪
ね
る
。
①

・
八
月
四
日
神
川
村
字
分
部
越
の
畑
、

凶
万
八
千
坪
(

4

六
町
歩
)
が
伊
藤

房
次
郎

(
井
上
伝
蔵
)
名
義
で
土
地

貸
付
許
可
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
の

住
所
は
石
狩
凶
石
狩
郡
親
舟
町
北

一

七
帯
地
寄
留
、
本
籍
は
東
京
府
日
本

伯
区
北
鞘
町
平
民
と
な
っ
て
い
る

(
本
籍
地
は
秩
父
郡
下
吉
田
村

=

二

吊
地
で
あ
る
)
貸
付
期
限

明
治
二

六
年
一

一川
か
ら
三
三
年
一

a

一
月
の
八

年
間
。
②

・
民
次
郎

(
一二
八
成
)
古
川
浜
忠
七
の
長

久
ミ
キ
(
明
治

-
a
年
午
・4

門
織
と

一
八
九

一
寸
¥

守L

UJ

J
ノ

4
j
rレ』

一
八
九
五

明
治
二
六

明
治
二
七

明
治
ニ

f

九
蔵

四
O
践

U
J
一

怯山地

f
E

a
L
 

-司上
t
i
o
「
J

『

H
r川
削

門

局

川

口

官

・
こ
の
作
、
鮎
の
漁
獲
尚

一h
凹
刀
一-一0
0
0
尾
。

・
九
月

一房一
次
郎
(
俳
号
柳
蛙
)
俳
句

結
社
石
狩
尚
古
社
々
回
目
と
し
て
、
石

狩
八
幡
神
社
大
祭
奉
納
旬
の
こ
す
。

③
 

「
照
り
返
す
夕
日
の
暑
し
秋
の
蝉
」

市

川

町

ト

主

h
刷
h

ゐ
M
U
F

.
箕
山
選
石
狩
弁
天
社
句
合
わ
せ
に

柳
蛙
の
句
の
亡
す
。
③

「
汲
上
げ
る
釣
瓶
か
な
し
初
嵐
」

n
Hド
ト

ト

E

M

刊

虫

・
高
柿
江
省
君
の
初
老
を
祝
し
て
(
伝

蔵
の
三
広
セ
ツ
所
有
)
③

「
扱
ひ
も
行
間
け
り
栴
の
前
」n

H
H
r
L
b
bし

初
出
ル

.
山
陥
梅
ト
出
士
霊
前
に
搾
祭
り
て

③
 

「
梅
雨
晴
や
手
向
の
水
に
立
問
り
」

n
H
u
r
ι
LL
L
 

H
N
w
h
z
 

.
安
呂
に
先
立
れ
し
加
藤
有
隣
雅
君

の
こ
こ
ろ
を
泌
み
て
③

「
忠
ひ
出
す
こ
と
皆
悲
し
秋
の
拝
」

柳

M

-
五
月

一
八
日

一防
次
郎
の
長
男
沖
誕

主

(古
川
浜
姓
)
。
⑦

・
ぃ作
秋
庵
主
人
み
き
雄
選
(
点
京
の
選

者
)
に
尚
古
社
々
員
、
柳
蛙
の
句
が

選
ば
れ
る
。
⑩

「
所
作
な
く
も
礼
儀
悩
や
年
目
」
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一
八
九
六

一
八
ム
H
J
八

一
八
九
九

一
九
C
O

一
九
O

明
治
ご
九

明
治

明
治

明
治

明
治
三
四

凹

l夜

四
凶
歳

凶
五
歳

四
六
歳

四
七
蔵

柳

蛙

・
尚
古
社
文
台
開
三
省
堂
有
隣
選
(
有

隣
は
尚
古
社
々
員
)
に
柳
蛙
の
句
選

ば
れ
る
。

「
煤
掃
て
我
家
も
広
ふ
思
ひ
け
り
」

将

蛙

・
四
月
一
一
一
日

房

次

郎

の
長
女
フ

ミ
誕
生

(高
浜
姓
)。
⑦

・
尚
古
社
員
柳
蛙
の
情
歌
。
③

「
宵
に
勇
ん
だ
夕
部
の
客
も
今
朝
は

思

案

の

胸

算

用

」

柳

蛙

一
O
月
三
一

日
次
女
ユ
キ
誕
生

(高
浜
姓
)。
⑦

・
四
月
一
六
日
付
「
北
海
道
毎
日
新
聞
」

の
俳
詣
道
場
欄
に
「
石
狩
尚
古
社
臨

時
速
連
吟
会
」
が
掲
載
、
一
句
目
に

柳
蛙
の
句
。
⑤

「
も
〉
咲
く
や
物
に
不
足
の
な
き
構

ひ

」

柳

蛙

一
一
月
伊
藤
房
次
郎
、
八
幡
神
社
に

金
五
O
銭
寄
附
す
る
。
①

・
五
月

一
八
日

一二
女
セ
ツ
誕
生

(高

浜
姓
)。
⑦

・
伊
藤
房
次
郎
、
八
幡
神
社
に
金
五
O

銭
寄
附
す
る
。
①

・
七
月
一

日

養
子
縁
組
の
証
人
に
伊

藤
一
局
次
郎
な
る
。
生
年
月
日
は
安
政

三
年
八
月
二
六
日
生
ま
れ
と
記
し
住

所
は
石
狩
郡
親
舟
町
北
一
七
番
地
無

職
。
(
明
治
二
五
年
と
閉
じ
住
所
地

で
あ
り
、
職
業
は
無
職
と
記
し
て
い

一
九
O

明
治
三
五

四
八
歳

る
こ
と
か
ら
代
書
業
、

小
間
物

商
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
)
。
⑩

・
尚
古
社
先
亡
会
員
一
二
名
追
悼
法
要

寄
付
、
伊
藤
柳
蛙
五

O
銭
を
寄
付
す

る
。
③

・
尚
古
社
先
亡
会
員
一
二
名
の
追
善
句

集

「
尚
古
集
」
に
、
伊
藤
柳
蛇

(房

次
郎
)

一
O
句
を
応
募
し
三
選
者
に

入
る
。
秋
、

尚
古
集
発
刊
。
@

札

幌

封

月

園
北
水
詞
宗
選
の
句
。

「
復
の
空
と
思
え
ぬ
月
の
光
か
な
」

mw
ト
主

ふ
恥

μ

L

h

z

三
河
鋤
雲
居
宗
匠
選
の
句
。

「
松
風
に
雲
は
ら
は
し
て
け
ふ
の

月

」

柳

蛙

余
市
葬
庵
応
井
詞
宗
選
の
句
。

「夜
の
空
と
思
は
ぬ
月
の
光
か

な

」

柳

蛙

尚
古
集
社
員
吟

柳
蛙
の
句
。

「
悌
の
眼
に
ち
ら
つ
く
や
た
ま
祭
」

初

蛙

連
句
の
柳
蛙
の

-6-

尚
古
集
社
員
吟

句。寸
盗
ま
れ
し
大
角
豆
に
垣
の
栓
も

な
し
」

柳

蛙

尚
古
集
に
応
募
し
選
に
も
れ
た
柳

蛙
の
句
。

「
名
月
や
軒
に
光
り
蜘
の
糸
」

「
千
秋
の
思
ひ
や
花
に
雨
一

日
」

「
た
し
ぬ
け
に
只
一
声
や
時
鳥
」

-
土
方
常
吉

(
俳
号
胞
月
)
厚
田
か
ら



一
九

O
三

明
治
三
六

四
九
斑

「
尚
古
集
」
に
応
募
し
入
選
す
る
。

(伝
蔵
の
葬
儀
委
員
長
と
な
る
)

⑦
⑩
 

・
三
月

二

五

日

養

子

縁

組

の

証

人

に
伊
藤
一防
次
郎
な
る
。
生
年
月
日
は

安
政
三
年
八
月

一一

六
日
生
ま
れ
と

記
し
住
所
は
石
狩
郡
親
舟
町
北
七

番
地
小
間
物
商
。
⑩

・
四

月

二

五

日

婚

姻

届
の
証
人
に

伊
藤
一関
次
郎
な
る
。
生
年
月
日
は
安

政
三
年
八
月

二
六
日
生
ま
れ
と
記

し
住
所
は
石
狩
郡
石
狩
町
大
字
親

舟
町
大
字
親
船
町

北

七

番

地

小

間
物
尚
。
⑩

・
八
月

一
一
日

婚
姻
届
の
証
人
に

伊
藤
一切
次
郎
な
る
。
生
年
月
日
は
安

政
三
年
八
月
二
六
日
生
ま
れ
と
記

し
住
所
は
石
狩
郡
石
狩
町
大
字
親

船
町
北
七
番
地

小
間
物
商
。
⑩

・
こ
の
他
婚
姻
届

・
養
子
縁
組
の
二
件

に
証
人
と
な
る
。
⑩

・
こ
の
年
、
鮭
の
漁
獲
高

二
二

万
五
0
0
0
尾

0

・
四
月

一
四
日
渡
辺
永
助
(
俳
号
人

也
)
石
狩
尋
常
高
等
小
学
校
々
長
に

赴
任
す
る
。
(
一一
三

歳

明

治

四

O

年
五
月
二
七
日
迄
)
そ
の
後
厚
岸
に

転
任
、
凶
四
年
七
月
八
日
札
幌
に
転

任
す
る

G

③

・
六
月
二
H

房
次
郎
、
評
価
員
と
し

て
土
地
評
価
を
す
る
。
⑩

一
九

O
四

一
九

O
五

一
九

O
六

明
治
三
七

明
治
三
八

明
治
三
九

五
O
歳

五

一
歳

五
二
歳

-
二
月
二
九
日
養
子
縁
組
の
証
人
に

伊
藤
房
次
郎
な
る
。

生
年
月
日
は
安

政
三
年
八
月
一一
六
日
生
ま
れ
と
記
し

住
所
は
、
石
狩
郡
石
狩
町
大
字
七
番

地

小

間
物
商
。
⑩

・
石
狩
八
幡
神
社
奉
燈
句

人
也
選

の
柳
蛙
の
句
。
③

「
茸
狩
や
柴
に
う
た
た
る
向
ひ
腔
」

柳

蛙

「
鹿
鳴
く
や
京
は
近
し
て
思
は
れ
す
」

将

蛙

・
尚
古
社
々
員
日
本
順
之
庵
宗
匠
選

の
柳
蛙
の
句
。
③

「
菊
つ
く
る
の
も
巧
者
な
り
薬
ほ
り
」

拘

蛙

「
山
里
の
果
報
や
昼
も
虫
の
声
」

将

蛙

尚
古
社
員
人
也
選

-7-

-
文
台
聞
の
巻

の
句
。
③

「
浪
な
り
に
制
ね
た
侭
な
り
小
殿
原
」

柳

蛙

・

四

月

伊

藤
一一民
次
郎
、

石
狩
町
花
川

村
役
場
に
営
業
売
上
届
を
提
出
す
る
。

・
四
月

一
日

一虎
次
郎
の
次
女
ユ
キ
石

狩
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
す
る

0

.
こ
の
頃
尚
古
社
の
柳
蛙
の
句
。
⑤

「
松
も
琴
暫
し
止
め
て
初
日
か
な
」

柳

蛙

「
か
り
残
す
小
村
境
の
薄
か
な
」

nuμ

・
↑
↑
↑』

相

主

石
狩
炭
鉱
会
社
出
願

一
月

一
O
日



一
九
O
七

明
治
四

O

ム
三
歳

(
渋
沢
栄
て
浅
野
総

一
郎
他
、

資
本

金

一
五
O
O
万
円
)
石
狩
地
方
石
炭

採
掘
、
運
搬
鉄
道
敷
設
、
石
狩
河
口

に
専
港
築
造
計
画
す
る
(
事
務
所
は

親
船
町
ト
間
四
番
地
)
⑪

・
四
月
六
日
発
行
の
「
石
狩
従
業
家
案

内
」
に
、
イ
小
間
物
、
文
具
商
伊
藤

房
次
郎
、

石
狩
町
大
字
親
船
町
南
四

番
地
と
掲
載
す
る
。
(
住
所
が
北
七

番
地
か
ら
移
転
し
て
い
る
)
⑩

・
石
狩

・
若
生
両
校
春
季
連
合
運
動
会

に
五

O
銭
寄
付
す
る
。
⑨

-

L

ハ
月
次
男
季
雄
誕
生
(
高
浜
位
、

明
治
四

一
年
没
)
。
⑦

・
こ
の
頃
の
尚
古
社
の
柳
蛇
の
句
。

⑩

「
水
に
浮
く
ち
り
も
花
な
り
吉
野
山
」

間

叩

牛

士

!

!

 

柳
蛇
の
情
歌
。

松
山
選

uい
寸
仁
川
行

⑩
 

「
名
さ
へ
お
恒
例
で
お
た
福
娘
め
た
れ

が
仕
禍
の
福
れ
腹
L

柳

蛙

・
九
月

石
狩
八
幡
神
社
祭
典
委
員

に
な
る
。
①

・
石
狩
八
幡
神
社
祭
典
に
一
円
寄
付

す
る
。
①

・
九
月
石
狩
八
幡
神
社
祭
典
委
員
に
な

る
。
①

・，
h
，M
八
幡
神
社
祭
典
に
一
円
寄
付

す
る
。
①

，
O
円

a
F
H

石
狩
、
中
山
家
葬

儀
に
香
典
三
O
銭
だ
す
。
⑩

一
九
O
八

一
九

O
九

九

0 

明
治
凹

明
治
四
二

明
治
凶
三

五
回
融

五
五
歳

五
六
歳

-
こ
の
年
、
鮭
の
漁
獲
高

二
二
万
尾
。

・
三
月
二
八
日

三
男
郎
男
誕
生
(
し
い
阿

沢
姓
)
。
⑦

・
石
狩
町
第

二
則
調
べ

一戸
数
割
名
簿

に
伊
藤
一民
次
郎
名
あ
り
。
⑨

・
石
狩
八
幡
神
社
祭
典
に
五

O
銭
寄

付
す
る
。
①

一
O
月

一
日

石
狩
町
現
住
者
調

べ
に
伊
藤
房
次
郎
名
あ
り
。
⑨

・
四
月

一
白
石
狩
町
現
住
者
調
べ
に
伊

藤
房
次
郎
名
あ
り
。
⑨

・
石
狩
八
幡
神
社
祭
典
に

二

O
銭
寄

付
す
る
。
①

・
尚
古
社
文
台
関
池
菱
選
に
柳
蛙
の

情
歌
。

⑩

「
長
い
お
阪
に
み
し
か
い
お
常
高
い

相
子

に

低

い

昂

」

柳

蛙

・
九
月

一一

日

笠
松
立
太
、
苫
小
牧

で
死
去
房
次
郎
葬
儀
に
参
列
す
る
。

①
 

-
六
月

二

一日

挙

行

主
催
小
樽

π業

青
年
舎
・
石
狩
川
従
業
青
年
舎
の
石

狩
川
遊
覧
合
々
買
名
簿
の
石
狩
町
歓

迎
合
口
各
係
氏
名
に
、
宿
舎
係
伊
藤
一防

次
郎
と
キ
旅
館
主
人
今
泉
粂
吉
の
名

あ
り
。
⑨

一
O
月

地
方
常
業
悦
の
現
に

μ

沢
ミ
キ
(
伊
藤
一廓
)
戸
別
別
に
名
前

あ
り
。
⑨

・
石
狩
八
幡
神
社
祭
典
に
三

O
銭
寄

-8-



九九fL 一
九

一
凶

一
九
二
ハ

九

/¥ 

明
治
四
四

明
治
四
五

大大
正

大
正

大
正

大
正

五
七
蔵

五
八
歳

i
L官

1
4
寸
ノ
a
b川

L

ハ
O
歳

五

六
二
歳

七

六
凹
歳

付
す
る
。
⑦

一
月
二
七
日
石
狩
招
魂
社
建
設
寄

付
金
二
O
銭
寄
付
す
る
。
⑨

・
三
川

一民
次
郎
の
長
女
フ
ミ
、
石
狩

尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
卒
業
す

る
。
⑩

・
二一
月

一局
次
郎
の
次
女
ユ
キ
、
石
狩

尋
常
高
等
小
学
校
尋
常
科
卒
業
す

る
。
⑩

・
六
月

房
次
郎

一
家
、
石
狩
を
去
り

札
幌
の
北
三
条
西
二
丁
目
に
移
住
し

た
が
、
す
ぐ
に
北
一
条
阿
九
丁
目
に

移
転
し
て
下
宿
石
狩
館
を
営
業
。
⑦

・
六
月

二

O
日

三
女
セ
ツ
は
石
狩

か
ら
札
幌
女
子
尋
常
山
等
小
学
校

に
転
校
す
る
。
⑦

・
五
月
房
次
郎
、
札
幌
市
か
ら
野
付

午
〈
現
北
見
市
)
に
移
転
す
る
。
①

・
六
月

一
一回

房
次
郎
の
三
女
セ
ツ
、

野
付
牛
尋
常
高
等
小
学
校
に
転
校

す
る
。
①

・
こ
の
年
、
鮭
の
漁
獲
高

一
五
万
尾

0

・
こ
の
年
河
野
広
中
一
行
石
狩
に
来

る
。
⑩

・
三
月

房
次
郎
の
三
女
セ
ツ
、
野
付

午

lw常
高
等
小
学
校
を
卒
業
す
る

0

・
三
月

八

日

村

上
藤
吉

(軽
川
)
札

幌
郡
下
手
稲
村
に
て
死
去
。
①

・
六
月
一
一一一一
日
伊
藤
房
次
郎
、
野
付

午
川

一
条
通
り
の
自
宅
で
死
去

(平

九参

者
J

① 

小
池
喜
孝

② 

森
山
軍
治
郎

@ 

前
川
道
寛

④ 

中
島
勝
久

⑤ 

中
島
幸
三

@ 

中
島
幸
三

⑦ 

中
島
幸
=
一

@ 

大
正

年
六
五
歳
)
型
徳
寺
で
葬
儀
、
葬
儀

委
員
長
は
土
方
常
吉
、
死
亡
届
は
二

四
日、

臨
終
に
秩
父
事
件
の
煩
米
と

自
分
は
井
上
伝
蔵
で
あ
る
こ
と
を

明
か
す
。
①
⑦

・
石
狩
八
怖
神
社
宮
司
岡
村
静
雄
(
俳

号
静
単
)
死
去
七
四
歳
。
④

石
狩
尚
古
社
資
料
館
々
主

中
島
勝
久
記

六
八
歳

二
O
O
O
年

一
月
六
日

文

献

・
資

料

ー
秩
父
事
件
と
井
上
伝
蔵

(
昭
和

四
十
九
年
八
月
、
現
代
史
山
版
社
)

「秩
父
嵐
」

「
民
衆
精
神
史
群
像
」

(
一
九
七
四
年

一
月、

北

大
図
』
刊
行
会
)

「石
狩
俳
出
誌
」
(
昭
和
六
O
年

一
二
月
、
北
海

-9-

道
教
育
社
)

「
鎌
田
池
一
変
と
尚
古
社
」

(平
成
七
年
三
月
、
石

狩
町
郷
よ
研
究
会
)

「文
芸
秩
父
L

一
O
三
号

(一

九
九
八

・
夏
季

号、

秩
父
地
万
に
お
け
る
自
家
忠
怨
の
影
響
)

「文
芸
紋
父
L

八
六
号

(
一
九
九
四

・
春
季
号
、

井
上
伝
此
と
俳
句
)

「文
芸
秩
父
」
九
六
号

(
一
九
九
六

・
秋
季
号
、

札
帆
の
井
上
伝
政
)

「
尚
古
集
」
(
明
治
三
五
年
秋
、
北
海
道
石
狩
)



@ 

高
島
文
洋
資
料
(
石
狩
市
教
育
委
員
会
)

⑪⑩  

石
狩
尚
古
社
資
料
館
資
料
(
中
島
家
)

.-rt 

Iや

実

「
石
狩
町
年
表
」
(
昭
和
四
三
年
三
月
・
石
狩
町

史
編
集
委
員
会
)

1

秩
父
事
件
l
「
北
海
道
大
百
科
事
典
」
(
小
池

忠
孝
)

一
八
八
四
年
(
明
治

一
七
)
埼
玉
県
秩
父
郡
で
自
由
党
員
と
農
民
が
決
起
し
、
自
由

民
権
運
動
が
農
民
革
命
へ
の
発
展
を
示
し
た
事
件
で
、
幹
部
多
数
が
北
海
道
に
潜
行

ま
た
は
送
還
さ
れ
た
。
養
蚕
・
製
糸
・
絹
織
物
を
副
業
に
し
て
い
た
秩
父
の
小
地
主
・

小
生
存
者
は
、
明
治
維
新
後
の
商
品
経
済
の
発
展
と
原
始
的
蓄
積
期
の
経
済
の
変
動

に
対
応
で
き
す
、
没
日
治
し
て
高
利
貸
の
負
債
に
苦
し
み
「
困
民
党
」
を
結
成
し
た
。

O
年
提
置
、

四
0
カ
年
賦
な
ど
の
請
願
運
動
を
お
こ
し
、
請
願
が
効
な
き
と
き
は
北

- 10-

こ
れ
と
井
上
伝
蔵
を
資
任
者
と
す
る
「
秩
父
自
由
党
」

と
が
結
合
し
て
、
借
金
の
一

信
・
併
潟
な
と
と
も
述
結
し
て
武
装
蜂
起
す
る
計
画
を
た
て
た
。

月

日

下

吉
田
村

(
現
吉
田
町
)
線
神
社
に
結
集
し
た
三
0
0
0農
民
は
、
秩
父
大
宮
町
を
占

領
し
た
時
に
は

一
万
に
た
つ
し
た
が
、

一
個
大
隊
の
軍
と
警
官
隊
に
包
囲
さ
れ
四
日

に
敗
北
し
た
。
菊
池
克
平
指
指
揮
下
の
残
存
部
隊
も
、

一
O
日
八
ヶ
岳
山
箆
で
潰
滅

し
た
。
重
罪
二
九
六
人
中
、
北
海
道
集
治
監
に
送
ら
れ
た
者
菊
地
の
ほ
か

一
二
名、

う
ち
岡
山名
が
獄
死
し
た
。
欠
席
裁
判
で
死
刑
の
判
決
を
受
け
た
会
計
長
井
上
伝
蔵
は

潜
行
し
て
百
狩

(現
石
狩
市
)
、
札
幌
を
へ
て
野
付
牛
町
(
現
北
見
市
)
で
一
九

一
八

年
(
大
正
七
)
病
死
。
乙
大
隊
長
飯
塚
森
蔵
も
、
白
糖
の
コ
タ
ン
で
死
亡
し
た
。
群

馬
か
ら
の
オ
ル
グ
木
柏
恒
次
郎
は
出
獄
後
今
金
町
に
入
植
し
、

そ
の
後
樺
太
に
渡
り

豊
田
県
山
道
で
死
亡
し
た
。



石
狩
右
岸
地
区
内
治
山
砂
防
ダ
ム
に
つ
い
て

茂

石
狩
市
右
岸
地
区
内
に
四
カ
所
あ
る
治
山
砂
防
ダ
ム
の
場
所
を
写
真
で
紹
介

し
て
お
き
た
い
。

国
道
二
二
二
号
線
沿
い
に
J

A
石
狩
市
農
業
協
同
組
合
が
あ
り
、
そ
の
前
に

あ
る
国
道
三
三
七
号
線
を
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
当
別
町
に
向
か
っ
て
行
く
と
左

側
に
市
道
高
岡

一
号
線
入
口
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
行
く
と

引
野
の
坂
が
あ
る
。
登
り
き
る
と
平
坦
な
高
岡
の
畑
作
地
帯
と
な
る
。
東
北
に

向
か
っ
た
奥
地
に
阿
蘇
岩
の
山
が
見
え
、
更
に
そ
の
方
向
に
進
む
と
、
途
中
に

地
蔵
沢
、
五
ノ
沢
地
区
が
あ
り
、
途
中
よ
り
道
々
望
来
当
別
線
と
な
る
。
(
こ
の

道
々
は
、
当
別
、
望
来
、
厚
田
方
面
に
行
く
道
に
な
っ
て
い
る
)

こ
の
道
を
更
に
山
聞
を
経
て
行
く
と
、
八
ノ
沢
、
九
ノ
沢
が
あ
り
、
そ
こ
を

越
え
道
々
か
ら
右
側
に
あ
る
旧
道
を
入
っ
て
行
く
と
春
別
(
し
ゅ
ん
べ
つ
)
橋

が
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
は
、
熊
笹
と
、
雑
木
林
で
道
は
無
い
。

平
成
八
年
(
一
九
九
六
年
)

三
宅
徳
明
氏
の
車
で
、
元
こ

の
地
域
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
玉
木
秀
男
氏
を
道
案
内
に
頼
み
、
春
別
橋
を
拠

点
に
捜
し
、
無
事
治
山
砂
防
タ
ム
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

三
宅
氏
は
車
で
休
ん
で
頂
き
、
私
と
玉
木
氏
は
橋
よ
り
熊
笹
、
雑
木
林
を
か

き
分
け
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
左
方
向
三

0
0
メ
ー
ト
ル
余
り
の
処
に
春
別
治
山

砂
防
グ
ム
が
見
え
た
。

一O
月
三

O
日

足
場
が
悪
く
側
ま
で
行
け
な
い
の
で
、
写
真
を
撮
っ
て
橋
の
処
ま
で
戻
る
こ

と
に
し
た
。

引
き
続
き
橋
よ
り
右
側
方
の
熊
笹
、
雑
木
林
を
か
き
分
け
て
約
六

0
0
メ
ー

ト
ル
余
り
行
く
と
よ
う
や
く
布
石
治
山
砂
防
ダ
ム
を
見
つ
け
た
が
、
や
は
り
足

場
が
悪
く
近
づ
け
な
い
の
で
写
真
を
撮
っ
て
断
念
し
て
車
ま
で
戻
る
。

春
別
川
の
左
側
は
山
と
谷
で
厚
田
村
の
管
轄
、
春
別
川
と
帝
石
砂
防
ダ
ム
の

水
は
、
春
別
橋
を
渡
っ
て
右
側
へ
合
流
し
て
石
狩
市
の
管
轄
と
な
っ
て
流
れ
、

川
を
中
心
に
厚
田
村
と
石
狩
市
に
別
れ
て
い
る
。

昔
は
、
春
別
橋
も
木
造
で
あ
っ
た
が
今
は
鉄
筋
造
り
の
永
久
橘
と
な
っ
て
い

る。
近
く
に
一
ニ

S
四
戸
の
住
宅
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
誰
も
い
な
い
し
、
住
宅
も

錨
H

、.。

-11ー

た
だ
、
元
三
校
氏
の
別
家
が
住
ん
で
い
た
所
(
春
別
橋
の
手
前
)
に
プ
レ
ハ

ブ
の
建
物
が
あ
っ
て
現
在
、
ア
イ
ヌ
研
究
の
大
学
生
が

一
人
、
犬
を
四

i
五
頭

飼
っ
て
住
ん
で
い
た
。

や
が
て
こ
の
人
も
平
成
九
年
四
月
に
帰
る
よ
う
だ
。

春
別
、
九
ノ
沢
地
区
に
住
ん
で
い
た
人
達
は
現
在
、
五
ノ
沢
に
移
住
し
生
活

し
て
い
る
。

春
別
川
の
水
は
途
中
で
知
津
狩
川
に
合
流
し
、
石
狩
川
河
口
へ
流
れ
活
ち
て

い
る
。山

谷
藤
雄
氏
宅
前
か
ら
石
狩
市
の
林
道
と
な
っ
て
、
元
帝
石
石
油
鉱
跡
を
経

て
当
別
に
行
く
林
道
が
出
来
る
よ
う
だ
。
(
現
在
途
中
ま
で
工
事
さ
れ
舗
装
道

路
に
な
っ
て
い
る
)



山
へ
敬
っ
て
行
く
と
、
旧
小
学
校
跡
、
神
社
の
跡
も
当
時
の
石
油
鉱
の
盛
ん

で
あ
っ
た
頃
が
思
い
出
さ
れ
る
。
こ
の
石
油
鉱
の
財
産
で
あ
っ
た
土
地
約
三

O

O
町
歩
は
現
在
、
石
狩
市
の
市
有
財
産
と
な
っ
て
い
る。

こ
の
林
道
入
口
か
ら
少
し
笠
っ
た
右
側
に
五
ノ
沢
貯
水
池
が
あ
る
。

古
川
町
一
号
線
山
側
に
山
田
勝
義
氏
宅
が
あ
り
、
そ
の
横
か
ら
道
h
y
望
米
当
別

総
が
追
っ
て
お
り
、
山
の
方
に
登
っ
た
所
に
立
派
な
高
岡
橋
が
掛
か
り
道
路
す

ぐ
横
に
地
蔵
沢
貯
水
池
が
あ
っ

て
現
在
も
改
修
工
事
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

山
川
宅
か
ら
高
同

一
号
線
を
一民
り
、
地
問
幸
吉
氏
宅
前
か
ら
山
に
奇
っ
て
行

く
と
ス
コ
ッ
ト
ヒ
ル
石
狩
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
、
そ
の
西
側
の
沢
に
地
蔵
沢
砂
防

ダ
ム
が
あ
る
。

問
問
は
保
安
林
と
な
っ
て
位
や
雑
草
が
お
い
茂
っ
て
い
る
。

四
ヵ
所
め
の
紺
山
ノ
沢
砂
防
ダ
ム
は
、
山
岡
四
号
線
よ
り
古
川
岡
畑
地
山市
の
中

心
部
を
二
号
総
を
経
由
し
、
土
地
改
良
の
た
め
明
渠
排
水
を
掘
り
、
紺
田
の
沢

へ
水
を
治
と
し
治
山
砂
防
ダ
ム
を
造
り
中
央
排
水
を
掘
り
、
シ
ッ
プ
川
第

一
支

流
に
流
し
て
い
る
。
以

k
が
凶
ヵ
所
の
治
山
砂
防
ダ
ム
で
あ
る
。

後
日
調
査
す
る
方
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
能
川
が
度
々
山
没

す
る
こ
と
と
、
マ
ム
シ
(
蛇
)
が
出
る
の
で
重
々
注
意
し
て
下
さ
い
。

調
査
月
日

平
成
八
年
(
一
九
九
六
年
)

調

査

者

小

川

監

修

者

田

中

一

一

門
川

実茂

ー
春
別
砂
防
ダ
ム
|

「
昭
和
三
十
四
年
石
狩
支
庁
直
轄
工
事
の
治
山
事
業
と
し
て
、

白
津
川
上
流
杏

別
に
砂
防
ダ
ム
を
築
設
す
る
。
工
費
三
百
四
十
万
円
L

を
町
議
会
で
議
決
し
た
υ

工
事
は
、
崩
壊
地
復
旧
事
業
と
し
て
実
施
き
れ
た
。

石
狩
町
字
春
別
(
白
津
川
上
流)。

工
事
内
容
は
、
第
一

号
コ
ン
ク
リ
ー
ト
同

定
床
一
箇

(
体
的
九

一
・
七
立
方
メ
ー
ト
ル
。
堤
長
一
九
メ
ー
ト
ル
。
堤
白
川

メ
ー
ト
ル
。
)
第
二
号
コ
ン
ク
リ
ー
ト
悶
定
床

一
間
(
休
杭

一
七
こ
立
β
メ
ー
ト

ル
。
堤
長
二

二

・
五
メ
ー
ト
ル
。
堤
高
五
・
五
メ
ー
ト
ル
。
)

竣

工

昭

和

三
十
五
年
八
月
七
日
。
工
事
費
(
道
費
四
十
万
円
)
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幻
と
な
っ
た
石
狩
浜
の
鰯

(飽
)
漁
業吉

岡

玉
吉

北
海
道
に
お
け
る
イ
ワ
シ
漁
業

本
道
に
お
け
る
イ
ワ
シ
漁
業
は
、
江
戸
時
代
後
期
の

一
八
O
O
年
前
後
の
マ

イ
ワ
シ
怯
漁
期
に
始
ま
っ
て
い
る
。
大
正
年
間
に
入
り
漁
具
(
定
置
網
等
)
の

発
達
に
よ
る
と
共
に
漁
船
等
の
動
力
化
も
著
し
く
普
及
発
展
し
、
一
九
三
五
年

(
昭
和
十
年
)
前
後
の
全
国
的
な
マ
イ
ワ
シ
資
源
増
大
期
に
全
道
で
年
間
四
十

万
S
八
十
万
ト
ン
余
り
の
漁
獲
を
あ
げ
、

ニ
シ
ン
に
代
わ
っ
て
水
揚
げ
第
一
位

の
座
に
限
り
出
た
。
こ
の
こ
ろ
の
主
漁
場
は
噴
火
湾
か
ら
津
軽
海
峡
に
か
け
て

沿
岸
を
中
心
と
す
る
道
南
海
域
で
、
盛
漁
期
は
六

1
七
月
と
十
二
月
で
、
定
置

網

(
建
網
)
地
曳
網
、
刺
し
網
な
ど
で
漁
獲
さ
れ
て
い
た
。
噴
火
湾
で
は
ヤ
マ

セ

(
南
東
の
風
)
が
吹
く
と
潮
が
湾
内
に
入
り
、
マ
イ
ワ
シ
が
来
遊
し
て
建
網

一
カ
流
で
三
千

t
四
千
石
(
二
二
五

3
三
0
0
ト
ン
)
を
も
漁
獲
さ
れ
た
。
(
注

一
石
は
十
斗
H
約
一
八

O
リ
ッ
ト
ル
。
鮭
は
四
十
尾
。
鱒
は
六
十
尾
。
)
一
九
三

三
年
(
昭
和
八
年
)
三
陸
津
波
の
後
に
マ
イ
ワ
シ
の
大
漁
期
が
あ
っ
た
が
、

一

九
四

O
年

(
昭
和
十
五
年
)
を
境
に
一
九
七
五
年

(昭
和
五
十
年
)
ま
で
不
漁

期
に
入
る
。
一

九
七
六
年
(
昭
和
五
十
一
年
)
立
漁
年
に
入
り
、
近
代
的
な
装

備
と
制
船
、
探
索
船
、
運
搬
船
と
い
う
分
業
化
さ
れ
た
漁
業
体
系
を
持
ち
漁
場

と
漁
期
も
道
東
海
域
の
大
陸
棚
問
辺
か
ら
沿
岸
に
移
行
し
七

i
十
月
へ
と
期
間

も
移
っ
た
。
釧
路
を
中
心
と
す
る
フ
イ
ッ
シ
ユ
ミ
l
ル

(注

一
度
に
た
く
さ

ん
と
れ
る
小
型
魚
加
工
利
用
に
不
適
当
な
雑
魚
。
加
工
後
に
出
る
内
臓
や
端
肉

な
ど
を
加
熱
、
加
工
、
乾
燥
、
粉
砕
の
工
程
を
経
て
粉
末
状
に
し
た
水
産
加
工

品
、
魚
粉
、
『
ミ

i
ル
』
と
も
い
う
。
主
に
家
畜
の
配
合
飼
料
の
原
料
と
す
る
。
)

工
場
の
増
加
に
伴
な
い
漁
獲
は
年
々
増
加
し
、

一
九
八
三

S
一
九
八
八
年

(昭

和
五
八
年
5
昭
和
六
三
年
)
の
六
カ
年
で
道
東
海
域
で

一
O
O
万
ト
ン
を
超
え、

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
を
抜
き
全
道
水
揚
げ
の
第

一
位
と
な
っ
た
。
一
九
八
三
年
(
昭

和
六
四
年

S
平
成
元
年
)
以
降
は

一
O
O
万
ト
ン
を
剖
り
近
年
(
平
成
十
年
代
)

以
降
は
再
び
同
期
に
入
り
豊
漁
が
予
想
さ
れ
る
。
最
近
の
漁
法
の

一
つ
と
し
て

沖
合
い
に
お
け
る
タ
モ
ス
ク
イ
網
漁
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
が
用
い
ら
れ
て

いヲ匂。

イ
ワ
シ
の
生
態
あ
れ
こ
れ

イ
ワ
シ
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、
マ
イ
ワ
シ
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、
ウ
ル
メ
イ

ワ
シ
の
三
種
類
で
、
通
常
石
狩
浜
で
は
マ
イ
ワ
シ
を
イ
ワ
シ
と
呼
称
し
て
い
る
。

マ
イ
ワ
シ
は
体
側
に
七
ツ
の
黒
点
が
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら

「
七
ツ
星
」
と

も
い
う
。
ま
た
大
き
さ
に
よ
っ
て
大
羽
(
体
長
十
六

S
十
八
セ
ン
チ
位
の
も
の
)

中
羽
(
十
5
十
二
セ
ン
チ
位
の
も
の
)
小
羽
(
十
セ
ン
チ
以
内
)
と
呼
び
分
け

ら
れ
て
い
る
。
北
海
道
の
沿
岸
に
来
遊
す
る
本
種
は
対
馬
暖
流
に
乗
っ
て
本
州

の
日
本
海
岸
を
北
上
し
て
来
た
も
の
で
、

一
部
津
軽
海
峡
を
抜
け
て
太
平
洋
に

出
、
そ
こ
で
南
北
に
分
か
れ
南
へ
の
群
は
三
陸
沖
へ
、
北
へ
の
群
は
噴
火
沌
か

ら
日
高
の
沿
岸
を
回
避
す
る
。
日
本
海
を
そ
の
ま
ま
北
上
し
た
群
は
宗
谷
海
峡

に
達
し
、
そ
こ
で
ま
た
二
分
す
る
。

一
部
は
宗
谷
海
峡
を
通
っ
て
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
に
入
り
、
他
の
群
は
そ
の
ま
ま
サ
ハ
リ
ン
凶
岸
を
北
上
す
る
。
そ
し
て
秋
に

な
っ
て
水
温
が
低
下
す
る
と
逆
戻
り
し
て
南
下
す
る
。
つ
ま
り
春
か
ら
夏
に
か

け
て
は
沿
岸
に
沿
っ
て
北
上
し
、
北
か
ら
冬
に
か
け
て
逆
コ
ー
ス
で
南
下
す
る。
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イ
ワ
シ
の
産
卵
期
は
全
国
的
に
み
る
と
、
十
二
月
か
ら
七
月
頃
ま
で
続
く
が
、

一
般
的
に
は
南
下
が
早
く
、
北
で
は
遅
い
。
北
海
道
で
は
北
上
の
途
上
、
道
南

地
方
で
は
六
月
、

石
狩
湾
で
は
七
月
で
産
卵
す
る
。
産
卵
量
は
少
な
い
。

そ
の

理
由
は
ニ
シ
ン
の
よ
う
に

一
度
に
産
卵
す
る
の
で
な
く
北
上
回
避
し
な
が
ら
産

卵
す
る
た
め
、
産
卵
場
と
し
て

一
定
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
中
羽
イ
ワ
シ
の
漁

期
は
津
軽
海
峡
付
近
で
は
六
月
、
日
本
海
岸
で
は
六

S
七
月
、
サ
ハ
リ
ン
西
岸
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
で
は
八
月
で
あ
る
。
大
羽
イ
ワ
シ
は
秋
九
i
十
月
、

脂
が
乗

っ
て
美
味
で
あ
る
。
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
食
用
と
し
て
よ
り
も
煮
干
し
の
原
料

と
し
て
重
要
で
あ
る
。
吻
(
眼
よ
り
前
方
の
部
分
)
が
突
出
し
、
下
あ
ご
が
あ

ご
よ
り
短
く
、
こ
の
た
め
、
口
は
頭
の
下
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
片
口
」
と
呼

ば
れ
る
。
体
つ
き
が
丸
い
の
で

「マ

ル」

背
中
が
黒
い
の
で

「
セ
グ
ロ
イ
ワ
シ
」

な
ど
と
も
言
わ
れ
る
。
産
卵
期
は
周
年
に
わ
た
る
。
北
海
道
で
は
春
一
回
だ
け

で
あ
る
が
本
州
で
は
ニ
回
と
い
わ
れ
る
。

本
道
で
は
沿
岸
で
も
漁
獲
が
多
く
噴

火
湾
や
石
狩
湾
沿
岸
で
小
型
定
置
や
地
曳
網
で
漁
獲
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
石

狩
浜
で
は
新
港
周
辺
で
釣
の
対
象
魚
と
な
っ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
ウ
ル
メ

イ
ワ
ン
は
マ
イ
ワ
シ
よ
り
も
大
き
く
、
目
に
透
明
の
膜

(
脂
険
と
い
う
)
が
あ

り
、
う
る
ん
だ
よ
う
な
目
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
い
た
と
い

わ
れ
る
。
北
海
道
で
は
他
の
イ
ワ
シ
と
混
じ
っ
て
獲
れ
る
が
円
以
は
少
な
い
。

石
狩
本
町
に
お
け
る
イ
ワ
シ
漁
業
の
推
移

石
狩
浜
に
お
け
る
漁
業
は
昭
和
初
年
度

(
一
九
二
六
年
前
後
)
ま
で
は
主
と

し
て
サ
ケ
マ
ス
漁
が
主
流
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

一
部
の
漁
民
が
厚
田
村
に
ニ
シ

ン
漁
期
に
移
動
し
、
ニ
シ
ン
刺
し
網
漁
を
す
る
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
昭
和

期
に
入
り
ニ
シ
ン
漁
が
次
第
に
先
細
り
と
な
り
、
他
に
魚
影
を
求
め
る
漁
家
が

多
く
な
っ
て
厚
田
村
漁
民
は
も
と
よ
り
石
狩
本
町
漁
民
も
イ
ワ
シ
漁
を
始
め
る

人
が
多
く
な
っ

て
き
た
。
昭
和
五
、
六
年
こ
ろ
は
漁
民
の
問
に
動
力
船
が
普
及

し
た
が
、
同
船
の
使
用
は
相
当
の
財
産
家
で
な
け
れ
ば
所
有
す
る
こ
と
が
出
来

ず
イ
ワ
シ
漁
も
風
の
な
い
聞
は
手
漕
ぎ
、
風
の
あ
る
時
は
帆
を
巻
き
上
げ
て
出

漁
す
る
と
い
う
操
業
状
態
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
年
代
に
入
り
、
回
遊
量
も
多
く

水
揚
げ
も
増
加
し
採
算
の
と
れ
る
漁
業
で
あ
る
と
目
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
ニ
シ
ン

漁
に
出
漁
し
て
い
た
漁
家
二
十
四
軒
中
二
十
軒
余
り
が
石
狩
浜
の
動
力
船
に
よ

る
イ
ワ
シ
流
し
網
漁
に
転
換
し
た
。

一
九
三
四
年

(昭
和
十
四
年
)
の
イ
ワ
シ

流
し
網
、
十
六
隻
、
建
網
、
四
隻
(
六
経
営
者
十
カ
統
)
の
操
業
予
定
を
証
す

る
。
別
表
一
の
申
請
書
は
、
そ
の
実
態
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
定
置
漁

業
に
よ
る
鑑
漁
業
経
営
の
実
態
は
別
表
こ
の
と
お
り
で
あ
る
。
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イ
ワ
シ
漁
の
状
況
及
び
漁
獲
量
の
変
化
等

流
し
網
漁
の
操
業
期
間
は
五
月
上
旬
か
ら
六
月
下
旬
ま
で
の
こ
ヶ
月
程
度
で

あ
っ
た
。
午
後
三
時
頃
出
漁
、
石
狩
湾
沖
合
(
十

S
二
十
キ
ロ
程
度
)
丸
山
出

し

(
解
説

一
)
周
辺
で
操
業
翌
朝
午
前
六
時
前
後
に
帰
港
し
た
も
の
で
あ
る
。

動
力
の
な
い
時
代
の
昭
和
初
期
は
川
崎
船
(
解
説
一
一)
で
三
人

5
五
人
乗
船
し
、

夕
方
午
後
二
時
頃
S
ア
イ
ノ
風
(
北
寄
り
の
風
)
ま
た
は
ヤ
マ
セ
(
出
し
風
。

南
東
の
風
)
を
利
用
し
、
ま
た
無
風
の
と
き
は
三
丁
抱
、
ま
た
は
五
丁
櫓
で
潜

ぎ
七
、
八
キ
ロ
沖
合
い
ま
で
出
漁
早
朝
五
時
前
後
に
帰
港
、
家
族
や
出
面
取
り

(時
間
給、
日
給
の
労
働
者
を
デ
メ
ン
と
も
い
う
。
現
物
支
給
の
事
も
あ
っ
た
。
)

の
女
性
七
、
八
人
で
イ
ワ
シ
を
網
か
ら
外
し
て

一
部

(新
鮮
な
も
の
)
を
出
柑



し
、
他
は
釜
ゆ
で
し
て
〆
粕
(
魚
川
)
作
り
、

-十
場
に
述
ん
で
千
む
し
ろ
で
吃

燥
、
来
約
、
保
管
、
漁
期
終
了
時
こ
ろ
二
十
六
口
(
正
味

二
十
四
白
、
九
十
キ

ロ
。
総
重
量
九
十
七

・
五
キ
ロ

)
の
依
詰
に
し
て
漁
協
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
小

神
港
に
機
帆
船
で
搬
送
し
た
も
の
で
あ
る
。
川
動
力
船
時
代
の
イ
ワ
シ
流
し
網

漁
は
主
と
し
て
厚
田
村
で
あ
り
石
狩
港
か
ら
二
、
一二
住
民
の
出
漁
で
あ
っ
た
。

イ
ワ
シ
漁
獲
状
況
「
石
狩
町
勢
要
覧
」
に
拠
る

大

正

十

年

五

二
O
O
口

(

一
九
五

0
0
キ
ロ
)

一
.三
四
O
円

昭
和
五
年

(
九
七
七
五
キ
ロ
)

内
六
二
円

(
一
九
三
二
ニ
キ
ロ
)

一
五
四

O
口

昭
和
八
年

五

一
五

O
口

一O
四
円

H百
平iJ
-十
年

(
凶

4
0
0
0
キ
ロ
)

一
二
0
0
0倍以

昭
和
十
二
年

六
百
円

(
一
O
七
二
、
五

0
0
キ
ロ
)

二
八
六

0
0
0
口

二
二
八
八

O
円

昭
和
凶
卜

一
年

十

a

民

(

一

一十
-
.
キ
ロ
)
(
定
限
の
み
。
)

こ
の
と
お
り
明
和
十
五
年
を
境
に

一
転
不
況
則
に
入
り
石
狩
汚
に
来
遊
す
る
イ

ワ
シ
は
海
流
(
湖
の
流
。
海
水
温
な
ど
)
の
変
化
に
よ
る
年
ご
と
に
薄
漁
佑
し
、

生
業
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
(
注
本
種
は
数
十
年

サ
イ
ク
ル
で
資
相
変
動
を
繰
り
返
す
魚
種
と
言
わ
れ
て
い
る
。
)
昭
和
十
二
年
か

ら
昭
和
十
四
年
を
最
高
漁
描
年
、
拡
大
出
漁
船
年
と
し
て
漸
次
衰
退
の

一
途
を

た
ど
っ
た
た
め
減
船
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
借
用
し
て
漁
を
し
て
い
た
漁
民

も
二
、
三
年
で
返
船
し
、
持
ち
船
漁
家
も
近
海
輸
送
な
ど
、
春
、
ニ
シ
ン
の
紐

買
船

(解
説
三
)
夏
、
余
市
、
古
平
、
岩
内
沖
へ
の
イ
カ
付
け
漁
(
解
説
四
)
『
ハ

ネ
ゴ
、
ト
ン
ボ
な
ど
の
漁
具
』
(
解
説
五
)
で
出
漁
。
秋
、

一岸
田
村
沿
岸
の
鮒
漁

の
掛
買
付
け
(
粒
買
船
と
同
じ
要
領
)
船
と
し
て
操
船
す
る
程
度
の
使
用
と
な

り
イ
ワ
シ
の
流
し
網
漁
業
は
石
狩
浜
の
ま
ぼ
ろ
し
の
漁
業
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
数
場
所
の
イ
ワ
シ
定
置
網
が
残
る
だ
け
と
な
り
石
狩
の
漁
業
者
は
昭
和

三
年
か
ら
の
本
業
で
あ
る
石
狩
川
の
鮭
流
し
網
、
刺
し
網
に
依
存
す
る
と
こ
ろ

と
な
っ
た
。
(
鮭
・
鱒
の
定
置
網
、
地
曳
網
漁
は
継
続
)

イ
ワ
シ
の
利
用
加
工

当
時
の
石
狩
浜
に
お
け
る

(
建
網
漁
の
も
の
は
網
目
痕
も
な
く
鮮
度
よ
く
、

陸
揚
げ
さ
れ
た
ら
短
時
間
で
市
場
に
出
せ
る
。
流
し
網
の
も
の
は
体
側
に
網
目

が
つ
き
、
ま
た
沖
合
い
か
ら
機
動
振
動
に
ゆ
ら
れ
た
よ
、
時
間
が
か
か
り
鮮
度

が
落
ち
る
。
)
は
鮮
度
の
よ
い
も
の
は
生
イ
ワ
シ
と
し
て
札
幌
市
場
へ
出
荷
さ
れ

た
が
、
大
部
分
は
肥
料
用
の
〆
粕
(
魚
粕
)
と
し
て
生
産
さ
れ
た
。
こ
の
時
期

に
な
る
と
来
札
、
堀
神
威
、
下
丁
寧
、
な
ど
の
地
に
〆
粕
造
り
の
釜
場
や
干
場

が
出
来
、
石
狩
浜
の
初
ぷ
の
風
物
誌
に
も
な
っ
て
い
た
。

一
般
的
に
は
昭
和
初

則
の
大
山
漁
時
代
は
良
作
物
の
肥
料
用
で
あ
っ
た
。

(
札
幌
市
北
茨
城
「
現
澄
川

地
区
」
の
林
構
図
か
ら
も
〆
粕
の
買
い
付
け
に
来
て
い
た
。
昭
和
十
三
年
頃

J

本
道
の
イ
ワ
シ
の
大
部
分
は
家
畜
、
養
魚
用
の
配
合
飼
料
や
魚
泊
向
け
に
利
一
周

さ
れ
て
来
た
。
そ
の
後
の
フ
イ
ッ
シ
ユ
ミ

l
ル
は
多
礎
性
魚
類
の
処
理
方
法
と

し
て
魚
粕
類
製
造
法
の
機
械
佑
に
よ
っ
て
合
理
佑
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
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で
も
道
東
沖
の
イ
ワ
シ
は
脂
肪
分
が
多
く
フ
ィ
シ
ユ
ミ

l
ル
生
産
の
副
産
物
と

し
て
魚
油
は
マ
ー
ガ
リ
ン
や
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
オ
イ
ル
(
パ
タ
!
、
ラ
ー
ド
な

ど
を
小
さ
く
ほ
ぐ
し
て
菓
子
の
材
料
に
す
る
泊
。
)
の
原
料
と
し
て
輸
出
さ
れ
て

い
る
e

ま
た
近
年
で
は
缶
話
(
水
煮
、
ト

マ
ト
ソ

i
ス
漬
け
、
油
漬
け
な
ど
)

の
原
料
と
さ
れ
る
が
、
日
刺
し
な
ど
の
塩
位
口
川
に
は
小
、
中
羽
の
脂
肪
分
の
少

な
い
も
の
以
外
に
は
油
が
強
く
て
向
か
な
い
。
家
庭
用
の
そ
う
菜
と
し
て
新
鮮

な
も
の
は
刺
し
身
、
取
焼
、

vu
…
付
川
、
場
者
一
、
酢
の
物
、
つ
み
れ
凶
子
、
フ
ラ

イ
な
と
に
使
わ
れ
る
。
ぬ
か
は
油
焼
け
を
防
ぐ
た
め
に
効
果
が
あ
る
の
で
保
作

間
食
品
と
し
て
ぬ
か
出
け
に
も
さ
れ
る
が
、
足
場
は
避
け
る
。
も
し
造
る
と
し

た
ら
脂
肪
分
の
少
な
い
も
の
を
白
川
す
る
こ
と
で
あ
る
。
長
近
は
イ
ワ
シ
矧
に

A
R
ま
れ
て
い
る
ア
ミ
ノ
般
が
老
他
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
で
健
康
食
品
と
し
て
見

附
さ
れ
て
い
る
が
イ
ワ
シ
の
亦
身
は
仰
は
が
ド
が
り
や
す
い
の
で
新
鮮
な
も
の

を
選
ん
で
早
く
調
理
す
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
体
の
透

き
通
っ
た
稚
魚
は
「
、
ン
ラ
ス
」
と
い
う
。
さ
っ
と
湯
通
し
た
も
の
が
「
シ
ラ
ス

ギ
し
」
で
地
方
に
よ
っ
て
は
「
チ
リ
メ
ン
」
と
呼
ぶ
。
そ
れ
よ
り
大
き
い
幼
魚

を
干
し
た
も
の
が
「
ゴ
マ
メ
」
で
正
川
料
理
の
山
作
り
(
田
植
の
祝
儀
肴
と
し

て
用
い
ら
れ
た
も
の
で

い
う
。
)
の
材
料
と
な
る
。
そ
れ
よ
り
大
き
い
幼
魚
の
方

は
生
か
し
て
カ
ツ
オ
釣
り
の
撒
き
餌
に
し
た
り
回
刺
し
に
す
る
。
「
煮
干
し
」
は

「へ

」
の
字
に
曲
が
っ

た
り
、
品
川
地
け
(
服
部
な
ど
か
ら
赤
く
な
っ
て
く
る
)

し
た
も
の
は
不
良
品
で
あ
る
。
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
は

F
物
に
す
る
と
美
味
い
。

お
わ
り
に

本
道
な
ら
び
に

f
h
w
浜
に
お
け
る
イ
ワ
シ
に

つ
い
て
は
昨
今
、

打
・
卜
の
凶
遊

が
沿
岸
海
域

(石
狩
新
港
周
辺
な
ど
)
に
比
ら
れ
る
が
漁
家
の
主
計
に
資
す
る

ほ
ど
の
漁
獲
は
見
ら
れ
ず
市
民
の
海
釣
り
な
ど
を
賑
わ
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

イ
ワ
シ
漁
に
湧
き
立
っ

た
従
来
を
証
す
る
も
の
は
統
計
資
料
と
老
に
入
っ
た
漁

業
者
の
語
り
草
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
惜
し
み
記
録
に
留
め
て
お

き
た
い
と
、
こ
の
小
文
を
記
し
た
次
第
で
あ
る
。
先
学
者
並
び
に
資
料
提
供
に

協
力
し
て
下
さ

っ
た
方
々
に
感
謝
の
怠
を
表
し
ま
す
。

l:A 

解
説丸

山
出
し
。
際
向
四
六
八
メ
ー
ト
ル
。
沢
時
川
村

-mmに
あ
る
す
り
ば
ち
状
の
山
で
わ
何

同
村
、

白
狩
木
町
の
漁
民
は
愛
冠
岬
(
石
狩
支
庁
管
内
浜
係
仰
)
(
参
与
。
釧
路
支
庁
恰

内
一
以
岸
町
に
も
愛
冠
岬
が
あ
る
。
)
を
交
わ
し
て
沖
合
い
に
山
山
た
海
域
を
漁
川
崎
の
目
安
と
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し
て
い
た
。
イ
ワ
シ
漁
、
延
縄
漁
(
一
川
糸
に
数
百
本
の
釣
り
針
を
つ
け
水
中
に
張
り
時

機
を
見
計
ら
っ
て
引
き
上
げ
る
漁
。
)
の
漁
場
周
辺
の
名
跡
(
海
底
凶
、
五
卜
メ
ー
ト
ル

に
艇
が
あ
り
ソ
イ
、

カ
ヤ
、
ヤ
ナ
ギ
ノ
マ
イ
な
ど
の
根
魚
が
生
息
す
る
。

一
の
瀬
か
ら

凹
の
瀬
位
ま
で
篠
認
さ
れ
て
い
る
岩
際
帯
)
現
在
、
動
力
漁
船
で
は
三
十
1
凹
十
分
間
村

度
で
行
け
る
が
い
然
動
力
船
時
代
で
は
三
時
間
程
度
の
時
間
を
要
し
た
。

角平
説H

H
C
4
凡
目
。

1
1
巾

町

内

ω円

山
形
県
庄
内
の
漁
民
が
藩
統
制
下
の
魚
問
屋
の
拘
束
か
ら
脱
し
て
秋
川
近

海
に
出
漁
し
た
船
。

tJJ 
}f~ 

秋
田
、

新
潟
地
方
の
漁
民
が
川
治
か
ら
大
正
年
間
に
北
海

迫
に
出
漁
し
た
船
。

附
山
工
船
な
ど
が
北
洋
の
吋
船
漁
業
で
は
船
に
績
ん
で
行
き
町
船
と

川
依
拠
に
操
業
し
た
和
船
。
峰
山
衣
に
造
船
さ
れ
て
お
り
、

三

r

七
-l

k
e
q
 

j

1

j

M
特

R
T
 

附
J
J

ぷ下、川川ぎ
C

凶
の
あ
る
と
き
は
帆
を
巻
き
ト
ムげ
操
船
す
る
。
船
体
は
杉
M
で
作
ら
れ
友

定
性
が
あ
り

畑
町
快
で
速
力
も
へ
た
な
動
力
船
も
追
い
抜
か
れ
た
と
い
う
漁
船
で
無
品
目



カ
時
代
の
最

高
の
和
船
で
あ

っ
た
。
(
漁
師
は
皆
ん
な
こ
の
船
を
ほ
し
か

っ
た
も
の
。
)

石
狩
本
附
で
は
昭
和
初
年
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
川
崎
船
を
所
有
し
て
い
る
人
は
い
な
か
っ

た
が
、
昭
和
十
年
頃
、
機
町
居
住
の
吉
田
亀
太
郎
が
小
神
高
島
の
船
大
工
に
発
注
錬
漁
、

鰯
漁
に
使
用
し
て
い
た
。
風
の
な
い
時
は
五
丁
憾
で
操
船
し
て
い
た
。
こ
の
川
崎
船
は

帆
走
航
海
に
は
最
適
で
あ
っ
た
が
、
投
網
や
網
揚
げ
作
業
に
は
難
が
あ
っ
た
。

解
説粒

買
船
。
石
油
箱
詰
(
一
斗
か
ん
二
ケ
入
れ
た
箱
・
約
十
貫
目
「
三
七
・
五
キ
ロ
」
)

し
た
「
生

ニ
シ
ン
」
を
粒
ニ
シ
ン
(
鮮
魚

生
売
り
)
と
呼
称
し
動
力
船
で
沖
合
い
の
枠

網
に
入
っ
て
い
る
も
の
を
買
い
つ
け
、

パ
ラ
杭
み
し
て
近
海
港
は
も
と
よ
り
青
森
、
秋

田
(
土
崎
港
、
船
川
港
、
現
男
鹿
市
)
新
潟
港
ま
で
運
走
し
た
機
帆
船

(
発
動
機
と
帆

を
も

っ
た
小
型
船
。

二
十

1
三
十
ト

ン
前
後
動
力
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
六
十

1
八
十
馬
力
速

力
十
二
ノ
ッ
ト
が
主

で
北
千
島
舵
鱒
流
し
網
漁
の
独
航
船
が
こ
れ
に
従
事
し
て
い
た
。
)

ニ
シ
ン
の
近
海
漁
が
終
わ
る
四
月
頃
に
な
る
と
現
サ
ハ
リ
ン
西
海
岸
ま
で
買
付
け
に
航

海
し
た
。

解
説

四

イ
カ
付
け
。

(
イ
カ
釣
り
の
事
。
)
イ
カ
は
釣
る
の
で
は
な
く
、
か
ぎ
針
(
イ
カ
針
)

で
引
っ
鋳
け
る
の
で
浜
で
は
イ
カ
つ
け
と
呼
称
。
イ
カ
の
習
性
(
光
に
寄
っ
て
く
る
)

を
利
用
し
た
漁
法
。
地
方
で
は
イ
カ
釣
り
と
い
う
が
浜
で
は
今
日
で
も
イ
カ
付
け
と
い

、っ。解
説

五

ハ
ネ
コ
。
イ
カ
を
釣
り
上
げ
る
道
具
。

イ
カ
が
水
面
に
浮
い
て
来
た
と
き
に
使
用
す
る
。
な
れ
な
い
人
は
針
二
本
つ
い
た
ハ
ネ

ゴ
一
本
で
操
作
す
る
が
、
玄
人
は
ハ
ネ
ゴ
二
本
を
操
る
。
語
源
は
そ
の
操
作
の
様
子
が

羽
根
子
を
繰
る
凶
恰
好
に
よ
く
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
形
容
語
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
と

思
料
す
る
。

ト
ン
ボ
。
イ
カ
を
釣
り
上
げ
る
漁
具
。

イ
カ
が
今
だ
海
底
に
回
避
し
て
い
る
と
き
に
使
用
す
る
。

二
十

尋

S
三
十
尋

(

一
尋
、

五
尺
『

一
・
五
メ
ー
ト
ル
』
六
尺
『

一
・
八
メ
ー
ト
ル
』

三
十
六

S
五

十
四
メ
ー
ト
ル

位

)
位
ま
で
ト
ン
ボ
を
つ
け
た
釣
り
糸
を
下
す
。

一
本
の
仕
掛
け
に
ハ
ネ
コ
同
様
の
針

が
二
本
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
を
上
下
に
シ
ヤ
ク
ツ
て
、

当
た
り
を
感
じ
て
釣
り
上
げ
る
。

イ
カ
が
浮
い
で
き
た
ら
ハ
ネ
コ
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
語
源
は
釣
り
糸
を
等
間
隔

に
引
い
た
り
放
し
た
り
す
る
た
め
海
中
で
二
本
の
針
の
若
い
た
仕
世
間
け
が
海
中
で
鮪
鈴

の
よ
う
に
跳
ね
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。
主
要
参
考
文
献
等

O
「
漁
業
生
物
図
鑑
、
北
の
さ
か
な
た
ち
」
発
行
所
側
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北
日
本
海
洋
セ
ン
タ
ー

一
九
九

一
年

一
二
月

一
月
第
三
版
。

O
「
石
狩
町
誌
、
中
巻
二
」

石
狩
町

平
成
三
年
三
月
三
十
一
日
発
行

O
「
北
海
道
漁
業
志
僑
」

編
者

北
水
協
会

昭
和
五
二
年
五
月

一
四
日
発
行
。

O
「
北
海
道
の
自
然

2

海
の
魚
」

発
行
所
、
北
海
道
新
聞
社

昭
和
五
三
年
六
月
二
十
日
発
行



別
表

昭
和
十
四
年
石
狩
漁
業
協
同
組
合
昭
和
十
四
年
重
油
購
買
券
交
付
申
請
書

(
漁
業
用
)
北
海
道
麗
長
官
半
井
清
殿
宛
昭
和
十
四
年
三
月
五
日
付
等
に
拠
る
。

備
考

白第
龍二
丸

白第
龍三
井L

日
吉
丸

松
洋
丸

三
宝
丸

帝
国
{
玉
・丸

幸
徳
丸

扇
松
井L

北
洋
丸

昇
龍
丸

南
丸

南第
丸三

名

発
動
機

の
種
類

無
水
重
油

同
前

間
前

同
前

同
前

間
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

馬
力

凡芯

H
A
K

掛
川
護

五

二
ハ
・九
七

。
二
ハ
・
九
五

。
一
0
・
四
三

五

九

・
四
三

五

F， 
五

七
・
四
八

l¥ 

五

。
五

四

一
四
・

三
五

J¥ 

五
・

七

五

一
一
・
九
四

漁
業
種
類

温
流
網

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

鯨
廻
鯉

流
網

組
流
網

鮮
魚
運
搬

拙
流
網

間
前

漁
業
位
置

石
狩
湾

間
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

天
塩
沿
岸

石
狩
湾

石
狩
湾

天
塩
沿
岸

石
狩
湾

同
前

出
漁
日
数

一
九

日

同
前

同
前

同
前

同
前

間
前

同
前

同
前

二
十
四
日

ート
九

十
久

ト
八

一
日
平
均

航
海
時
間

八
時
間

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

七
時
間

八
時
間

十
一
時
間

寸ー

漁
船
所
有
者
及
び

借
用
者

石
狩
町
字
横
町
後
藤
要
次
郎

間
前

石
狩
町
字
八
幡
町
来
札

O
大
津
留
吉

石
狩
町
字
港
町

O
真
田
丹
次
郎

石
狩
町
字
本
町

O
岡
崎
清
助

石
狩
町
字
親
船
町

O
青
木
留
松

石
狩
町
字
親
船
町

佐
々
木
仁
太
郎

石
狩
町
字
横
町

鈴
木
博
吾

石
狩
町
字
横
町

宮
下
定
吉

荒小
崎樽
長市
次
郎

柳余
谷市
松町
蔵

浜余
田市
fW町

民自
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余
市
町

佐
々
木
八
苦

石
狩
町
字
横
町
北
二
十
二
番
地

吉
岡
興
平

石
狩
町
字
新
町

南
甚
一

郎

同
前
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'
'U

H
口
ふ小
sメ
'

稲
荷
丸

第

二

長
栄
丸

第
三

昭
宝
丸

昭
栄
丸

第
一一

丸
第

一

・β
4
-J
M
M
't
u

d
Z
T
1
h
h
H
a

メ

同
前

同
前

重有
iUll1< 

重無
ilH水

間
前

間
的

同
I1IJ 

/ 

五

・
八
五

同
前

同
前

脳
流
網

鮮
魚
運
搬

組
定
置

組
定
位

間
前

liiJ 
IJlJ 

同
前

同
前

石
狩
湾

天
塩
沿
岸

記
狩
沌

e
l
~寸
b
h

，コ

F
イ
・
ル
A
d
、vp

j
i
 

何
百

同
前

二
十
三

十ji イ
七

二
十
五

十
七七

/¥ 九
・
五

七ート九

流
網
卜
」
ハ
笠
定
問
制
凶
カ

流

山

隻

(
注
)
本
去
は
石
狩
市
郷
上
研
究
会
口
(
田
中
実
氏
所
蔵

O
印

は

船

舶

借

用

者

資

料

か

ら

雫

者
が
作
成
し
た
。

一
部
削
除
し
て
い
る
。

/¥. 

四
0 

一
九

・
三
五

。
↑

0
・
八
九

Ji 

Jj_ 

。
七

・
五

石
狩
町
字
新
町

有
田
久
治

石
狩
町
字
浜
中
番
外
地

岸
庄
平

石
狩

町
字
弁
天
町
間
十
五

吉
岡
松
太
郎

石
狩
町
字
弁
天
町
南
十
五

吉
田
圧
助

石
狩
町
字
港
町
来
札

番

外

地

相

原

重

曹

石
狩
町
大
字
樽
川
西
カ
線

O
井
上
伊
勢
八

同
前

原余
岡市
司IIIJ
口
t1i 

余
市
町

飯

島

氏
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日IJ
表

免
許
岳
号

石
組
定

第
三
号

第同

七
'5 

同第
八
号

第第同
九八
rゴZミT

同第

一
八
号

第
二
二
号

同第

一
八
号

咋
朽

-
.
a
.
3一コ

i

-

J
 

第同

n 
τヨ

第同

守

第第第向

。七
ヲ守与

同第
二
凶
ロ
ヴ 昭二

和
十
四
年

経
営
者

住
所

神石
} II~'守
村rnJ

石
狩
町

銭
函
村

同
前

石
狩
町

石
狩
町

石
狩
町

石
狩
IIIJ 

{i 
狩
IHI 

石
狩
町

樽
川
村

縦
低
地
特
別
漁
業
調
査

氏
名

渡
辺
誠
一
郎

金
沢
吉
蔵

井
上
伊
勢
八

同
前

吉
岡
庄
助

金
沢
占
此

吉
田
庄
助

相
原
~n 
治

金
沢
古
殿

佐
々
木
誠

従
業
者
数

五
名0 

名
五
名

五
名

一
五
名

0 
名

五
名

0 
名

一O
名

ii 

石
狩
町
漁
業
協
同
組
合

住
込

切
崩
年
月
日

五
月
一
日

八
月
三
十
一

日

司
前

r
l
h
」

g
t

間
前

同
前

同
前

同
前

同
前

開j
円リ

同
前

間
前

方経
法営

自

醤
間
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

ん

1
i一
era.

品
川
い
引
川
U
F
D

魚
種

組同
前

間
前

同
前

同
前

同
前

同
前

間

前
同
前

同
前

数
!J 0 

石

二

O
石

三

O
石

五
O。。。。。。

金
額

千
円

千
円

一
五

O
O
円

二
五

O
O
円

一
五

O
O
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

魚
種

雑
i魚

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

同
前

間
前

j

j

 

后
〕
印

同
前

数
lif 

七
O
O

一
五

0
0

一
五

0
0

二
二
五

O

千千一
五

O
O

千千千

金
額

千
円

一
.
二
五

O
円

一
二
五
O
円

一
-
二
五

O
円

一
五

O
O
円
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一
五

O
O
円

二
二
五

O
円

一
五

O
O
円

一
五

O
O
円

一
五

O
O
円



-
本
表
は
、
石
狩
町
漁
業
協
同
組
合
か
ら
北
海
道
庁
経
済
部
水
産
課
へ
の
提
出
書
類
の

一
部

2
本
表
の
佐
々
木
誠
経
営
の
組
数
量
は
十
石
と
あ
る
が
全
額
は
二
十
石
と
同
様
と
な
っ
て
い
る
。

二
十
石
か。

3
本
表
の
表
式
は

一
部
改
変
し
た
。

(
注

実

氏

資

料

に

拠

る

)

注

田
中
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地
神
サ
ン

吉
野

惣
栄

は
じ
め
に

何
か
書
く
よ
う
前
々
高
瀬
さ
ん
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
年
寄
り
の

我
が
位
で
中
々
手
が
つ
か
ず
今
に
な
っ
て
み
る
と
紙
幅
と
の
関
係
で
結
局
、
帯

に
短
し
揮
に
長
し
で
こ
れ
な
ら
サ
ッ
サ
と
手
を
つ
け
て
い
た
ら
充
分
紙
幅
を
貰

え
た
の
に
と
後
悔
し
て
い
る
。
後
悔
先
に
立
た
ず
。

(
こ

地
神
塔

以
前
「
石
狩
シ
リ
ー
ズ
(
三
)
石
狩
の
碑
」
の
中
の
地
神
塔
に
つ
い
て
少
し

く
肉
付
し
て
み
た
い
と
思
う
。

神
様
の
御
名
、
並
び
に
誤
字
を
日
本
書
記
に
照
し
、
訂
正
(
括
弧
内
)
し
て

書
い
て
み
る
事
に
し
ま
し
た
。

地
神
塔
所
在
①
生
振
三
線
南
二
号
天
照
皇
大
神
(
天
照
大
神
)
稲
倉
魂

命
(
倉
稲
魂
命
・
う
が
の
み
た
ま
の
み
こ
と
日
食
物
特
に
稲
や
穀
物
の
神
霊
)

②
生
振
八
線
南
二
号
垣
安
姫
命
(
埴
安
姫
命

・
は
に
や
す
ひ
め
の
み
こ
と
H

土
の
神
)
③
生
振
神
社
内
蒼
稲
魂
命

(倉
稲
魂
命
)
④
花
畔
神
社
内
植
安

姫
命
(
埴
安
姫
命
)
⑤
花
畔
一
番
地

小
名
毘
古
那
神
(
少
彦
名
命
・
す
く
な

ひ
こ
な
の
み
こ
と
)

市
内
地
神
塔
所
在
地
は
石
狩
の
碑
に
よ
る
と
、
次
の
十
二
ケ
所
①
生
振
三
練

南
二
号
②
生
振
五
線
南
二
号
③
生
振
七
線
南
二
号
④
生
振
八
線
南
二
号
⑤
生
振

八
線
北
一
号
⑥
生
振
神
社
内
⑦
生
振
十

一
線
北
一
号
雄
子
谷
幸
雄
邸
内
⑧
花
畔

神
社
内
⑨
花
畔
一
番
地
⑩
樽
川
神
社
内
⑪
南
綿
神
社
内
⑫
高
岡
五
ノ
沢
神
社
内

そ
れ
か
ら
本
道
で
は
珍
し
い
地
神
宮
が
生
振
十

一
線
に

一
ケ
所
あ
る
。
こ
の
中

誤
り
の
な
い
塔
は

一
ケ
所
も
な
く
全
部
に
、
伺
ら
か
の
誤
り
が
あ
っ
た
。

神
様
の
御
名
の
違
う
も
の
、
そ
れ
か
ら
字
配
り
の
違
い
等
で
あ
る
。
何
故
こ

う
も
神
様
の
御
名
が
違
っ
た
の
か
、
思
う
に
周
知
の
通
り
本
道
は
内
国
植
民
地

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
主
と
し
て
明
治
維
新
以
後
全
国
各
地
か
ら
移
住
し
て
来
た

人
々
と
そ
の
子
孫
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
移
民
達
の
移
住

当
時
の
慌
し
さ
を
考
え
る
と
分
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の
人
達
が
、

原
住

地
を
発
つ
時
地
神
サ
ン
を
ど
う
扱
か
っ
た
か
、
何
が
何
で
も
仏
壇
神
棚
等
先
祖

か
ら
の
も
の
が
最
優
先
で
道
路
の
交
差
点
や
家
敷
の
片
隅
に
建
て
ら
れ
た
諸
々

の
も
の
は
残
っ
た
人
に
任
せ
る
と
云
う
よ
う
な
こ
と
で
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

現
地
に
着
き
開
墾
も
進
み
少
し
く
気
持
ち
に
落
着
き
が
出
て
来
た
時
、
寄
り

寄
り
話
題
に
な
る
の
は
故
郷
の
こ
と
当
然
農
民
信
仰
的
農
業
の
神
様
地
神
サ
ン

の
こ
と
も
話
さ
れ
た
と
思
う
。
素
朴
で
維
持
管
理
が
簡
単
な
事
が
何
よ
り
纏
り

易
か
っ
た
と
思
う
。
始
め
は
五
角
型
の
木
柱
で
済
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

れ
で
充
分
だ
っ
た
と
思
う
。
各
家
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
供
え
物
を
持
ち
よ
り
、
こ

れ
文
各
家
持
参
の
席
を
敷
き
今
様
ピ
ク
ニ
ッ
ク
さ
な
が
ら
の

一
日
を
過
ご
し
た

の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
今
日
の
よ
う
な
石
造
に
な
っ
た
の
は
入
植
後
随
分
と

歳
月
を
経
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
免
に
角
何
れ
に
せ
よ
現
存
し
毎
年
春
秋
二
田
部

落
の
人
々
に
依
っ
て
お
祭
り
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と
云
う
事
は
喜
ば
し
い
事
と

回
心
事
つ
。

-23-

で
は
何
故
を
も
う

一
度
考
え
て
み
た
い
。

移
転
の
ド
サ
ク
サ
の
中
で
簡
単
な
管
理
を
さ
れ
て
い
た
地
神
サ
ン
は
や
っ
ぱ

り
簡
単
な
扱
い
を
さ
れ
て
い
た
と
云
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ぞ
れ
が

何
時
の
日
に
か
陽
の
目
を
見
た
わ
け
で
あ
る
。



こ
の
地
神
サ
ン
そ
れ
で
は
企
図
的
に
見
て
伺
地
方
向
県
で
祭
ら
れ
て
い
る
の

か
を
調
べ
て
み
る
の
も
亦
無
駄
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。

或
る
学
者
の
調
べ
に
よ
る
と
中
園
地
方
の
岡
山
県
、
四
国
地
方
の
香
川
、
徳

島
県
の
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
多
く
、

古
川
知
、
愛
媛
県
に
な
く
反
対
の

日
本
海
側
に
も
殆
ど
な
い
と
-
干
つ
。
地
神
サ
ン
も
斯
う
し
た
地
方
の
人
々
が
落

着
い
た
と
こ
ろ
に
は
必
然
的
に
多
い
と
云
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。

本
道
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
内
国
植
民
地
と
云
わ
れ
る
ほ
ど
全
国
各
地
か

ら
入
植
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
処
が
基
点
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
次
々
と
摸
倣
さ

れ
伝
情
し
民
村
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
誤
字
、

誤
随
も
亦
こ
の
広
が
り
の
聞
に
漢
字
が
似
か
よ
っ
た
字
に
変
っ
て
い
っ
た
。

奇
抜
な
の
は
花
畔
一
需
地
所
作
の
「
小
彦
名
命
」
を
「
小
名
毘
古
那
神
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
の
は
、
音
読
で
は
問
追
い
な
い
が
少
し
ふ
ざ
け
過
ぎ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、
「
日
本
書
紀
L

「
古
事
紀
」
の
研
究
が
行
き
届
か
ず

学
者
に
よ
っ
て
「

-E
に
H
く
」
と
貞
任
逃
れ
の
策
を
講
じ
て
い
た
時
期
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
な
が
ち
全
部
が
全
部
誤
り
と
は
断
じ
得
な
い
が
少
な
く
と
も
現

代
の
研
究
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
の
よ
う
で
あ
る
。

地
神
サ
ン

(
二
)

社
日

地
神
祭
は
春
の
社
日
と
秋
の
社
日
に
行
わ
れ
る
。
春
社
は
五
殺
盤
的
側
と
祈
り
、

秋
社
は
収
穫
を
感
謝
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

元
来
社
日
と
は
旧
暦
で
作
秋
の
彼
岸
の
中
日
に
最
も
近
い
成
の
日
を
云
う
の

で
あ
る
が
、

こ
の
日
に
何
故
農
耕
の
神
を
祭
る
の
か
を
考
え
て
み
よ
う。

社
は
文
献
に
よ
る
と
土
地
の
伸
で
あ
る
「
社
者
土
地
之
主
、
桜
者
五
殺
之
長
」

「
社
后
土
之
神
、
稜
凹
{
早
川
之
神
L

等
の
如
く
、
即
ち
五
穀
の
神
と
合
わ
せ
て
社

捜
と
い
え
ば
、
古
来
支
那
で
は
国
土
建
設
の
際
に
は
新
た
に
壇
を
築
い
て
肥
っ

た
と
い
わ
れ
農
本
時
代
に
は
実
に
国
家
創
建
の
基
礎
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
為
、
社
躍
は
転
じ
て
国
家
と
か
朝
廷
と
か
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
が
、
日
本
で
も
同
織
の
草
昧
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
る
に
社
捜
は
現
在
は
転
義
が
主
と
な
り
、
第

一
義
が

一
般
に
忘
れ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
農
民
は
依
然
と
し
て
地
神
サ
ン
を
媒
体
と
し
て
実
行
し
て

い
る
。寂

し
い
こ
と
だ
が
今
日
我
が
国
で
は
宮
中
で
祈
年
祭
を
執
り
行
な
わ
せ
ら
れ

農
耕
を
主
ん
ぜ
ら
れ
る
精
神
を
顕
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
民
間
で
は
良

民
の

一
部
が
部
落
共
同
体
の
祭
事
と
し
て
さ
さ
や
か
な
祭
記
を
営
む
に
す
ぎ
な

い

。

終

わ

り
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子
育
て
観
音地

域
の
母
子
を
見
守
る

高
瀬

た
み

ー
子
育
て
観
音
ー

な

ん
と
優
し
く
親
し
み
を
感
じ
る
名
前
だ
ろ
う
。

子
の
す
こ
や
か
な
成
長
と
吋
の
他
山
を
い

の
る
子
育
て
観
音
の
石
僻
は、

一七

狩
市
北
生
保
の
主
北
神
社
邸
内
に
あ
る
。

石
碑
は
烏
開
を
く
ぐ
る
と
す
ぐ
左
に
あ
り
、
長
い
風
雪
で
観
音
像
も
碑
文
も

明
確
で
は
な
い
が
、
正
面
に
は
乳
飲
み
子
を
抱
い
た
優
し
さ
に
満
ち
た
観
音
様

が
刻
ま
れ
、
合
時
に
は
「
佐
々
木
ト
メ
老
婆
記
念
碑
」
の
碑
文
と
、

側
面
に
世

話
人
、
寄
付
者
三
八
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
世
話
人
の
一
人
芝
原
イ
チ
さ
ん
と

は
、
ト
メ
さ
ん
の
娘
(
義
久
)
の
こ
と
で
あ
る
。

石
川
は
明
治
凶
十
四
年
に
こ
の
地
域
で
産
婆

(
石
仰
に
は
老
斐
と
あ
る
)
と

し
て
泊
脱
を
し
た
佐
々
木
ト
メ
さ
ん
の
幼
結
を
讃
え
、
同
時
に
神
仏
の
抗
議
を

求
め
建
立
さ
れ
た
と
忠
わ
れ
る
。

ト
メ
さ
ん
は
天
保
十
三
年

(
一
八
四
一

一年
)
岩
手
県
に
生
ま
れ
、

産
婆
だ
っ

た
母
制
か
ら
お
照
の
技
術
を
学
ぶ
。
川
治
四
年
に
北
海
道
開
拓
を
志
し
札
幌
の

対
本
に
人
組
、
そ
こ
で
も
経
験
を
生
か
し
産
婆
を
し
て
い
た
と
い
う
。

俗
に
一一-凶
わ
れ
る

H

卜
リ
ア
ゲ
パ
ア
サ
ン
H

と

い
う
職
業
は
、
経
験
に
頼
っ

た

お
産
の
介
助
人
の
こ
と
で
、
河
川
は
そ
う
い
う
技
術
者
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い

た
産
婆
さ
ん
が
背
な
が
ら
の
風
肖
で
お
産
を
さ
せ
て
い
た
。
家
族
が
取
り
上
げ

る
事
も
め
ず
ら
し
く
な
い
、
そ
う
せ
さ
る
を
得
な
い
時
代
で
も
あ
っ
た
。

ま
た

明
治
時
代
に
入

っ
て
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
重
視
し
た
お
産
技
術
か
ら

西
洋
医
学
の
産
科
看
護
へ
と
変
わ
る
時
代
の
狭
間
に
あ
た
る
。

そ
の
よ
う
な
時
代
に
ト
メ
さ
ん
は
、
月
寒
に
い
た
明
治
十
七
年
、
産
斐
営
業

願
い
を
札
幌
県
に
提
出
し
西
洋
院
学
に
よ
る
産
婆
学
術
試
験
に
挑
慨
を
し
て
い

る
。
そ
の
と
き
の
古
類
が
北
海
道
文
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
街
生
謀

の
害
額
を
ま
と
め
た
明
治
十
八
年
の

「
札
幌
県
治
類
典
」
で
、
産
婆
営
業
願
吉

及
び
版
歴
書
な
ど
と

一
緒
に
、
札
幌
病
院
産
婦
人
科
主
任
三
田
村
多
仲
の
書
名

の
者
煩
な
ど
、
ト
メ
さ
ん
に
関
す
る
舌
類
が
数
項
に
わ
た
り
綴
ら
れ
て
い
る
。

明
治
十
六
年
に
産
費
を
職
業
と
す
る
者
に
、
産
婆
営
業
取
締
胤
制
が
布
達
さ

れ
営
業
許
可
が
必
要
と
な
る
が
、
同
十
八
年
の
追
加
布
達
に
よ
り
、
産
婆
の
い

な
い
町
村
に
お
い
て
郡
区
長
の
推
薦
状
が
あ
れ
ば
そ
の
場
所
に
限
り
許
可
が
で

る
こ
と
に
な
り
、
ト
メ
さ
ん
は
、
い
つ
頃
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
の
現
地
産
婆

に
与
え
ら
れ
る
限
定
免
許
で
営
業
を
し
て
い
た
よ
う
だ
。

明
治
三
十
四
年
に
、
娘
夫
婦
と
生
保
村

(現
北
生
振
)
に
移
転
し
た
ト
メ
さ

ん
は
、
当
地
に
お
い
て
も
開
拓
の
か
た
わ
ら
産
婆
と
し
て
お
院
に
携
わ
り
、
ま

た
そ
の
技
術
や
心
得
を
地
域
の
交
性
に
伝
え
た
。
そ
れ
に
よ
り
産
事
に
よ
る
事

故
や
病
気
が
減
少
し
た
と
い
わ
れ
る
。

証
言
と
し
て
、
現
在
、
発
寒
在
住
の
ト
メ
さ
ん
の
親
族
佐
々
木
古
信
さ
ん
は

「
私
は
大
正
九
年
正
ま
れ
で
、
ト
メ
ひ
い
婆
さ
ん
が
な
く
な
っ
た
の
は
同
ト
二

年
で
す
の
で
添
い
む
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
石
仰
は
当
時
、

お
産
に
か
ん
す
る
事
政
が
少
な
く
、
世
話
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
有
志
の
寄

付
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
と
、
先
制
代
々
聞
い
て
い
ま
し
た
L

と
語
る
。

ま
た
北
生
振
の
蓮
田
栄

-
さ
ん
は

「
ト
メ
さ
ん
が
お
躍
の
岐
術
を
地
域
の

k
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性
に
教
え
て
い
た
と
熊
倉
さ
ん
の
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
せ
い
か
こ
の
地
域
で
は
お
産
の
事
故
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
で
す
ね
。
私

は
隣
の
伊
藤
さ
ん
(
伊
藤
ア
サ
エ
さ
ん
の
お
姑
)
の
お
婆
さ
ん
に
取
り
上
げ
て

も
ら
い
ま
し
た
」
と
い
う
こ
と
か
ら
う
な
ず
け
る
。

本
州
の
方
で
は
、
子
安
地
蔵
尊
と
か
子
育
て
観
音
が
あ
っ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ

り
、
昔
か
ら
子
授
け
、
安
産
、
子
の
成
長
、
母
の
健
康
を
祈
願
す
る
女
性
の
民

間
信
仰
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
神
仏
に
祈
る
祭
り
が
あ
り
、
観
音
様
の
縁
日
の

十
八
日
か
そ
の
前
日
の
十
七
日
に
盛
大
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

石
狩
の
子
育
て
観
音
の
建
立
は
ト
メ
さ
ん
が
六
十
九
歳
の
生
存
中
と
い
う
こ

と
か
ら
、

当
時
内
地
に
あ
っ
た
子
育
て
観
音
と
同
じ
よ
う
な
も
の
を
寄
付
に
よ

り
建
て
、
安
産
祈
願
の
碑
と
し
、
か
つ
貴
重
な
存
在
の
産
婆
の
活
躍
を
讃
え
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
碑
の
建
立
時
か
ら
か
、
大
正
初
期
頃
か
ら
か
北
生
振
地
域
で
は
、

「
観
音
譜
の
ま
つ
り
」
ま
た
は
「
女
の
祭
」
と
呼
ば
れ
る
祭
り
を
も
ち
、
毎
年
、

農
作
業
の
忙
し
く
な
る
前
の
三
月
十
七
日
に
な
る
と
地
域
の
婦
人
達
が

一
堂
に

集
ま
り
、
昔
は
お
産
の
心
得
な
ど、

最
近
は
懇
親
の
場
と
し
て
、
学
校

・
公
民

館

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
会
場
が
変
わ
り
な
が
ら
も
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く

続
け
ら
れ
て
き
た
。

北
生
振
の
伊
藤
ア
サ
エ
さ
ん

(
明
治
四
十

一
年
生
ま
れ
)
は
「
若
い
頃
か
ら

あ
ま
り
わ
か
ら
な
い
で
祭
り
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
お
姑
さ
ん
と

一
緒

に
い
た
十
三
年
間
に
、
五
人
の
子
供
を
お
姑
さ
ん
に
取
り
上
げ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
昭
和
五
年
か
ら
十
四
年
の
聞
の
こ
と
で
タ
タ
ミ
を
上
げ
ワ
ラ
や

古
い
ゴ
ザ
、
ボ
ロ
布
を
し
い
て
座
産
で
子
供
を
生
み
ま
し
た
。

へ
ソ
の
緒
は
胎

児
の
腹
か
ら

一
握
り
の
と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
洗
っ
た
ハ
サ
ミ
で
切
り
ま
し
た
。

子
供
を
洗
う
の
も
お
姑
さ
ん
で
し
た
。
一
晩
だ
け
座
っ
た
ま
ま
寝
て
、

二
晩
め

か
ら
布
団
を
敷
い
て
寝
ま
し
た
。
私
は
お
姑
さ
ん
に
取
り
上
げ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
そ
の
頃
は
近
所
の
年
配
の
女
性
か
お
姑
さ
ん
に
頼
む
し
か
な
か
っ
た
で

す
。
お
産
が
済
む
と
袋
に
入
っ
た
漢
方
薬
を
煎
じ
て
飲
ま
さ
れ
ま
し
た
。
腹
帯

は
晒
を
巻
い
て
、
お
産
が
済
ん
で
も
暫
く
は
巻
い
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ

と
は
み
ん
な
姑
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
姑
さ
ん
た
ち
も

同
じ
よ
う
な
お
産
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
姑
さ
ん
は
近
所
の
お

産
の
手
伝
い
に
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
お
産
が
無
事
す
む
と
赤
飯
を
炊
い

て
祝
っ
た
も
の
で
す
よ
」
と
語
る
。
ア
サ
エ
さ
ん
の
姑
さ
ん
は
、
年
齢
的
に
も

ト
メ
さ
ん
と
重
な
る
の
で
、
あ
る
い
は
お
産
を
見
て
も
ら
い
技
術
を
教
え
て
も

ら
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
回
十
人
余
り
の
人
か
ら
話
を
伺
い
、

昔
、
医
師
ま
た
は
産
婆
の
い
な
い
村

で
は
、
唯

一
の
頼
り
は
近
く
の
経
験
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

現
在
で
は
、
病
院
や
施
設
で
医
師
や
助
産
婦

・
看
護
婦
の
立
会
い
で
お
産
を

す
る
が
、
昔
の
お
産
は
、
家
族
ま
た
は
地
域
の
助
け
合
い
で
支
え
て
き
た
。

産
婆
ト
メ
さ
ん
の
こ
と
を
伝
え
聞
い
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な

っ
た

現
在
で
は
、
石
碑
は
地
域
の
人
々
と
産
嬰
と
神
仏
の
結
び
つ
き
を
証
す
る
貴
重

な
遺
産
と
な
っ
た
。
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「
子
育
て
観
音
」
の
調
査
に
は
、
北
海
道
医
史
学
研
究
協
議
会
々
員
の
伊
藤
保

蔵
氏
、
札
幌
市
の
佐
々
木
吉
信
氏
、
石
狩
市
の
田
中
賀
氏
、
石
橋
孝
夫
氏
、

小

川
茂
氏
、
蓮
田
栄

一
氏
、
そ
し
て
北
生
振
町
内
会
の
皆
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
、



平
成
十
年
度
に
北
生
振
町
内
会
か
ら
出
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

(
石
橋
孝
夫
氏

編
集
)
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
岩
手
県
立
博
物
館
、
北
海

道
立
文
書
館
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

(
本
稿
は
平
成
十
一
年
四
月
二
十
日
発
行
の
「
な
な
か
ま
ど
新
聞
」
に
掲
載
さ

れ
た
コ
ラ
ム
を
、

一
部
変
更
、
加
筆
し
た
も
の
で
す
。
)
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積

丹

岬

石
JlI 

秀
子

十
月
二
十
五
日
郷
土
研
究
会
に
よ
り
積
丹
ま
で
の
旅
行
が
行
わ
れ
る
。
公
民

館
よ
り
八
時
五
十
分
出
発
日
本
海
沿
の
道
を
一
路
パ

ス
に
ゆ
ら
れ
て
ま

っ
し
ぐ

ら
絶
好
日
和
り
シ
ャ
コ
タ
ン
ブ
ル
ー
の
美
し
い
白
い
波
が
し
ら
を
見
つ
つ
水
平

線
が
く
っ

き
り
と
見
え
満
喫
さ
れ
た
。
歴
史
あ
る
古
平
の
寺
の
五
百
縦
漢
に
お

め
も
じ
し
て
感
激
、
珊
内
の
地
に
あ
る
日
本
玩
具
館
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
館
が

あ
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
岬
の
灯
台
ま
で
私
は
登
れ
な
か
っ
た
。
足

が
弱
く
て
残
念
に
思
う
が
積
丹
は
三
度
目
の
旅
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
訪
れ
た
寺

と
館
は
始
め
て
で
矩
紋
を
作
る
者
に
は
大
変
な
素
材
を
得
た
。

心
よ
り
関
係
者

と
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

経
歴

昭
和
四
十
年
入
社
銀
河
集
幹
部
同
人

新
墾
代
表
初
代
小
旧
観
蛍
、
二
代
宮
崎
芳
男
、

一二
代
足
立
敏
彦
に
師
事
三
十
三

年
間
。
現
在
心
象
の
世
界
に
あ
こ
が
れ
こ
の
世
界
に
入
っ
た
が
今
は
現
代
的
な

写
術
一
誌
の
み

蒼
寄
の
セ
タ
カ
ム
イ
トセ
l'!J.タ
}Q_ ヵ

ス今
ス '
A の
涙旅

間
丹
ブ
ル
!
の
内
波
さ
わ
ぐ

古
平
の
曽
洞
宗

抑
制
寺
は

開
法
と
ふ
耳
に
す

安
政
五
年
の

歴
史
も
つ

寺
院
本
堂
に
掲
げ
ら
れ

ゆ
た
か
な
五
百
羅
漢
の
像
ぼ

洋
画
に
て
桝
画
伺
描
き
た
る

喜
怒
哀
楽
も
見
ゆ

羅
漢
の
僧
た
ち

珊
内
に
日
本
全
国

浦
々
の
郷
土
玩
具
館
あ
り
て

魅
了
さ
れ
た
り

半
世
を
賭
け
て

蒐
集
す
館
長
氏

コ
ケ
シ

人
形

長
り
子
に

達
!砦

土
人
形
は
お
江
戸
時
代
の

京
都
よ
り

お
品
の
よ
ろ
し

お
内
装
さ
ま
は

お
国
納
の
面
て
い
風
情

子
遊
び
道
具
も

古
き
時
代
の

あ
ら
わ
な
る
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捕
か
れ
し

原
色
凧
の
百
枚
も

郷
土
絵
師
ら
の
壮
感
さ
に
押
さ
る
る

北
前
船
の

寄
港
地
な
り
し

古
平
の
盛
衰
を

訪
問
り
呉
る
る
史
家
よ
り

石
狩
の
現

風

京

地

震

守

る

会

の
社
会
見
学

月
日
の
流
れ
は
早

い
も
の
で
早
や
秋
冷
の
季
節
へ
入
り
白
き
山

界
が
く
る
の

も
間
近
の
よ
う
だ
。

本
年
六
月
に
は
地
長
を
守
る
会
に
て
百
年
前
に
お
き
た
石

狩
地
成
の
跡
地
の
見
学
が
行
わ
れ
た
。
石
狩
河
口
の
海
沿
を
さ
か
の
ぼ
り
無
間

浜、

望
来
、
美
登
位
、
高
岡
、
五
ノ
沢
と
日
頃
訪
れ
る
事
の
な
い
処
の
地
層

の

模
様
い
ろ
い
ろ
知
識
を
得
る
出
び
は
大
き
い
。
天
候
も
よ
ろ
し
く
美
し
い
緑
と

空
気
に
触
れ
山
菜
ま
で
採
集
し
実
り
あ
る
楽
し

い
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

関
係
者



の
あ
た
た
か
い
御
指
導
あ
れ
ば
こ
そ
充
実
さ
れ
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

石
狩
の
現
凪
最
地
震
を
守
る
会
に
て
写
術
詠

悠
久
の
流
れ
に
大
河
の
お
も
む
き
を
ま
つ
ぶ
さ
に
見
る
石
狩
河
口
。

大
雪
の
山
系
を
流
れ
て
幾
百
キ
ロ

い
ま
日
本
海
へ
な
だ
り
て
ゆ
か
む
。

川
と
ぬ
な
べ
て
ロ
マ
ン
の
主
む
と
こ
ろ
反
何
回
の
波
に
版
う
は
る
る
ま
ま
。

荒
警
な
河
口
の
堰
に
桁
木
々
の
あ
て
ど
な
き
宗
波
に
さ
す
ら
ふ
。

娘
細
川
ケ
浜
の
砂
踏
み
ゆ
け
ば
伝
説
の
レ
ッ
ト
エ

l
ル
の
宝
石
に
迎
ひ
た
し
。

六
月
の
青
海
原
の
ひ
ろ
ご
り
に
雄
冬
岬
は
迫
り
く
る
け
は
い
す
。

森
林
を
映
し
て
ひ
そ
か
な
高
富
の
貯
水
の
ダ
ム
は
エ
メ
ラ
ル
ド
彩

高
岡
に
八
百
万
神
を
祭
る
社
あ
り
境
内
は
午
の
碑
。
馬
頭
観
音
が
建
つ

行
パ
新
ら
し
五
の
沢
会
館
の
閃
か
れ
て
ゐ
て
訪
ふ
わ
れ
ら
迎
へ
下
さ
る
る
。

石
狩
の
一
九
の
沢
の
地
は
過
疎
化
す
も
け
な
げ
に
北
の
地
守
る
人
々
。

「
江
戸
時
代
の
本
町
l
石
狩
場
所
と
村
山
家
」
展
に
て

村
山
運
上
家

石
狩
の
十
三
場
所
を
支
配
せ
し
運
上
村
山
家
の
ほ
う
ふ
っ
と
浮
か
ぶ
。

番
屋
の
湯
ホ
テ
ル
の
宿
と
建
ち
並
び
石
狩
の
豪
商
村
山
家
跡
。

番
屋
の
宿
ロ
ビ

l
に
架
け
ら
れ
し
パ
ネ
ル
展
三
百
年
の
か
た
り
応
へ
て
。

盛
衰
を
知
る
村
山
家
の
辿
品
展
火
事
装
束
の
陣
羽
織
見
る
。

G
狩
の
鮭
を
を
さ
め
し
献
上
箱
記
録
す
る
大
帳
簿
に
藩
政
を
知
る

新
墾
一
七
月
号
に
詠
む
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神
威
岬
に
つ
い
て
の
憶
い
出

金
子

仲
久

平
成
十

一
年
十
月
九
日
の
石
狩
市
郷
土
研
究
会
研
修
旅
行
「
積
丹
巡
り
」
は

私
に
と
っ
て
意
義
深
い
旅
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
召
集
兵
と
し
て
海
軍
に

籍
を
置
い
た
時
、

青
森
県
大
湊
海
軍
防
備
隊
か
ら
対
空
、
対
潜
監
視
要
員
と
し

て
杭
川
郡
余
別
村
の
神
威
川
灯
品
川
に
派
辿
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
思
い
出
の
地
で

あ
る
。
今
か
ら
五
十
五
、
六
年
前
の
事
で
あ
る
。
戦
争
当
時
の
話
等
聞
き
た
く

な
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
の
歩
ん
だ
八
十
七
年

の
人
生
の
ひ
と
駒
で
こ
ん
な
時
代
も
あ
っ
た
事
を
知
っ
て
頂
き
た
い
。
昭
和
の

初
期
か
ら
伺
と
な
く
生
臭
い
風
が
吹
き
始
め
、
昭
和
六
年
の
虚
溝
橋
爆
破
事
件

か
ら

一
気
に
吹
き
出
し
た
満
州
事
変
、
上
海
事
変
、
北
支
事
変
等
血
生
臭
い
事

件
が
相
次
ぎ
国
民
は
悔
度
の
緊
張
の
日
々
が
続
き
男
子
は
兵
役
の
義
務
が
あ
り
、

心
身
強
健
な
若
者
が
草
務
に
服
す
る
い
み
が
誇
り
で
あ
る
と
い
う
教
育
に
染
っ
て

行
っ
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
大
東
亜
戦
争
に
突
入
し
て
か
ら
は
若
い
男
子
は

続
々
と
召
集
さ
れ
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
戦
地
に
向
か
っ
た
事
は
、
ま
だ
記
憶
に

残
っ
て
い
る
。
私
も
農
業
に
励
み
乍
ら
も
何
時
召
集
令
状
が
来
る
か
も
知
れ
な

い
と
い
う
期
待
と
不
安
の
入
り
混
じ
っ
た
毎
日
が
続
い
た
。
翌
十
七
年
九
月
石

狩
町
役
場
兵
事
係
か
ら

一
通
の
書
留
が
届
い
た
。
赤
紙
の
百
集
令
状
な
ら
ぬ
白

紙
の
百
日
間
の
教
育
召
集
令
状
で
あ
る
。
私
は
昭
和
八
年
の
徴
兵
検
査
で
、
体

は
健
康
で
病
気
は
向

一
つ
な
く
煩
健
な
体
で
あ
っ
た
が
わ
ず
か
に
身
長
が
基
準

に
足
り
な
か
っ
た
為
に
甲
種
合
格
で
あ
り
乍
ら
く
じ
外
れ
の
第
二
補
充
兵
で
兵

役
に
服
す
る
事
が
出
来
ず
非
常
に
恥
ず
か
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
教

育
百
集
令
状
は
札
幌
連
隊
区
司
令
部
か
ら
で
昭
和
十
八
年

一
月
十
日
横
須
賀
鎮

守
府
第
二
海
兵
団
に
入
団
で
あ
る
。
当
時
横
浜
連
隊
区
司
令
部
に
革
属
と
し
て

勤
務
し
て
い
た
義
弟
の
金
子
克
衛
か
ら

一
通
の
封
書
が
届
き
、
教
育
召
集
で
も

教
育
期
間
が
終
わ
る
と
直
ち
に
充
員
百
集
に
切
り
換
え
ら
れ
る
と
思
う
か
ら
、

そ
の
積
も
り
で
家
の
事
万
端
整
理
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。

正
月
の
気
分
を
味
わ
う
等
の
余
裕
も
な
く

一
月
六
日
同
じ
召
集
の
花
畔
南
出
喜

代
治
、
杉
中
茂
、
相
田
信
雄
、
実
弟
の
坂
井
富
五
郎
(
現
役
兵
)
の
五
人
、
花

畔
神
社
で
武
運
長
久
を
祈
願
し
村
の
人
々
に
見
送
ら
れ
出
発
、
各
地
か
ら
召
集

兵
、
現
役
兵
一
同
は
札
幌
駅
に
集
合
、
之
が
故
郷
の
最
後
の
見
納
め
に
な
る
か

も
知
れ
な
い
と
複
雑
な
思
い
で
夜
行
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
我
が
子
の
長
女
が

来
年
入
学
す
る
筈
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
入
学
姿
も
恐
ら
く
見
る
事
は
出
来
な
い

だ
ろ
う
。
神
奈
川
県
江
ノ
島
の

(と
ら
や
旅
館
)
に
落
ち
着
き
翌
九
日
義
弟
の

案
内
で
東
京
市
内
を
見
物
、
皇
居
遥
拝
、
靖
国
神
社
、
明
治
神
宮
も
参
拝
。
思

い
残
す
事
な
く
最
後
の
夜
を
江
ノ
島
で
過
ご
し
、

一
月
十
日
横
須
賀
海
兵
団
前

で
夫
々
兵
科
別
に
別
れ
お
互
い
に
健
闘
を
習
い
合
っ
た
。
弟
と
は
之
が
最
後
の

別
れ
と
な
り
十
九
年
八
月
二
日
南
方
テ
ニ
ヤ
ン
で
玉
砕
し
た
。
終
戦
後
弟
の
迫

骨
が
帰
っ
て
き
た
が
、
坂
井
富
五
郎
之
命
と
書
い
た
紙
切
れ
が
一
枚
だ
け
で
あ

っ
た
。
第
二
海
兵
団
で
初
年
兵
と
し
て
厳
し
い
教
育
を
受
け
て
い
た
が
、
上
海

海
軍
特
別
陸
戦
隊
に
-編
入
さ
れ
る
事
と
な
り
、

二
週
間
程
で
横
須
賀
、
呉
、
舞

鶴
、
佐
世
保
と
同
じ
教
育
百
集
兵
が
、
戦
前
日
米
航
路
の
日
本
郵
船
の
豪
華
船

浅
間
丸

(
一
万
八
千
ト
ン
)
に
乗
船、

玄
海
灘
の
荒
浪
を
乗
越
え
揚
子
江
を
遡

上
り
黄
浦
江
に
入
り
上
海
に
上
陸
、
上
海
海
軍
特
別
陸
戦
直
北
部
隊
第

一
一
二

-30一



分
隊
に
配
属
、
上
海
海
軍
特
別
陸
戦
隊
と
い
え
ば
当
時
世
界
中
に
恐
れ
ら
れ
た

名
の
知
ら
れ
た
精
鋭
部
隊
で
あ
り
そ
れ
だ
け
に
教
育
も
厳
し
か
っ
た
。
毎
日
白

脚
併
着
用
伊
武
銃

(
分
捕
品
)
を
肩
に
江
湾
鎮
の
元
競
馬
場
迄
(
約
四
キ
ロ
位

と
思
う
)
駆
け
足
で
あ
る
。
曲
以
業
に
従
事
厳
し
い
労
働
で
鍛
え
た
体
な
の
で
そ

の
点
良
か
っ
た
と
思
う
。
上
海
事
変
の
後
な
の
で
治
安
は
不
安
定
で
、
土
曜
、

日
曜
の
半
舷
上
陸
に
は
単
独
行
動
は
許
さ
れ
ず
、
最
小
三
名
以
上
一
緒
で
な
い

と
危
険
で
あ
る
。
万
が
一
の
時

一
名
は
危
急
の
場
合
連
絡
す
る
事
に
な
っ
て
い

る
。
役
さ
れ
た
が
最
後
死
体
は
絶
対
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
。

百
H
の
教
育
則
問
も
終
わ
り
に
近
づ
き
当
時
支
那
方
面
派
遣
艦
隊
の
司
令
艦

出
雲
(
戦
艦
)
で
一
週
間
の
艦
隊
勤
務
実
習
を
最
後
に
教
育
期
間
を
終
了
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
充
員
召
集
に
切
り
換
え
ら
れ
た
。
実
施
部
隊
配
属
に
先
立
っ
て

任
地
の
希
望
を
間
わ
れ
南
方
方
而
行
き
を
希
望
し
た
。
今
に
な
っ
て
思
え
ば
何

を
考
え
て
い
た
の
か
不
思
議
に
思
う
。

実
現
し
て
い
れ
ば
弟
と
同
じ
運
命
を
辿

る
所
で
あ
っ
た
が
同
じ
召
集
仲
間
の
中
で
年
長
者
の
方
で
あ
っ
た
の
で
同
年
輩

の
者
は
大
半
内
地
勤
務
と
な
り
比
較
的
若
い
仲
間
が
南
方
へ
派
遣
さ
れ
た
様
だ
。

私
は
青
森
県
大
湊
防
備
隊
行
き
で
内
地
勤
務
者
は
貨
物
船
竜
用
丸
に
乗
せ
ら
れ
、

陸
軍
の
交
替
兵
を
乗
せ
た
船
と
船
団
を
組
み
敵
の
潜
水
艦
攻
宰
に
備
え
て
駆
遂

艦
護
衛
の
下
に
上
海
を
出
港
し
た
。
前
の
日
に
南
方
へ
向
か
っ
た
輸
送
船
が
揚

子
江
沖
で
敵
潜
に
撃
沈
さ
れ
た
次
の
日
の
出
港
で
あ
る
。
日
程
の
変
更
は
出
来

な
い
。
日
本
の
土
を
踏
む
迄
は
命
の
保
証
は
難
し
い
。
緑
に
映
え
た
九
州
の
山
々

を
見
て
初
め
て
日
本
に
帰
っ
て
来
た
実
感
が
湧
く
、
佐
世
保
、
呉
軍
港
に
夫
々

兵
を
上
陸
さ
せ
、
無
事
上
陸
し
た
横
須
賀
か
ら
汽
車
で

一
路
大
湊
に
向
か
う
。

大
湊
海
軍
防
備
隊
第
四
分
隊
(
分
隊
長
海
軍
大
尉
白
川
兼
三
郎
)
に
配
属
さ
れ

た
。
此
れ
の
分
隊
は
補
充
分
隊
で
不
定
期
に
入
隊
し
て
来
る
が
、
艦
船
や
派
遣

先
に
欠
員
が
出
来
る
と
そ
の
方
に
補
充
さ
れ
る
要
国同一
で
あ
る
。
大
湊
勤
務
に
就

い
て
間
も
な
く
分
隊
土
(
海
軍
少
尉
か
文
は
兵
曹
長
)
五
名
の
従
兵
を
命
ぜ
ら

れ
る
。
士
宮
の
身
辺
の
世
話
や
、
士
宮
室
の
整
理
整
頓
、
事
務
や
官
舎

へ
の
述

絡
等
々
い
わ
ば
女
房
役
で
あ
る
。
日
々
多
忙
を
極
め
て
い
る
中
、
そ
の
年
十
二

月
二
十
日
す
ぎ
に
士
宮
室
に
呼
び
出
さ
れ
何
事
か
と
不
安
な
気
持
ち
で
仕
宮
室

へ
行
っ
た
所
、
白
川
分
隊
長
(
海
軍
大
尉
)
吉
田
軍
医
長
(
海
軍
大
尉
)
両
将

校
の
従
兵
を
命
じ
ら
れ
た
。
仕
事
は
楽
に
な
っ
た
が
、
望
ん
で
も
中
々
与
え
ら

れ
な
い
仕
事
で
あ
り
、
気
を
使
う
事
と
責
任
の
重
大
さ、

一
生
懸
命
勤
め
る
。

昭
和
十
九
年
四
月
一
日
分
隊
士
水
上
少
尉
に
呼
ば
れ
士
宮
室
へ
行
く
と
白
川
分

隊
長
も
同
席
で
金
子
は
北
海
道
出
身
な
の
で
此
の
度
積
丹
神
威
岬
の
民
視
哨
へ

派
遣
す
る
と
温
情
あ
る
取
計
ら
い
を
頂
い
た
。
分
隊
長
は
お
前
に
行
か
れ
る
と

俺
が
因
る
な
あ
、
で
も
分
隊
長
の
無
理
許
り
も
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
真
而
目

に
や
っ
た
か
ら
良
い
所
へ
派
遣
し
て
や
る
。

一
生
懸
命
ゃ
れ
よ
。

一
緒
に
行
く

阿
部
兵
習
に
も
頼
ん
で
時
々
家
に
行
け
る
織
に
し
て
あ
る
か
ら
行
っ
て
来
い
と

此
の
言
葉
の
有
難
か
っ
た
事
は
今
で
も
忘
れ
な
い
。

四
月
四
日
午
前
中
身
辺
整
理
、
離
隊
準
備
、
分
隊
長
、
分
隊
士
に
挨
拶
に
行

き
別
れ
を
惜
し
む
。
午
後
三
時
二
十
二
分
大
湊
駅
出
発
、
二
十
二
時
三
十
分
育

函
連
絡
船
青
森
出
港
、
翌
五
日
三
時
三
十
分
函
館
着
、
午
前
七
時
函
館
駅
出
発
、

十
七
時
五
分
余
市
着
余
市
発
美
国
行
き
の
定
期
船
が
な
い
の
で
服
部
旅
館
に
宿

泊
。
宿
泊
代
六
円
五
十
銭
は
高
か
っ
た
。
翌
日
の
定
期
船
は
十
三
時
出
港
、
約

二
時
間
半
で
美
国
に
着
く
。
美
国
か
ら
が
大
変
、
山
道
を
徒
歩
で
強
行
二
十
時

二
十
分
野
塚
で

一
泊
す
る
。
此
の
宿
泊
代
三
円
三
十
五
銭
也
。
翌
七
日
八
時
野
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塚
出
発
十
時
二
十
分
余
別
に
着
き
休
患
の
後
十
二
時
余
別
出
発
一
時
間
程
で
任

地
神
威
岬
灯
台
に
着
く
。
監
視
哨
長
阿
部

一
官
、
電
信
員
千
葉
兵
長
、
哨
員
田

中
水
兵
長
金
子
上
水
、
野
崎
一
水
の
五
人
で
昼
間
五
時
間
、
夜
間
三
時
間
勤
務

で
交
替
し
な
が
ら
部
署
に
就
く
。
対
空
、
対
潜
の
監
視
が
任
務
で
勤
務
の
状
況

や
航
行
す
る
船
体
の
識
別
、
受
数
、

行
き
先
方
向
、
通
過
時
問
、
そ
の
他
詳
細

に
記
録
し
大
湊
本
隊
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

O
神
威
岬
灯
台
は
明
治
二
十

一
年
六
月
二
十
五
日
初
点
灯
。
位
置
は
積
丹
郡
余

別
村
神
威
岬
。

O
灯
級
は
第

一
級

O
灯
質
紅
白
互
光
灯

O
紅

光

白

光

各
十
二
秒
。

O
白
光

一
万
六
千
燭
光

O
紅
光

一
万
燭
光

O
光
遥
距
離

二

十
三
浬

O
緯

度

北

緯

四

十

三
度
二
十
分
東
経
一
四

O
度
二
十

一
分

O

灯
高
基
礎
上
五
メ
ー
ト
ル
七
十

O
海
面
上
七
十
五
メ
ー
ト
ル
四
十

此
の
灯
台
は
岩
の
上
な
の
で
水
は

一
滴
も
無
い
。
飲
料
水
等
は
余
別
川
上
流
の

清
流
水
を
持
に
詰
め
磯
舟
で
灯
台
近
く
の
荷
上
げ
し
易
い
所
に
若
舟
し
担
ぎ
上

げ
て
タ
ン
ク
に
貯
水
し
て
お
く
。
雨
が
降
れ
ば
そ
れ
も
貯
め
て
お
き
雑
用
水
と

し
て
使
う
。
従
っ
て
常
に
節
水
に
心
掛
け
一
滴
も
無
駄
に
は
使
わ
な
い
。
我
々

派
遣
員
は
非
番
を
利
用
し
て
洗
濯
物
を
抱
え
て
余
別
迄
下
り
、
そ
こ
の
曽
我
旅

館
の
主
人
曽
我
忠
蔵
氏
が
海
軍
出
身
で
あ
っ
た
の
で
我
々
に
好
意
を
寄
せ
て
、

洗
濯
さ
せ
て
貰
っ
た
り
、
入
浴
さ
せ
て
民
っ
た
り
、
面
倒
見
の
良
い
人
で
随
分

世
話
に
な
っ
た
。
余
別
に
下
る
時
は
序
で
に
戦
友
の
洗
濯
物
も

一
緒
に
持
っ
て

い
け
ば
良
い
の
だ
が
そ
れ
は
し
な
い
。

一
見
友
達
甲
斐
が
な
い
様
に
思
う
が
灯

台
で
は
世
間
の
事
が
判
ら
な
い
。
余
別
に
下
っ
て

一
般
世
間
の
話
等
を
聞
く
の

が
楽
し
み
な
の
で
、
そ
う
し
た
気
持
ち
は
皆
同
じ
な
の
で
自
分
だ
け
の
用
を
足

す
の
で
あ
る
。
も
う
十
数
年
も
前
だ
が
手
稲
駅
旅
行
友
の
会
で
積
丹
方
面
周
遊

の
旅
に
参
加
し
た
事
が
あ
っ
た
。
昼
食
を
余
別
の
大
川
旅
館
で
と
っ
た
が
、
そ

の
経
営
者
が
海
軍
兵
時
代
に
世
話
に
な
っ
た
曽
我
旅
館
の
娘

(愛
子
と
い
う
)

で
灯
台
の
小
使
を
し
て
い
た
大
谷
と
い
う
人
の
娘
が
手
伝
い
を
し
て
お
り
旅
館

の
名
が
変
わ
っ
て
い
た
の
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
が
思
い
掛
け
な
い
出
迎
い
に

ビ
ヅ
ク
リ
、
遠
い
そ
の
頃
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
集
合
時
間
ま
で
が
非
常
に

短
か
っ
た
事
を
記
憶
し
て
い
る
。

非
番
の
時
、
夏
は
水
泳
や
魚
釣
り
を
し
た
り
胞
の
豊
富
に
礎
れ
る
所
で
泳
ぎ

に
行
つ
て
は
飽
を
獲
っ
て
、
そ
の
刺
し
身
の
美
味
し
か
っ
た
事
も
忘
れ
ら
れ
な

い

一
つ
で
あ
る
。
自
炊
生
活
の
た
め
時
折
野
菜
の
買
出
し
に
行
く
。
兵
隊
さ
ん

ご
苦
労
さ
ん
で
す
と
値
段
を
安
く
し
て
呉
れ
た
り
、
余
分
に
只
で
貨
っ
た
り
し

て
私
も
農
業
者
な
の
で
野
菜
を
育
て
る
苦
労
を
知
っ
て
い
る
だ
け
に
有
難
か
っ

た
。
お
礼
に
次
に
行
く
と
き
支
給
さ
れ
た
煙
草
や
甘
味
品
を
持
っ
て
行
く
と
、

そ
の
頃
は
配
給
で
非
常
に
物
資
の
不
足
な
時
代
で
あ
っ
た
の
で
勿
体
な
い
と
恐

縮
さ
れ
て
却
っ
て
間
誤
つ
い
た
事
を
思
い
出
す
。
私
が
石
狩
小
学
校
高
等
科
に

志
美
か
ら
通
学
し
て
い
た
時
石
狩
灯
台
の
灯
台
長
が
山
崎
と
い
う
人
で
そ
の
娘

に
私
と
同
級
生
の
人
が
居
た
。
山
崎
富
美
子
と
言
い
頭
脳
の
冴
え
た
人
で
古
川
等

科
卒
業
と
同
時
に
小
綿
市
の
双
葉
高
等
女
学
校
に
進
学
、
女
学
校
卒
業
後
上
京

し
た
と
時
に
聞
い
た
様
な
記
憶
が
あ
る
が
、
各
地
の
灯
台
を
転
勤
し
て
い
る
時、

そ
の
灯
台
の
附
近
に
ま
つ
わ
る
伝
説
や
事
実
等
を

一
冊
の
単
行
本
に
ま
と
め
発

行
し
た
の
を
読
ん
だ
事
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
神
威
岬
灯
台
の
事
を
古
い
た
も

の
も
あ
り
、
義
経
を
慕
っ
て
ア
イ
ヌ
の
娘
が
神
威
岬
か
ら
投
身
自
殺
し
、
そ
れ

が
神
威
岩
に
な
っ
た
伝
説
は
余
り
に
も
有
名
だ
が
、
灯
台
と
余
別
の
聞
に
ワ
リ

シ
リ
の
岬
と
い
う
所
が
あ
り
、
切
立
っ
た
崖
の
縁
に
沿
っ
て
僅
か
の
巾
の
通
り
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道
が
あ
り
、
一
方
は
深
い
海
が
あ
る
。
人
が
通
る
時
は
波
に
波
わ
れ
な
い
椋
に

波
の
引
い
た
問
に
走
り
肢
け
る
が
、
間
誤
つ
い
て
い
る
と
次
に
来
た
波
に
波
わ

れ
る
と
い
う
非
常
に
危
険
な
場
所
で
あ
る
。
幾
人
も
の
人
が
波
に
さ
ら
わ
れ
命

を
落
と
し
た
と
い
う
。
大
正
の
初
め
頃
、
灯
台
長
と
職
員
の
夫
ぞ
れ
の
妻
と
三

歳
の
子
供
と
三
人
が
四
キ
ロ
離
れ
た
村
に
買
物
に
行
く
途
中
、
こ
こ
で
波
に
波

わ
れ
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
之
等
の
事
か
ら
地
元
の
人
達
が
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る

事
に
な
っ
て
作
業
に
取
掛
か
っ
た
。
素
人
の
手
作
業
な
の
で
両
方
か
ら
堀
り
進

ん
だ
ら
途
中
で
食
い
違
っ
た
。
ひ
と
休
み
す
る
度
に
亡
く
な
っ
た
人
の
た
め
に

念
仏
を
唱
え
て
い
た
所
、
そ
れ
が
岩
を
伝
わ
っ
て
聞
こ
え
無
事
穴
が
つ
な
が
っ

た
が
壬
の
形
と
な
り
、
短
い
ト
ン
ネ
ル
(
約
六
十
メ
ー
ト
ル
位
高
さ
、
巾
そ

れ
ぞ
れ
二
メ
ー
ト
ル
位
)
だ
が
両
端
か
ら
は
光
り
を
透
さ
ず
真
暗
な
ト
ン
ネ
ル

が
出
来
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
辛
か
ら
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
念
仏
ト
ン
ネ
ル
と
呼

ぶ
様
に
な
っ
た
。
大
正
八
年
頃
山
来
た
と
い
う
。
私
も
神
威
岬
で
勤
務
中
通
っ

た
事
が
あ
る
が
薄
気
味
悪
い
思
い
を
し
た
事
を
思
い
出
す
。
今
は
利
用
さ
れ
て

い
な
い
様
だ
が
、
山
崎
さ
ん
の
著
者
「
幻
台
を
護
る
人
」
に
此
の
事
が
載
せ
て

あ
る
。
こ
の
灯
台
か
ら
眺
め
る
黄
金
の
夕
陽
の
素
晴
ら
し
さ
は
筆
舌
に
尽
し
難

い
。
神
威
岬
監
視
哨
の
勤
務
に
就
い
て
二
週
間
程
経
っ
て
大
湊
本
隊
か
ら
、
父

(
危
篤
に
つ
き
看
護
帰
省
許
可
す
る
)
と
の
速
達
が
届
き
、
急
速
仕
度
を
し
て

出
発
、
そ
の
頃
ま
だ
余
別
迄
の
定
期
パ
ス
が
な
か
っ
た
の
で
美
国
迄
七
里
の
山

道
を
徒
歩
で
強
行
、
時
間
が
退
い
た
め
美
国
で

一
泊
し
た
が
心
配
で
眠
れ
な
か

っ
た
。
美
国
か
ら
余
市
迄
の
定
期
船
に
乗
り
、
余
市
か
ら
汽
車
で

一
時
半
札
幌

駅
に
若
く
。
義
父
は
私
を
心
配
さ
せ
ま
い
と
病
気
の
事
は
知
ら
せ
る
な
と
言
っ

て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
も
頗
を
見
せ
る
と
非
常
に
喜
ん
で
手
を
握
り
涙
ぐ
ん

で
、
私
も
思
わ
ず
ホ
ロ
リ
と
な
っ
た
。
病
弱
の
父
と
幼
い
娘
の
世
話
、
田
畑
の

仕
事
、
部
落
の
用
事
等
独
り
で
や
り
繰
り
し
て
い
る
妻
を
可
愛
想
に
思
っ
た
。

近
所
の
人
々
に
も
随
分
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
様
だ
。
仕
事
は
山
程
あ
る
。
父

の
病
状
を
見
な
が
ら
、
温
床
造
り
や
、
田
畑
の
準
備
作
業
を
少
し
で
も
減
ら
し

て
や
ろ
う
と
限
ら
れ
た
日
数
の
六
日
間
休
む
暇
も
な
く
、
仕
事
を
行
い、

幸
い

父
の
容
体
も
落
付
い
て
い
る
の
で
、
最
後
の
日
石
狩
町
役
場
か
ら
滞
在
証
明
書
、

里
程
証
明
書
、
医
師
の
診
断
書
等
を
貰
い
翌
日
家
を
後
に
し
た
。
神
威
岬
に
帰

り
、
父
の
身
を
察
し
つ
つ
勤
務
し
て
い
た
が
、
翌
月
五
月
十
九
日
再
び
大
湊
本

隊
か
ら
(
父
危
篤
に
つ
き
看
護
の
た
め
至
急
賜
暇
帰
省
許
可
す
る
)
と
至
急
電

報
が
届
き
、
憎
い
て
身
支
度
。
運
良
く
余
別
か
ら
小
神
へ
鮮
魚
を
積
ん
で
行
く

幸
信
丸
に
便
乗
さ
せ
て
此
い
わ
が
家
へ
向
か
う
。
心
が
急
く
故
か
船
脚
の
お
そ

い
事
、
気
が
も
め
る
。
家
に
帰
り
着
い
て
見
る
と
此
の
五

5
六
日
食
事
も
摂
ら

ず
昏
睡
状
態
が
続
き
、
舌
が
も
つ
れ
て
言
う
事
が
ハ
ッ
キ
リ
聞
き
取
れ
な
い
。

こ
ち
ら
の
言
う
事
は
判
る
よ
う
な
領
き
方
を
す
る
。
昭
和
十
九
年
五
月
二
十
一

日
十
三
時
三
十
分
遂
に
七
三
歳
を

一
期
と
し
て
幽
明
境
を
異
に
し
た
。
慌
た
だ

し
く
葬
儀
の
準
備
等
に
追
わ
れ
、
二
十
三
日
大
勢
の
人
々
に
見
守
ら
れ
乍
ら
野

辺
の
送
り
を
終
え
、
日
数
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
二
十
五
日
神
威
岬
に
帰
る
。

年
明
け
て
昭
和
二
十
年
二
月
、
大
湊
防
備
隊
に
帰
隊
せ
よ
と
の
命
令
が
下
り、

灯
台
長
や
職
員
、
監
視
哨
の
仲
間
、
世
話
に
な
っ
た
曽
我
旅
館
等
に
別
れ
を
告

げ、

二
月
十

一
日
紀
元
節
当
日
大
湊
に
若
く
。
数
日
を
置
か
ず
し
て
、
青
森
県

八
戸
市
に
派
遣
さ
れ
た
。
隠
道
に
格
納
し
て
あ
る
爆
雷
の
監
視
、
警
備
に
勤
務

す
る
。
そ
の
年
の
七
月
再
び
本
隊
に
呼
び
戻
さ
れ
、
小
樽
港
湾
吉
備
隊
に
今
度

は
転
勤
命
令
で
あ
る
。
金
子
は
北
海
道
石
狩
町
出
身
な
の
で
少
し
で
も
故
郷
に
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近
い
方
が
よ
い
だ
ろ
う
と
の
分
隊
長
白
川
大
尉
の
温
情
あ
る
計
ら
い
で
あ
る
。

七
月
十
日
小
樽
港
湾
警
備
隊
に
着
任
し
た
が
、
七
月
十
五
日
敵
の
艦
載
機
の
空

襲
に
遭
い
、
石
狩
の
空
が
見
え
る
小
樽
で
危
う
く
命
を
失
う
危
険
な
目
に
遭
っ

た
。
情
報
に
よ
る
と
八
戸
市
も
大
湊
も
空
襲
で
大
被
害
を
受
け
た
と
い
う
。
思

え
ば
上
海
、
大
湊
、
八
戸
、
小
綿
と
常
に
危
険
な
悪
魔
が
私
を
追
い
掛
け
て
来

た
が
、
幸
い
に
も
今
日
迄
生
き
延
び
て
来
た
。
運
が
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。
南

方
へ
向
か
っ
た
上
海
時
代
の
戦
友
は
殆
ど
戦
死
し
た
よ
う
で
あ
る
。
終
戦
の
玉

音
放
送
は
、
小
樽
港
湾
警
備
隊
か
ら
派
遣
さ
れ
た
塩
谷
郡
蘭
島
で
聞
い
た
。
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ー
石
狩
の
近
代
化
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
か

(続

)

|

君
事
ノ
彦

改
革
の
経
緯

最
初
に
石
狩
改
革
を
遂
行
す
る
に
い
た
る
経
緯
を
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。
そ

の
た
め
に
役
に
立
つ
の
が
箱
館
奉
行
の
村
垣
淡
路
守
の
日
記
で
、
東
京
大
学
の

史
料
編
纂
所
か
ら

「
村
垣
公
務
日
記
」
と
い
う
書
名
で
活
字
に
な
り
、
昭
和
の

一
桁
代
の
と
き
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
記
を
見
る
と
安
政
三
年
の
冬
に

は
石
狩
改
革
を
や
ろ
う
と
い
う
考
え
が
ま
と
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

同
年
の
冬
に
村
垣
淡
路
守
が
北
海
道
内
の
見
回
り
に
出
発
を
し
ま
す
。
十
二

月
に
寿
都
に
着
き
、
そ
こ
で
正
月
を
迎
え
る
。
寿
都
は
佐
藤
家
の
請
負
漁
場
で
、

そ
こ
で
幕
府
の
役
人
と
し
て
い
た
の
が
長
谷
川
儀
三
郎
と
い
う
人
で
す
。
日
記

を
見
る
と
、
そ
こ
に
「
盛
ん
に
石
狩
か
ら
手
紙
が
来
る
」
、
「
石
狩
に
つ
い
て
長

谷
川
に
申
し
渡
す
」
と
い
う
こ
と
が
苦
か
れ
て
い
ま
す
。
伺
が
石
狩
の
問
題
な

の
か
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
寿
都
に
い
て
長
谷
川
健
三
郎
に
命
令
し
、

何
か
を
調
べ
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
正
月
が
す
ぎ

二
月
に
な
っ
て
、
村
垣
は
日
本
海
側
を
歩
い
て
石
狩
に
来
ま
す
。
御
奉
行
様
が

見
回
り
に
来
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
事
で
、
お
供
を
連
れ
て
一
週
間
く
ら
い

滞
在
し
、
そ
の
後
、
ず
!
と
北
海
道
を
見
て
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
、
奉
行
は
三
人
い
ま
し
た
。
そ
の
内
、一

人
は
蝦
夷
地
を
見
田
り
、

一
人
は
箱
館
に
い
て
全
体
を
し
き
り
、

一
人
は
江
戸
城
に
い
て
幕
閣
と
蝦
夷
地

の
問
題
を
打
合
せ
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を
三
人
が
一
年
交
代
で
繰
り
返
し
ま
す
。

で
、
そ
の
年
は
た
ま
た
ま
堀
奉
行
が
箱
館
に
い
て
竹
内
奉
行
が
江
戸
に
い
る
と

い
う
順
番
で
し
た
。
箱
館
の
堀
奉
行
か
ら
巡
回
し
て
い
る
村
垣
の
と
こ
ろ
に
手

紙
が
届
き
ま
す
。
安
政
四
年
の
六
月
の
こ
と
で
、
そ
こ
に
は
こ
う
い
う
こ
と
が

書
い
で
あ
っ
た
。

「
石
狩
は
大
不
出
来
だ
。
従
っ

て
改
革
が
必
要
で
あ
る
」
と
。
こ
こ
で
初
め
て

石
狩
改
革
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
す
。
石
狩
改
革
と
い
う
言
葉
は
幕
府
が
使

っ
た
も
の
で
、
後
に
私
達
が
作
っ
た
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幕
府
自
身
が
使

っ
た
言
葉
で
す
。
こ
の
よ
う
に
村
垣
の
日
記
の
中
に
で
て
く
る
経
過
を
み
る
と
、

安
政
三
年
の
末
に
石
狩
改
革
に
つ
い
て
準
備
が
始
ま
り
、
い
よ
い
よ
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ぞ
、
と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
が
同
四
年
の
春
か
ら
夏
に
か

け
て
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
際
に
改
革
が
断
行
さ
れ
た
の
は
、
安
政
五
年
の
四
月
十
三
日
で
す
。
で
す

か
ら
二
年
位
か
け
て
準
備
し
た
わ
け
で
す
。
村
垣
が
石
狩
を
見
て
帰
り
、
そ
の

後
、
す
ぐ
堀
奉
行
が
ま
た
石
狩
を
見
に
来
ま
す
。
そ
の
時
に
つ
い
て
き
た
の
が

松
浦
武
四
郎
、
玉
虫
左
太
夫
(
伊
達
藩
を
脱
藩
し
て
江
戸
の
昌
平
校
に
も
ぐ
り

込
み
、
堀
奉
行
に
頼
ん
で
北
海
道
に
来
た
)
、
島
義
男
(
後
の
開
拓
判
官
)
な
ど
、

血
の
気
の
多
い
人
達
で
す
。
石
狩
で
彼
ら
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
阿
部
屋
が
背

負
っ
た
石
狩
場
所
に
は
、
三
つ
の
問
題
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、

①
身
上
向
不
手
廻
、
②
場
所
位
話
方
不
行
届
、
③
ア
イ
ヌ
の
撫
育
を
や
っ

て
い

な
い
こ
と
。
そ
れ
ら
三
つ
の
問
題
点
を
、
彼
ら
に

一
ヶ
月
く
ら
の
う
ち
に
調
査

さ
せ
、
そ
の
証
拠
を
そ
ろ
え
て
石
狩
改
革
の
理
由
づ
け
に
し
た
の
で
す
。
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二
改
革
の
原
因

「
身
上
向
不
手
廻
」
と
い
う
こ
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
経
営
が
行
き
詰
ま
り
破



産
す
る
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
資
料
⑬
「
石
狩

御
場
所
勘
定
帳
」
の
安
政
四
年
の
決
界
報
告
書
を
見
る
と
、
私
の
計
算
で
は
、

こ
の

一
年
間
だ
け
で
三
四
六
六
同
位
も
う
か
っ
て
い
ま
す
。
改
革
の
あ
っ
た
同

五
年
は

一
二
八
一
両
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
六
年
は
九
四
八
両
の

黒
字
、
万
延
元
年
は
マ
イ
ナ
ス
六

O
O
問
、
文
久
元
年
の
赤
字
は
大
き
く
マ
イ

ナ
ス
二
八
七
一
両
、
そ
ん
な
ふ
う
に
計
算
を
し
て
い
く
と
、
改
革
以
前
に
阿
部

屋
の
経
営
が
行
き
詰
ま
る
よ
う
な
赤
字
を
出
し
て
い
る
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

嘉
永
五
年
の
利
義
が
少
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
そ
の
年
は
石
狩
の
阿
部
屋

の
建
物
が
家
事
で
焼
け
て
し
ま
い、

全
部
新
し
く
し
た
た
め
に
大
変
な
物
入
り

で
し
た
。
そ
れ
に
、
懸
か
っ
た
も
の
は
全
部
支
出
に
入
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
嘉

永
五
年
、
六
年
、
そ
れ
か
ら
安
政
に
入
っ
て
か
ら
も
阿
部
屋
は
、
そ
れ
な
り
の

収
入
を
上
げ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
幕
府
は
イ
ヤ
「
身
上
向
不
手

廻
」
だ
と
、
い
う
理
由
は
何
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
お
そ
ら
く
こ
れ
で
な
い
か

と
い
う
の
が
資
料
⑤
で
す
。

こ
れ
は
文
久
元
年
の
資
料
で
す
。
改
革
後
の
資
料
で
す
が
、
四
年
前
の
事
情

が
書
い
て
ま
す
。
こ
う
い
う
約
束
を
し
ま
し
た
と
い
う
証
文
で
す
が
、
作
成
し

た
の
は
能
登
屋
円
吉
と
い
う
阿
部
屋
の
使
用
人
で
す
。
使
用
人
と
い
っ
て
も
石

狩
場
所
の
支
配
人
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
人
で
す
。
す
な
わ
ち
石
狩
と
い
う
大
漁

場
の
現
地
の
事
業
本
部
長
み
た
い
な
人
で
、
け
し
て
支
店
長
と
い
う
よ
う
な
生

易
し
い
立
場
の
人
で
は
な
い
。
こ
の
人
が
主
人
に
対
し
て
、
「
家
族
が
い
て
生
活

が
成
り
立
た
な
い
の
で
貴
方
の
持
っ
て
い
る
漁
場
を
貸
し
て
欲
し
い
」
と
頼
み

ま
し
た
。
阿
部
屋
は
、
石
狩
で
は
ニ
シ
ン
が
捕
れ
な
い
の
で
、
春
先
だ
け
隣
の

厚
田
と
小
樽
に
石
狩
ア
イ
ヌ
を
連
れ
て
ニ
シ
ン
を
挫
り
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
オ
タ
ル
ナ
イ
と
厚
田
に
漁
場
を
借
り
て
い
ま
す
。
オ
タ
ル

ナ
イ
に
は
恵
比
寿
屋
と
い
う
場
所
請
負
人
が
い
ま
す
の
で
、
恵
比
寿
屋
か
ら

一

場
所
借
り
て
ア
イ
ヌ
を
使
い
ニ
シ
ン
を
獲
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
漁
場
を
自
分

に
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
と
改
革
の
前
年
の
四
年
に
主
人
に
頼
ん
だ
の
で
す
。

厚
田

も
小
樽
も
二
八
と
り
と
い
う
出
稼
人
が
入
っ
て
営
業
を
し
て
い
た
の
に
、

石
狩

だ
け
出
稼
人
を
入
れ
な
い
阿
部
屋
の
独
占
の
場
所
で
し
た
。
そ
れ
で
石
狩
の
責

任
者
だ
っ
た
円
吉
は
「
わ
た
し
も
独
立
を
し
た
い
」
と
い
う
意
志
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
こ
ん
な
こ
と
が
阿
部
屋
の
内
輪
で
お
こ
り
ま

す
。
松
前
に
い
る
阿
部
屋
の
社
長
村
山
伝
兵
衛
は
妹
の
息
子
、

い
わ
ゆ
る
社
長

の
甥
を
石
狩
に
派
遣
し
ま
す
。
阿
部
屋
の
功
労
者
で
あ
る
円
吉
に
任
し
て
あ
る

石
狩
に
、
現
地
責
任
者
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
て
も
身
内
が
派
遣
さ
れ
て
き
た

の
で
す
か
ら
、
円
吉
は
面
白
く
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
円
吉
は
、
鮭
か

ら
手
を
ひ
い
て
、
阿
部
屋
の
持
っ
て
い
る
小
樽
の
漁
場
を
も
ら
っ
て
独
立
し
た

い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
経
緯
が
あ
っ
て
村
山
家
で
は

円
吉
に
小
樽
の
ニ
シ
ン
漁
場
を
渡
す
事
に
し
ま
し
た
。
漁
場
を
経
営
す
る
に
は
、

網
も
舟
も
い
る
し
、
ゃ
ん
衆
を
百
人
も

一
五
O
人
も
雇
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
を
村
山
家
で
面
倒
を
み
て
円
吉
に
や
ら
せ
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
儲
か

ら
な
い
。
そ
こ
で
阿
部
屋
が
持
っ
て
い
る
建
物
と
か
道
具
を
譲

っ
て
ほ
し
い
、

と
円
吉
は
頼
み
に
行
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。
阿
部
屋
は
「
わ
か
っ
た
。
漁
場
も

全
部
や
る
。
そ
の
か
わ
り
今
後
い
っ
さ
い
阿
部
屋
に
注
文
っ
け
な
い
で
、
縁
を

切
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
時
の
証
文
な
の

で
す
。
円
吉
は
阿
部
屋
の
温
情
に
対
し
て
、
子
々
孫
々
迷
惑
を
か
け
な
い
と
い

う
約
東
を
し
、
一
札
差
し
上
げ
た
も
の
で
す
。
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石
狩
に
来
た
旅
行
者
の
苫
き
残
し
て
い
る
も
の
を
見
る
と
、
阿
部
屋
は
と
ん

で
も
な
い
ケ
チ
だ
と
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
が
悪
い
と
評
判
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
泊
ま
る
所
は
汚
い
、
飯
は
少
な
い
、
で
す
か
ら
場
所
の
世
話
が
よ
く
な
か

っ
た
と
い
う
の
は
本
当
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
ア
イ
ヌ
の
世
話
が
悪
か
っ
た
と

い
う
の
も
有
名
な
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
経
営
が
ゆ
る
く
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

石
狩
だ
け
で
な
く
、
ど
こ
の
請
負
場
所
も
そ
う

な
の
で
す
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
営
業
が
な
り
た
た
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
に
も
阿
部
屋
だ
け
が
飛
び
抜
け
て
悪
か
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
多
少
程
度
が
酷
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
阿
部
屋
は
惑
い
と
、
悪
い
請
負

人
の
代
表
の
よ
う
に
い
わ
れ
ま
す
が
、
道
内
の
請
負
人
は
み
ん
な
同
じ
で
す
。

と
に
か
く
こ
の
三
つ
の
こ
と
を
理
由
に
し
て
阿
部
屋
は
石
狩
の
請
負
人
を
辞
め

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
他
の
道
内
の
場
所
は
そ
の
ま
ま
続
け
ま
し
た
。

改
革
の
内
容

資
料
③
を
見
て
く
だ
さ
い
。
一
九
辿
の
昨
令
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

一
通
同
は

阿
部
屋
伝
次
郎
に
対
し
て
、

二
通
目
は
山
田
文
右
衛
門
に
対
し
て
、
三
通
目
は

恵
比
寿
屋
半
兵
衛
に
、

四
通
目
は
水
一戸
勝
右
衛
門
、
五
通
目
は
孫
兵
衛
と
吉
五

郎
の
二
人
に
あ
て
た
辞
令
で
す
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
⑥
の
資
料
と
な
り

ま
す
。
即
ち
、

一七
引
は
場
所
請
負
制
を
廃
止
し
て、

直
捌
き
(
じ
き
さ
ば
き
)

の
地
域
と
し
、
移
民
を
自
由
に
入
れ
る
新
し
い
開
拓
政
策
を
行
う
と
こ
ろ
に
す

る
と
い
う
わ
け
で
す
。
阿
部
屋
伝
次
郎
に
た
い
し
て
は
場
所
請
負
人
を
辞
め
さ

せ
、
出
稼
ぎ
を
・
申
し
つ
け
る
と
。
今
ま
で
の
前
負
人
を
辞
め
さ
せ
出
稼
ぎ
人
に

す
る
と
い
う
命
令
な
の
で
す
。
出
稼
人
に
す
る
が
、
今
ま
で
の
は
そ
の
ま
ま
剖

り
渡
す
、
と
言

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
こ
ん
な
こ
と
も
言

っ
て
い
ま
す
。
人
馬
継
立
を
し
な
さ
い
。
こ
れ

は
、
旅
行
者
や
住
民
の
便
宜
を
計
ら
え
と
言
う
事
。
詰
負
人
時
代
の
施
設
を
使

っ
て
世
話
を
し
ろ
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
村
役
人

・
町
役
人
の
権

限
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
の
石
狩
市
役
所
の
よ
う
な
形
で
、
住
民
の
自

治
機
能
の
よ
う
な
も
の
が
初
め
て
こ
の
時
に
で
き
る
わ
け
で
す
。
村
山
家
の
元

小
屋
を
そ
の
ま
ま
本
陣
と
呼
ん
で
市
役
所
に
あ
て
、
初
代
市
長
に
任
命
し
た
よ

う
な
も
の
で
す
が
、
正
式
な
町
役
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
直
場
所
と
村

や
村
並
み
と
の
違
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
勇
払
の
場
所
請
負
人
で
あ
り
な
が
ら
石
狩
で
鮭
を
捕
っ
て
い
た
山

山
文
右
衛
門
に
辞
令
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
人
は
阿
部
家
の
仕
事
の
半
分
は
や

っ
て
い
ま
し
た
。

石
狩
に
二
八
と
り
は
い
な
い
と
言
い
ま
し
た
が
、
厳
密
な
な

昧
で
は
違
い
ま
す
。
勇
払
の
請
負
人
が
伺
の
た
め
に
石
狩
で
営
業
し
て
い
た
か

と
言
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
に
は
寛
政
年
聞
か
ら
の
い
わ
く
因
縁
が
あ
り
ま
す
。

克
政
、
文
佑
の
頃
と
い
う
と
、
束
蝦
夷
地
の
漁
業
の
肢
術
は
四
蝦
夷
地
よ
り
進

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
石
狩
で
は
、
東
蝦
夷
地
の
妓
術
を
い
れ
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
沙
流
と
千
歳
の
ア
イ
ヌ
は
、
石
狩
川
流
域
の
ア
イ
ヌ
と
系
統

が
追
い
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
勢
力
聞
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
石
狩
川

の
支
流
に
は
、
石
狩
場
所
と
勇
払
場
所
の
両
方
に
ま
た
が
っ
て
流
れ
て
い
る
千

歳
川
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
西
蝦
夷
地
と
東
蝦
夷
地
と
分
け
て
も
鮭
は
関
係
な

く
上
が
っ
て
き
ま
す
。
島
松
を
境
に
す
る
と
い
っ
て
も
、

二
人
の
場
所
請
負
人

は
千
織
川
で
入
組
ん
で
し
ま
い
、

二
系
統
の
ア
イ
ヌ
の
漁
場
争
論
に
発
以
し
ま

し
た
。

こ
れ
が
も
と
で
山
田
文
右
衛
門
は
石
狩
に
入
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
石
狩
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の
鮭
は
石
狩
の
ア
イ
ヌ
だ
け
で
は
取
り
き
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
石
狩
で
文

化
・
文
政
年
間
に
天
然
痘
が
流
行
し
、
ア
イ
ヌ
人
口
が
大
減
少
し
ま
し
た
か
ら
、

他
の
所
の
ア
イ
ヌ
を
借
り
な
け
れ
ば
鮭
が
取
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
山
田
家

が
勇
払
や
沙
涜
の
ア
イ
ヌ
を
連
れ
て
秋
に
石
狩
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
に
阿
部
屋
が
小
樽
で
ニ
シ
ン
場
を
借
り
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
こ
に

も
山
田
家
は
入
り
込
み
ま
す
。
で
す
か
ら
二
月
末
か
三
月
に
山
田
家
に
つ
れ
ら

れ
て
、
東
蝦
夷
地
の
ア
イ
ヌ
が
石
狩
に
来
て
ニ
シ
ン
を
取
り
、
終
わ
っ
た
ら
鮭

を
取
り
、
そ
の
一
部
は
石
狩
で
越
年
ま
で
し
て
い
ま
す
。
寛
政
か
ら
の
幕
府
に

よ
る
蝦
夷
地
直
結
政
策
に
よ
り
、
東
西
ア
イ
ヌ
の
争
論
を
生
じ
、
石
狩
の
労
働

力
が
足
り
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
山
田
家
の
力
を
借
り
る
の
で
す
が
、

明
治

初
年
に
は
阿
部
屋
の
漁
場
は
全
部
山
田
家
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
実
態
を
そ
の
ま
ま
幕
府
は
認
め
、
そ
の
か
わ
り
山
田
家
に
は
生
活
用

品
の
小
売
店
を
数
軒
出
、
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
が
何
処
に
で
き
た
の
か
探
し
て
い
る

の
で
す
が
今
の
と
こ
ろ
分
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
茨
戸
か
、
今
の
テ
ル

メ
あ
た
り
の
よ
う
な
気
も
し
て
い
ま
す
。

次
は
、
石
狩
に
古
く
か
ら
出
入
り
を
し
て
い
た
恵
比
寿
屋
の
辞
令
で
す
。
そ

し
て
孫
兵
衛
と
吉
五
郎
の
二
人
も
ニ
シ
ン
場
の
絡
み
で
安
政
四
年
か
ら
鮭
を
獲

り
に
き
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
二
八
と
り
と
い
う
出
稼
ぎ
が
ま
っ
た
く
石
狩

に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

石
狩
改
革
に
よ
っ
て
、
北
海
道
と
ま
っ
た
く
関
係
が
な
か
っ
た
の
に
入
っ
て

き
た
の
が
四
人
目
の
勝
右
衛
門
で
す
。
勝
右
衛
門
に
割
り
当
て
た
漁
業
は
江
別

よ
り
上
流
の
石
狩
川
、
そ
こ
は
勝
手
次
第
に
開
発
し
て
漁
場
に
し
な
さ
い
と
い

う
も
の
で
し
た
。
阿
部
屋
は
石
狩
川
の
上
流
に
漁
場
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

コニ

ベ
ツ
か
ら
上
流
は
勝
右
衛
門
に
や
る
か
ら
と
、
も
う
一
つ
命
令
し
て
い
ま
す
。

石
狩
川
の
上
流
で
雨
竜
か
深
川
あ
た
り
か
ら
増
毛
に
ぬ
け
る
ノ
プ
シ
ャ
越
え
と

当
時
い
っ
た
道
路
は
、
山
が
ひ
ど
い
か
ら
留
萌
に
ぬ
け
る
新
し
い
道
路
を
つ
く

れ
と
い
う
の
で
す
。
石
狩
の
内
陸
部
と
日
本
海
側
を
結
ぶ
道
路
を
つ
く
り
、
そ

の
一
帯
を
経
営
さ
せ
る
と
い
う
大
変
な
権
利
で
し
た
。
今
で
い
え
ば
石
狩
支
庁
、

上
川
支
庁
、
空
知
支
庁
全
域
に
あ
た
り
ま
す
。
阿
部
屋
の
請
負
を
や
め
さ
せ
、

そ
の
代
わ
り
に
石
狩
奥
地
全
域
を
勝
右
衛
門
が
も
ら
っ
た
の
と
同
じ
で
す
。
さ

ら
に
特
権
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
四
月

l
三
日
か
ら
阿
部
屋
は
ア
イ
ヌ
を
自
由

に
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
阿
部
屋
が
使
っ
て
い
た
ア
イ
ヌ

一
五

O
人

を
勝
右
衛
門
が
自
由
に
使
う
権
利
で
す
。

く
わ
え
て
、
勝
右
衛
門
は
浜
名
主
と
い
う
地
位
に
つ
き
ま
す
。
阿
部
屋
は
本

陣
(
旧
元
小
屋
)
に
住
ん
で
初
代
市
長
の
よ
う
な
役
割
を
し
、

一
方
、
勝
右
衛

門
は
浜
名
主
に
な
り
ま
す
。
浜
名
主
と
い
う
の
は
住
民
の
漁
業
に
関
す
る

一
切

の
世
話
役
で
す
。
漁
場
の
割
り
当
て
も
、
取
っ
た
魚
の
出
荷
に
も
浜
名
主
は
口

を
出
し
ま
す
。
石
狩
は
鮭
で
も
っ
て
い
る
所
で
す
か
ら
、
日
常
生
活
の
殆
ど
の

場
面
で
浜
名
主
が
か
か
わ
り
ま
す
。
市
長
は
い
る
が
浜
名
主
に
も
と
う
さ
な
け

れ
ば
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
権
限
争
い
を
生
じ
、
二
人
の
市
長
が
い

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
住
民
は
困
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
幕
府
は
、
住
民
の
願

い
事
は
本
陣
と
浜
名
主
の
二
人
連
名
で
な
い
と
受
け
付
け
な
い
、
と
い
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
勝
右
衛
門
は
港
案
内
と
い
う
役
職
も
貰
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
ど
ん
ど
ん
石
狩
に
や
っ
て
来
る
人
達
の
世
話
役
で
問
屋
の
よ
う
な
仕
事
で

す
か
ら
、

鮭
の
流
通
の
世
話
も
し
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
で
六
つ
の

大
き
い
権
限
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。



勝
右
衛
門
が
何
故
、
石
狩
で
こ
れ
だ
け
の
権
力
を
に
わ
か
に
も
つ
よ
う
に
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
人
を
調
べ
に
水
戸
ま
で
行
っ
て
み
ま
し
た
が
何
も

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
勝
右
衛
門
は
箱
館
奉
行
所
に
行
く
と
き
は
水
戸
勝
右

衛
門
と
い
う
肩
書
き
を
つ
け
、
水
戸
藩
の
勘
定
方
で
物
申
す
と
き
は
大
津
浜
勝

右
衛
門
と
言
う
よ
う
に
微
妙
に
使
い
分
け
を
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
、
水
戸
領

民
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
大
津
浜
と
い
う
の
は
現
在
北
茨
城
市
で
す
。
水
戸

藩
で
は
一
番
北
の
福
島
県
境
で
、
非
常
に
風
光
明
婦
な
観
光
に
い
い
と
こ
ろ
で

す
。
市
役
所
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
子
孫
が
い
な
い
か
調
べ
ま
し
た

が
、
い
く
ら
歩
き
回
っ
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
彼
は
石
狩
で
人
別
帳
(
今
の
戸

籍
)
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
浄
土
宗
と
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
大
津

浜
の
浄
土
宗
の
お
寺
に
行
っ
て
人
別
帳
を
探
せ
ば
す
ぐ
分
か
る
と
思
い
出
か
け

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
不
勉
強
で
笑
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
水
戸
藩
で
は
神
社

を
建
て
て
仏
教
を
排
斥
す
る
改
革
を
や
り
ま
し
た
か
ら
、
お
寺
は
つ
ぶ
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
寺
院
の
事
は
、
よ
く
調
べ
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
大
津
浜
に
浄
土
宗
の
お
寺
は
な
い
と
い
う
の
で
す
。
で
す
か

ら
勝
右
衛
門
の
肩
書
は
あ
て
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
人
が

水
戸
藩
の
勘
定
所
に
行
っ
て
、
藩
の
経
済
力
を
つ
け
る
に
は
、
蝦
夷
地
の
ニ
シ

ン
粕
を
持
っ
て
き
て
米
の
生
産
を
上
げ
る
事
だ
、
そ
の
ニ
シ
ン
粕
を
水
戸
に
持

っ
て
く
る
か
ら
私
を
蝦
夷
地
の
場
所
請
負
人
に
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
藩
の
役

人
に
頼
ん
だ
の
で
す
。
そ
こ
で
役
人
は
江
戸
の
屋
敷
ま
で
彼
を
連
れ
て
行
き
、

幕
府
の
役
人
に
頼
ん
だ
の
で
す
。
そ
こ
で
役
人
は
江
戸
の
屋
敷
ま
で
彼
を
連
れ

て
行
き
、
幕
府
の
役
人
に
も
引
き
合
わ
せ
、
幕
府
は
松
前
藩
に
紹
介
し
ま
す
。

い
く
ら
蝦
夷
地
で
も
訳
の
わ
か
ら
な
い
人
を
、
場
所
請
負
人
に
す
る
わ
け
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
勝
右
衛
門
は
水
戸
藩
の
名
を
使
っ
て
裏
、
ウ
ラ
、
ウ
ラ
と

手
を
回
し
ま
す
。
そ
し
て
、
手
に
入
れ
た
の
が
石
狩
の
権
限
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

石
狩
改
革
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
開
発
方
御
用
取
扱
と
い
う
も
の
を
任

命
し
ま
す
。
幕
府
は
石
狩
で
生
産
を
し
た
物
を
自
力
で
売
る
事
は
出
来
ま
せ
ん

か
ら
、
商
人
に
頼
ん
で
売
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
特
別
な

仕
事
を
さ
せ
る
た
め
に
開
発
方
御
用
取
扱
を
任
命
し
ま
し
た
。
新
潟
に
水
原
村

(
す
い
ば
ら
)
と
い
う
幕
府
の
天
領
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
米
を
、
箱
館
に
い

る
役
人
た
ち
の
主
活
の
た
め
に
運
ぶ
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
運
ん
だ
一
人

が
水
原
村
の
喜
三
郎
で
す
。
箱
館
に
米
を
運
ん
で
き
た
つ
い
で
に
役
人
に
取
り

い
っ
て
「
北
海
道
の
産
物
を
本
州
に
持
っ

て
行
っ
て
売
っ

て
あ
げ
よ
う
」
と
も

ち
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
役
人
は
、
こ
の
話
に
の
っ
て
し
ま
い
空
船
で
戻
す
よ

り
は
い
い
だ
ろ
う
と
、
蝦
夷
地
の
産
物
を
江
戸
に
運
ぶ
よ
う
契
約
を
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
売
っ
た
金
は
幕
府
に
納
め
な
さ
い
」
と
言

っ
た
の
に
、
喜
三
郎
は

途
中
各
地
の
港
で
、
持
っ
て
き
た
北
海
道
の
産
物
を
売
っ

て
し
ま
い
、
そ
の
お

金
は
幕
府
に
納
め
て
い
な
い
。
そ
こ
で
次
の
年
、
箱
館
へ
物
資
を
持
っ
て
い
く

の
で

「
そ
れ
で
相
殺
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
そ
ん
な
事
を
繰
り
返
し
ま
す
。

肩
書

き
は
幕
府
か
ら
開
発
方
御
用
取
扱
と
い
う
の
を
も
ら
い
、
船
に
日
の
丸
を
立
て

て
走
り
回
る
。
そ
う
い
う
質
の
悪
い
者
な
の
で
幕
府
は
喜
三
郎
に
、
そ
の
仕
事

を
や
ら
せ
る
代
わ
り
に
畑
を
作
る
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。
北
海
道
は
魚
だ
け
で

は
い
け
な
い
、
農
民
を
移
し
て
農
業
を
発
達
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
商
売
を
や
ら
せ
る
代
わ
り
に
条
件
を
付
け
た
の
で
す
。
喜
三
郎
と
い

う
名
前
は
石
狩
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
金
四
郎
と
い
う
名
前
が
見
ら
れ
ま
す
。

行
く
所
々
で
名
前
を
変
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
石
狩
で
は
畑
を
少
し
開
き
、
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漁
場
も
一
カ
統
も
ら
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
失
敗
し
ま
し
た
。

資
料
⑦
に
あ
る
よ
う
に
安
政
五
年
か
ら
文
久
元
年
ま
で
の
聞
に
、
こ
ん
な
沢

山
の
職
種
の
人
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
何
倍
も
の
人
が
入
っ
て
来

た
と
思
い
ま
す
。
資
料
か
ら
拾
っ
て
あ
げ
る
と
こ
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
石
狩
改
革
に
よ
っ
て
急
に
有
狩
の
町
が
出
来
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

改
革
の
め
ざ
し
た
も
の

石
狩
改
革
の
長
大
の
眼
目
は
漁
業
収
益
を
幕
府
が
獲
得
す
る
こ
と
で
し
た
。

資
料
⑨
の
一
覧
表
は
、
改
革
す
る
以
前
の
石
狩
の
漁
場
の
表
で
す
。
先
に
言
い

ま
し
た
よ
う
に
請
負
人
が
阿
部
屋
の
許
可
を
う
け
て
勇
払
か
ら
山
田
家
が
出
稼

ぎ
に
来
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

「
自
分
隊
ぎ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
ア
イ
ヌ
が
自

営
す
る
漁
場
が
あ
り
、
一
一
.
種
類
の
漁
場
が
あ
り
ま
し
た。

綱
数
は
阿
部
家
二
十

一
カ
統
、
山
田
家
三
十
六
カ
統
、
ア
イ
ヌ
は
四
十
九
カ
統
で
す
。
し
か
し
、
同

じ
一
カ
統
と
い
っ
て
も
和
人
の
糸
網
と
ア
イ
ヌ
の
シ
ナ
網
で
は
収
品
が
全
然
違

い
ま
す
。
統
数
だ
け
で
比
較
す
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
し
、
ア
イ
ヌ
は
自
分
で

売
買
、
運
搬
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
結
局
は
阿
部
屋
に
渡
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
四

こ
う
い
う
状
態
が
改
革
に
よ
っ
て
、
ど
う
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
資
料

⑩
の
表
に
よ
る
と
、
改
帯
し
た
安
政
五
年
は
前
述
の
人
達
が
権
利
を
得
ま
す
。

阿
部
家
に
つ
い
て
は
、
請
負
人
を
辞
め
さ
せ
ら
れ
た
が
、
前
に
や
っ
て
い
た
漁

場
は
そ
の
ま
ま
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

漁
場
は
そ
の
ま
ま
貸
し
与
え
ら
れ
、

一
般
の
出
稼
人
と
な
り
ま
し
た
。
山
田
家

が
や
っ
て
い
た
漁
場
は
、
そ
の
ま
ま
山
田
に
貸
し
与
え
ま
す
。
そ
し
て
同
年
か

ら
新
規
の
人
達
が
石
狩
に
入
っ
て
来
ま
す
。
先
に
言
い
ま
し
た
勝
右
衛
門
を
始

め
、
い
わ
ゆ
る
「
網
持
ち
」
と
い
う
人
達
が
ド

l
ン
と
来
ま
す
。
そ
の
た
め
翌

六
年
に
は
石
狩
の
漁
場
は
開
け
き
っ
て
し
ま
い
、
い
く
ら
希
望
を
し
て
も
新
し

い
漁
場
を
見
つ
け
る
余
地
が
な
い
ほ
ど
出
稼
人
が
入
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
人
達

が
独
立
を
し
た
漁
業
経
営
者
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
十
伺
年
か
後
の
明
治
三
年
の
様
子
が
資
料
⑪
で
、
阿
部
家
が
消
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
箱
館
戦
争
の
と
き
院
本
軍
に
石
狩
場
所
を
保
証
し
て
買
お

う
と
阿
部
屋
は
援
本
軍
に
献
金
し
た
た
め
、
新
政
府
が
怒
っ
て
阿
部
屋
の
権
利

を
全
部
と
り
あ
げ
た
の
で
す
。
明
治
二
年
迄
は
や
っ
て
い
ま
し
た
が
三
年
に
は

無
く
な
り
ま
し
た
。
再
び
村
山
家
が
鮭
漁
に
参
入
す
る
の
は
、
新
漁
業
制
度
が

で
き
て
か
ら
で
す
。

資
料
⑫
、
⑬
、
⑭
は
、
改
革
を
や
っ
た
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
漁
業
経
首
が

変
わ
っ
た
か
、
を
示
し
て
い
ま
す
。
石
狩
改
革
で
直
捌
制
を
と
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
年
間
で
二
五

O
O
両
が
儲
か
る
と
い
う
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。
幕

府
は
、
そ
の
お
金
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
と
い
う
の
が
資
料
⑪
で
す
。

二
五

0
0
両
と
い
う
の
が

一
年
間
で
儲
か
る
目
当
て
で
す
。
改
革
を
し
た
安
政
五
年

に
、
樺
太
ク
シ
ュ
ン
ナ
イ
の
農
業
・
漁
業
を
含
め
た
経
営
を
す
る
た
め
に
、
守
一

五
O
O
両
の
う
ち
二
二
五

一
両
を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
文
久
二
、
三
年
ま
で
、

ず
!
と
石
狩
の
鮭
で
も
う
け
た
金
は
ほ
と
ん
ど
倖
太
開
発
に
つ
ぎ
込
ん
だ
と
言

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
逆
か
ら
言
え
ば
、
何
の
た
め
に
阿
部
屋
を
辞
め
さ
せ
、

石
狩
改
革
を
や
っ
て
収
益
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、

全

て
樺
太
経
営
の
た
め
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
こ
の
時
、
陣
太
に

行
っ
た
人
達
の
肩
書
は
、
石
狩
出
稼
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
幕
府
の
書
類
を
見
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る
と
、
陣
太
に
い
る
和
人
に
や
た
ら
と
石
狩
山
隊
人
の
屑
苫
が
付
い
て
い
ま
す
。

石
狩
か
ら
行
っ
た
人
で
な
く
、
本
州
か
ら
真
っ
す
ぐ
行
っ
て
も
、
そ
の
経
貨
が

石
狩
か
ら
で
て
い
る
の
で
石
狩
出
稼
人
と
な
る
の
で
す
。
結
果
的
に
は
樺
太
を

ロ
シ
ア
か
ら
守
る
た
め
で
す
。
嘉
永
六
年、

七
年
と
ロ
シ
ア
か
ら
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
が
来
て
日
話
相
親
条
約
を
結
び
、
ど
ち
ら
の
国
の
領
土
と
も
決
め
な
か

っ
た

が
、
後
に
は
雑
居
地
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
日
本
人
を
樺
太
に
送

り
込
ん
で
既
成
事
実
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
ロ
シ
ア
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

日
本
人
を
入
れ
て
漁
業
・民
業
を
開
発
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
た
か
っ
た
。

そ
れ
に
当
て
る
金
は
幕
府
に
無
か
っ
た
の
で
、
石
狩
の
鮭
の
あ
が
り
を
そ
の
資

金
に
し
た
わ
け
で
す
。
石
狩
改
革
を
や
り
、
サ
ハ
リ
ン
ま
で
を
確
保
し
た
か
っ

た
の
で
す
。

石
狩
改
革
を
、
ど
の
よ
う
に
一
許
制
し
た
ら
い
い
か
、
色
々
評
価
の
し
か
た
が

あ
り
ま
す
。
や
ろ
う
と
し
た
こ
と
は
非
常
に
近
代
的
で
そ
れ
は
、
明
治
以
降
に

通
じ
る
事
で
す
。
明
治
新
政
府
が
や
っ
た
こ
と
を
、
さ
き
が
け
て
し
て
た
と
い

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
目
的
そ
の
も
の
は
、
い
き
ず
ま
っ
た
拡
府
を
守
ろ

う
と
し
て
新
し
い
方
法
を
と
り
い
れ
た
の
で
す
か
ら
、
幕
府
の
財
政
再
建
、
封

建
体
制
の
維
持
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
な
昧
で
、
幕
末
の

問
題
の
中
で
石
狩
改
革
を
見
直
し
て
い
く
必
-
些
が
あ
り
ま
す
。
結
果
的
に
は
十

年
た
た
な
い
内
に
幕
府
は
崩
出
世
す
る
の
で
す
。

石
狩
改
革
は
文
久
二
年
に
凶
内
の
厳
し
い
政
治
的
、
経
済
的
状
況
に
は
回
し

頓
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
従
っ
て
文
久
三
年
か
ら
明
治
元
年
ま
で
を
、
広
い
意

味
で
石
狩
の
転
換
則
と
し
て
と
ら
え
内
す
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
幕

府
山
明
山
段
、
新
政
府
誕
生
と
つ
づ
く
時
間
は
、

一七
狩
で
も
当
然
大
混
乱
が
お
こ
り

ま
す
。
そ
れ
に
乗
じ
、
ま
た
、

い
ろ
ん
な
人
間
が
入
っ
て
き
ま
す
。
長
州
は
、

で
す
か
ら
文
久
二
年
以
降
、
明
治
元
年
、

二
年
に

い
た
る
石
狩
を
き
ち
ん
と
と
ら
え
る
仕
事
が
今
、
重
要
な
の
で
す
。
こ
れ
を
や

り
お
え
る
と
、
石
狩
に
繋
が
る
と
思
う
の
で
す
。
私
は
ま
だ
、
そ
れ
に
手
を
付

け
ず
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
足
非
そ
の
辺
は
地
元
行
狩
の
人
が
研
究
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
の
最
も
た
る
も
の
で
す
。

※ 

「
五
十
嵐
勝
右
衛
門
文
書
」

こ
の
五
十
嵐
勝
有
術
門
の
名
前
を
つ
け
た
文
占
は
、
私
ど
も
の
ほ
う
で
買

い
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
い
わ
く
因
縁
が
あ
り
ま
し
て
、
石
狩
の
方
も
い

き
さ
つ
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
そ
の
当
時
か
ら
「
ほ

し
い
、
ほ
し
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高
く
て
手
が
で
な
か
っ
た
の
が

「
手
放
す
」
と
い
う
話
に
な
っ
た
と
き
、
泣
き
の
涙
で
札
幌
市
に
泣
き
つ
い

て
貨
い
取
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
で
石
狩
改
革
の
中
身
の
実
態
が

非
常
に
良
く
分
か
り
、
十
年、

十
五
年
か
か
っ
た
石
狩
改
市
の
総
体
が
う
き

ぼ
り
さ
れ
ま
し
た
。
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(
木
枯
は
平
成
十
年
三
日
卜
九
日
お
こ
な
わ
れ
た
話
予
彦
会
員
の
拙
演
の

テ
l
プ
を
も
と
に
高
瀬
た
み
が
文
字
化
し
た
も
の
で
、
後
日
さ
ら
に
ご
本
人

に
よ
っ
て

一
部
文
立
が
汗
き
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
)
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③ 

由
渡
案

を
請
へ
し

松
前
河
原
町

阿
部
屋
伝
次
郎

其
忘
義
是
迫
石
狩
場
所
請
負
巾
付
置
候
処
此
度
改
革
ニ
付
請
負
差

免
し
同
所
出
稼
中
付
候
漁
場
之
義
ハ
四
手
浜
中
会
所
最
寄
弁
小
休

所
前
浜
大
川
筋
ヱ
ベ
ツ
フ
ト
手
前
二

而
割
渡
ス

但
し
人
見
継
立
差
配
方
ハ
是
治
之
通
相
心
得
土
人
雇
方
其
外
と

も
部
間

場
所
詰
差
図
を
受
へ
し

水
戸
勝
右
衛
門

其
方
義
石
狩
川

ヱ
へ
ツ
フ
ト
よ
り
上
川
筋
場
所
見
立
漁
業
出
稼
申

付
候
間
漁
番
家
元
小
家
等
取
建
追
而
ハ
ル
、
モ
ツ

へ
越
新
道
切
開

方
目
論
見
申
立
候
様
致

へ
し

但
し
人
馬
継
立
差
配
方
井
土
人
雇
力
其
外
共
部
而
場
所
詰
差
図

を
詰
へ

し

松
前
唐
津
内
町

山
田
文
右
衛
門

此
度
石
狩
場
所
改
革
ニ
付
伝
二
郎
義
請
負
差
免
し
同
所
出
稼
申
し

付
候
問
其
旨
存
へ
し
尤
其
方
出
稼
之
儀
者
是
迫
之
通
相
心
得
サ
ヅ

ホ
ロ
辺
江
見
世
相
関
在
住
之
向
日
用
諸
品
仕
込
置
無
差
支
様
相
当

之
値
段
を
以
売
上
致
へ
し

但
し
人
馬
継
立
差
配
方
弁
土
人
雇
方
其
外
共
都
而
場
所
詰
差
図

を
受
へ

し

松
前
荒
谷
村

同

吉

岡

村

此
度
石
狩
場
所
改
革
ニ
付
伝
二
郎
義
ハ
請
負
差
免
し
同
所
出
稼
申

付
候
間
其
旨
存
へ
し
尤
其
方
共
稼
方
之
儀
者
是
迫
之
辿
心
得

へ
し

孫

丘

自I~ 衛

士
口

五
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松
前
大
松
前
町

恵
比
寿
屋
半
兵
衛

其
方
義
セ
ニ
ハ

コ
よ
り
ト
ヨ
ヒ
ラ
江
之
山
道
昼
所
手
前
江
小
所
取

建
井
サ
ン
タ
ラ
へ
ツ
辺
江
見
世
間
開
在
住
之
向
日
用
諸
品
仕
込
罷

無
差
支
様
売
上
致
へ

し

但
し
人
馬
継
立
差
配
方
弁
土
人
麗
方
其
外
共

都
而
場
所
詰
差
図
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⑥ 
イシカ リ改革の発令

被命名ー 内 州手』当F i王 歴

阿宮古屋伝次郎
i背負表免‘出稼申fサ(漁場訓j度}

イシカリ場所1高負K
人馬継立差配はこれまで巡り

山信はこれまで-通り イシカリ場所出綜{浜‘JIII
山田文右衛門

兄世(1苫)開設(サツホロ辺)
ユウフツ、サル、アッケシ
場pn-I商i¥人

恵比寿星学兵衛
小休所取建 オタルナイ、フルビラ{也

見i!t(l苫)聞役(サンタラベツ辺) t長所1背負人

勝右衛 門 漁業出銭申付(場所見立、i魚番家取建) I 新緑参入

新道切開目論見 (.1レ、モッベ怒)

孫 兵 j~j 稼方はこれまでijjjり イシカリ場所出篠(浜)

でEtコ 五 e~ 稼方はこれまで通り lM五二郎の名代

イシカリ場所出採(浜)

r村山家資料J (新札帆布史寄~6巻49、 50Xt)による。いずれも安政5年 4月13日付

⑦ 
イシカリ来住者の 寮謹 ('{<政 :if)'":-宜久え午}

;0; 
1・ l足 司1 1; 陥 哩 1

-，・ t町内 'j Jiltir1 UJJ) '/i ti (13拍車じ (13日枠内~ (13日何時間(135) .f.: 'N (UO) " J. ~"I:i川を附し 1
¥'l 7; (1‘1) XJ;郎 (1$5.1~，6. 目~.1<'川 主~l' i冒in(1 5~1.15". 1(.川 t::kt.r. (1m た町であ与う.

111:τ郎(l:iCi) 士 t~ (1!)7.15R.l('3，190l 曹三郎 (161) fl ~ (16，' 量百【'66) [OqれlIlAでゐるζ と如何l
氏.llli(11川 じTLtr.(l(i7) r: '~i (I(~. 1l¥!H 宇品開 (110) Ci;1;剛r，(m) J¥ I~ (11') らかむ j訓告. T~附しかね
II 古(1同} 伺五郎(1制1 ~: 1i (1制 216) 古k郎(l8~.191) ili li衛門(90) ~J品 !HJX.人とした.

久ずI園『門 ('~31 源五郎(l9叫 Il民ni(量i!.it)(19.' '"}o.t.r. (19日 係三節目帥】

官三郎 (m) fl .ol (2'11 削除 (214) 松山附r~ <%1(;) Jj-兵制作11.11削 松広 (2111

H三郎 (2 '~' 古麗 (2'91 iII. lir.1 (2241 量五町"(22" 増蔵 (229) f(， 品川 113')
官 A 日36) I~岨 nt首、n(2，91 盲目印刷} t・6人}

'" r.:1 I句 1'1 ，'; (量治""(60.1181 品 li.1~"， (草本"1刷 !Z10) lt兵首， (2肘} 131;) 

I~n. 木崎市 主 1下{伺.11刷 ~t;ni門(1831 斬.ol(I~3.2師} 太民間iO9SI i¥tofti門 t且'1¥:拘11回.111.1帽}

~ 1; (2似i) i高=郎 1I同} 下民間i(Z(l(，1 眠草 (2061 ;n五郎 (206) (101;) 

円哩.1[1('， L 五五l(1日} (11;) 

ヲどん， f，J 純血 t皿司:It)(60.IlM 本 I可(1(4') 12T.) 
u "麗 ( l3S1 Z il (1何 } 批 li.t.(o・ (1141 高松 IZZ71 (，抗}

U 噛 う京 'I~; (・a小間内)(l50l III n‘ 11:;2】 符 じ{叩JI 民，~郎 t量小間拘)( ' 6叫 ~;klf，lli由11厚世位す れ巴}

円相.1;:拘 flf')j郎 (2m 五郎民ni12211 II'~ L'"たらしい (1 t，1 
眼 IIll¥ni mJI (，1.) 

It 且拘 ホ次郎(l3~) 1，1.) 

世 ~I '1'， 1; (60，1'81 世間 W，" '1' liI: (22，1 13 T.) 
蝿 岬 't.帯 (2101 (， r，) 
fl n I "Är~， (Z1G) (， t.1 
在 TT ~ .. (2'61 (l T.) 
'1: 工 Ii; '" (2m うt 七 12fll) !~;"r.~ (2ft21 (J T.) 
l 111¥ ~t 日 八時間iOSO} 九rl>(i冒ir，OS1) 久:;:，.1112ft)I () t) 

It ・師 (1 n (193) (， t，) 

m ;:: I 1': WI (19'.111) (， tl 

~ 1M 哩 都吹m印刷 (1 t) 

L主一 悦 前古 t瞳措置)(回 11M 竹 ，~ (1聞} 量 宵 IZO') 宮古fJ ft~か () r.l 

五十嵐勝t;開in~曹町『石狩御川rrlJ(I1ilLlJl市立:百16巷iW4Xlによった.袋小町(r!:)はそ町nr!:.PPllIfIlに欠本があ
るた的 ，f.ffゃl駐車f，IHっとl'か今たはずである.i且A;.A量~II佐官及び仕事的不分'91>:..r;f1t，に~めなか勺た.
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j;.(，.')() 

15.白渇

14.出。

③ ⑨ 
イシカリ場所の位治唱と ~I納tt

. 、-ご ・ 附~f.I! 山010::I TイZ tt 
"" 

~ 
浜(11111両3 大則(，4阜のL~.1'"で川にòE lIII
民tン&マプ} 1 大綱.血rよ往3制

ホユリのをイ 2 3 日下Jê'I"~国い:れ院医lU

ワヲカヲイ '・ 10 13 

ヲ 1. 9 9 
ヤウシ，、 6 6 

テイ f. 
モシンレ ヲ

ンピシピウン I 6 6 

I.tトウ今・ウシ 2 3 

下トゥヤウシ 11 1I 

才タヒ '1 4 4 

ハナンクル 2 

サツホロヲト 2 2 

ヒ 、エ 2 山ヒ H 由、品目側 |
ポン ヒト エ e・1

トエピリ 2 

タンヰヤウシ 2 111ヲイシ命・1晶邑a".:r.6i::興 | 

ポント?守， ~ l 2 

トママタイ 2 

7.f:.-/J・Ii両民 l 3 

ヲイシnリ下島! 2 3 

'Hシ11'1上向 2 

オ.・IfI-tイ 2 

21 15 

~I 飼It 仙人闘 36 49 85 
ゥH'、シ1'7

守γポロ

ウライ It 2 。 。 2 

イシカリ 径の年平均増益高
年によ 'Jwu).ua;r，が宮hる町で.者世3勾:fc Lとに前年骨を

事'ーとした r杭昧尚昆干段アラ噌，(石狩'Mf.ÎR人村山富!W町
内)'i車皇干~方f士朱冒上， (師札悦司i¥C車 6を3110 f~によ勺fニ.

⑮ イシカリ 改 革後の綱持出稼人(安政5・6!1'-)

園主 ~ J. 住居 イ:，.../JI'におけゐIt幅引崎 | E 

同担喧~ 11 
棋や臼1町1.ホリfI-tイ.今タワシン?ハ円のナす。ンl1 | 
イ.-tシンレ7. トウヤ

思 タ/0.ヒ t.%.. t.%.ピーJ
司‘ シ.ツイシ"IJ.I~ 

眠中(A町). .1・ " 1:モ~ .ワ ，I)~ ィ

上ト今ヤウシ. ハナンタ/0..ヒトエ

|‘!日中u

ツイシ。 '1 他

地ι(，，; 柄小(UID.'・ナンタル 主α‘年かん(:q:冬嗣}

五三 郎 E 前 7リホロ 踊'1'(1島町1."ナンタル 宮山.>r.・から

111右酷r、 ;f;段 換や05町1. tウベツヲ I.tエピリ -I%ItAI柑'..E且!iUI I 
，ン~ャゥシ.他

悼 捻 晶 E 前 棋やmm.ウマナイ 協やを宮IH年道上

電 芭 五 島 E高d' "'7ンベツ 宮ItG平副E上

E主字 民 ~; E 前 肯'J>す4 シピシピ今シ.ハナンタル 代人f久五J;f..ll'.I:'.J.!!兵衛}

~I n右既門 E 前 マタンベツ 菅1.1:6'"古五J~;&..t向

t 嗣 L~I ~つぐ

:全民 冊 .H.(Hン ょ，ウャウシ

陪 久 省 上町田 ゼニ"ヨ サ.，ポロヲト

八右Jrif、 守':t.'f.ロヲト町内シノロ

七 兵衛 ‘E 
~シヨロ 下へサレト守均ー トエピ '1‘官山.'1'. 間t.，人いるか?

隊出回返よ町民'1・t引e勺〈

三S岨1lk‘eaIn ， 
ア サリ 下Lへケレト，11
ヒヲシツ11 ーへTレトッ1) 官政 SIf.町んか?

与でご 筒 商館 エピ" ウツナイ

ニ国 事 ~ 11 ヒトエ..，シンレフーハナンクル 安直 5'干の・ら'
官官 :1;叫 官ns'1".から'

空伝芭 7 サリ トユピリ 古n5Jm 右酎r;wl
司よf I '1' I~ i?すf 有，..ナ4 ヒトエ 苦IHIf.硲右桁門号1'1

~ i{ ‘Etlt. 7シコ『ツ

2五睦 トヴヤウシ

躍有1 帥 4ヲナイ マi<-均・I

古tr.!宅街 足 量 ヒト :s..

{注l旬里.住居u判明した骨伺;'le.人 Lたが厳密な bのではない. (大崎屋}平治的

喝告. イワナイに:t1':ι隠して H~.そ向先制によ勺て :t ? ，.ナqでニ ン ン 陪

Zをし.き勺にイシカリに Lgll品を求めて来たと!~)，と勺てほしい.

析札幌市史ilG 号所収の r村山首Z資1わ'五十嵐肪右ili門文害Es によ~ (下r正.
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⑪ 
明治3年続符出篠人

網 主 イシカリに』よける品館~I~ It位 (1; 0: 
山 111京 m中1:'0.ホリカモイ.ワ，;)オ 1.'1' 合{巴〈平時よryIUltl 

モシンレ711主ilと入全}、上トウヤウシ、

ハナンタル.ヒトヱ{常太郎と入金1.ポ

ンヒトエ.タンネヤウ.... トママタイ.

lyイ汁 )'f向 ソイ汁)C')of.ンへケ
レ.ツ イシカ リ前il;.ツインカリ上1:司 ? 20統的f員か

m ik MI i匹中 (~l ? 1"<か
佐・広自問n ・1・ t シ ンレフ t山岡と;.~).ウ γナイ ， <，えか

量民自i1tラカャワシ ， 11完か
t・日開lマ7ンベツ下向、 トエピリ 4 卯兵情rとbゐq
干匝中古司1門 下毛シン Lフ 2 申市とL;'ry
周 官下トウヤウν下 2 
金兵問t 上トウヤウシ 2 合

三大 C~ 下ヘケレトシカ.上ザツホロ 2 会

慣山富嵐 ヒトエ z 改告所.m華人
'f{. 太郎 ポンヒトエ.ヒトエ(山肌と入金} 2 
村右肩1門 マクンベツ 1 合

宰 古上-<:シンレフ 1 
万 六ウッナイ下 1 
自子. で; 下ハナンクル iU次と もあ0
III 歳 下ハナン7ル

石 五 tZ 下ハナンクル
g 古オタヒリ

八右冒;門 サ~;t.c~ l 会

平 高 ヒトエ下

11 兵調1 トウへツヲ ト 荘兵尚ともあ')
作次郎 タンヰ4・ウシ 以上網主22人

T イヌ トタヒタ.ヤウシハ.シピシピウシ.下

トウヤウシ下.オ タヒ '1.サ 'Yポロヲト 17 
役 所前:11' ifi:中{西).テイネ ハ予トウライ 4 

fl- It 

'山田1:右祖ir1lill!，を bとに'石Ra:n;.s再，で.正し

た.網成政町告!tf;'hhないが.虫判的草まと Lた.

⑬ 

⑫ 
安政6年 uの漁lUi'!~;;;

を々とど i生Ii ;v; 役高

iI. (il() Ilt (%) 量{来)Ilt (%) 

同~ ffi 9.819 36.9 2.351 25.7 

山田家 5.G∞ 21.1 1.533 16.8 

勝右 衛門 I.HO 4.3 286 3.1 

五三郎 869 3.3 2Z5 2.5 

援兵衛 824 3.1 18‘ 2.0 

!f'.兵問i 671 2.5 201 2.2 

三太郎 !jGO 2.1 112 1.2 

三国呂l 510 1.9 127 1.4 

その他 3.214 12.3 789 8.7 

{小 針} 23.270 87.5 5.811 63.6 

アイ Z 3.324 12.5 (3.324) (36.4) 

合 It' 
26.595 100 9.135 100 

(8.865石} (3.045石}

品限入荷物高 17.459京141t(5.820右}

イシカリ役所有I物広 9.135Jln6尽 (3.045石)

京以下は切りすてた何で.合Jtl:t一致しない.

村山;;;資斜r石符秩味1l~~1畠i鉢歩択共調子4日， 1こ よる

問RH\!のイシカリ織披経営(~~克In と 訓j'})

Fぽ--七 轟'" 5 ~: 

両 % 

It 込品 It 3.910 51.7 
]i 

連t主.育相t専 1.羽。 15.1 

IIA a:: t平~~ 9&7 12.7 

耳目 そ向抽 1.3.0 17.5 

s、
11 1.6lA l∞ 

(;羽生附)
めたIt

(9.165) 

40(11 南 11; It U69 29.0 

院J.I. II It 5，5C6 鎚.6

1~ 入 企 208 1.' 
人

，島、 It &.523 lω 

量引世 1. 関5

宮山 4 年 '!i Ik ~ ~ 官 It‘1(. 百 世元年 主久元可 揖

両 % 両 ~i・， 丙 ~，・， 両 ~， 両 ~・， 

5.219 62.6 ‘.ns 67.7 2.m 41.1 '.出国 59.' 6.104 73.& 

I.m 16.0 15 0.3 15 0.3 15 0.2 15 0.2 

制S 10.0 1.075 15.4 1.715 31.' l.~tI 20.0 1.231 14.9 7イ，.何人tL

!I1>1 11.4 I i 1.15S 16.‘ 1，156 21.2 I.SCl 20.' 935 11.3 
ン

5.m l∞ カ T.!l.19 l∞ 5..61 l∞ 7 .~170 1ω 5，2.15 100 (̂) 

(10.12(，) c( I (5.3M) (&.5571 (9.011.) (9.942) 
.y. 

I.slI 15.2 

5.784 73.5 

1，301 11.0 

11.鰯 H瑚

l.4“ 

1.J17 23.1 1.931 30.1 1.7ω 25.' 1 ， 97~ 36.5 U.干Il.IlIh 

2.921 51.2 3，ωa 15.2 3.7ω 53.9 2.623 .8.' 

1.1&7 15.7 I.m 21.7 I，HO 初.7 m 15.1 

5.7ω 1ω 6.m 100 6，970 l∞ 5.m l∞ (8) 

ー1，131 915 ーω -2.171 (nl-(̂l 

単位両.それ以下切リすてたので 1~，II. 1t t(i向島h~'~、ところがある.村山京

資科町内，{ i伴御崎所助~級a によリ . 1.\荷物{にを何ぞき J~'f.ごとのHt事.
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⑬ 
〈宜出向割合》

⑮ 

Il:・
1官出‘

暗 号

日

A
-

H

町
一
岡
田

日
入

“
思.，、

Il: 1広
( ~~. 

改革前後の阿古61亙の収支

⑮ 

ユウフツi畠所出~カレンダー

クシュンナイ経営資(会i事i省官.安政5ース久3年}

⑪ 出金内訳 主 lU 協 "J" 

石狩よ'Jlff:i会{安政5/1')
'局、，

， .2~， 1. 

箱館よリ成法主(;;;;政6-文久元} t. 154 .3. 

石狩よ')1是~"企{向上} 11.412.1 石i守の111分とする

石狩より梓借金{文久2.311'-) 3.000. 

石狩よリ 1干(~企 51~. 内81肉は万延元年分

1十 23.337. 

'i羽前H::::'Jによる.分以下I~切リすてた.
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年表で見る村山家の沿革

作成日 平成 12年(2 0 0 0年) 1月1日

作成者 村山耀一

監修 田中宮

《 参考文献 》

村山本家過去帳

「村山家系図J

場所請負人 村山伝兵衛の記録

北海道拓殖功労者旋彰録

『村山家資料目録』

『北海道開拓功労者関係資料収録下巻』

『北海道史人名辞典第四巻』

『石狩町年表』

E村山家文書』

えぞ地の開拓~開拓につくした人びと~

北海道の古都松前

日本全史

日本史年表

村山栄蔵

村山 栄

村山 昭二

北海道腐

北海道開拓記念館

北海道

北海道文化資料保存協会

田中寅石狩町史編集委員会

北海道大学中央図書部北方資料室蔵

北海道

松前町

講談社

河出書房新社

大正 7年 8月 15日

昭和 61年 3月 25日

昭和47年 3月

昭和32年

昭和43年

1 965年 1月 20日

昭和48年 3月 1日
199 1年 3月 15日

1 990年 5月 14日



年表で見る村山家の沿革

r.9庖 年 号 干支 天皇 将軍 松前ii主 也の出来事 H 山 家 の "ロ、 2阜 村山家の 人 1均年表

2万年前{先土器時代)

~t;;師道に人/)(f.主み鉛める

-約1万4干前(9t土お時代)

細石}J;文化おこる

.9000年前{縄対靴)

土おを使い始める

貝i亙竪穴式住居が作られる

. AD 木仲u弥生時代

~ti師道(;1:1.恐竜文時代

金属誌の使用はじまる

恵山文化(~南}

i剣tU訪日)文化(お里)

658 斉明 4 戊午 夜明 [iR.'"時代】

-阿部ttli夫が多数の軍船を率いて来lj(する

-このころ 土誌のl~白文僚がなくなる

700 文武 4 庚子 文武 -北方より大限系の海洋文化が渡来し道東・

道北に『オホーツウ文化』が成立する

-本州の土師お(はじき}の影響で僚文土おがつ

くられるなど i')申文文化』が成立する

-金属号i/)(.....般fじする

[11倉時代}

1216 建保 4 丙子 順i軍 鎌倉荷府が強盗や海賊を鍛爽が島に~1Æす

(問}

i主鳥平 . 13也紀ころ・・ ・凶・ アイヌ文化が成立

土誌が消滅鉄総力」般化する

[室町時代}

1443 嘉吉 3 失亥 1主祖 定和J;{政 .;草むの安JI!~季{もりすえ}南部氏に敗れて+三

漬から自民夷が島にのがれる

-このころ 渡来する初人が多くなる

-小豪族力ら鹿島半島の西南洋に131(:を備える

z
'
|
 



西暦 年号 干支 天皇 将軍 4昔前fi主

1457 泉保 1 T丑 I皇花II (武田)

続崎f~広

1代

1494 明応 3 甲寅 'liU， 釘州光広

2ft 
1 514 永正 11 中成 1主4創京

1518 永正 15 戊資 1主4創車 蝉特広

3代

1545 天文 14 乙巳 後奈良 w)時季広

4代

1582 天正 10 壬午 正'JUOJ tfij剤使広

5代

1593 文枝 2 失巳 1主駄目

1596 慶長 1 丙申 i主11>'1古
(ilJi) 

I，}前~広

1600 震長 5 使子 I主協戚 !l}前'ぷ広

61t 

1603 ~長自 失卯
IiE主nRa制戚

i患川家r.Ii

1604 房長 9 中辰 Imt 

1606 房長 11 丙午 it限1古

1614 腰長 19 申jIjitJk疋 i聖JlI秀忠 Ii)的公広
2ft 7ft 

t!t の 出来事

. Jl[g~アイヌのコシャマイ ンが鈴起する

武田{昌広(i主の紙偽信広}がコシャマインを日IJ

す その1主 アイヌの人ヤがしばしば鈴記する

.~百崎氏が本拠II!!を上ノ固から対官倒的} にI~

す

('i{土桃山時代]

. t高崎麿広が名i霊尽(佐賀県)で盟臣秀吉から鍛

列島王と認める朱印状をうける

.1公的藩 石狩その他のi罰ii/i区画設定{使長年間)

. 1599年松前とE鯵生

口問ヶ原の駿い

[江戸崎代}

0*戚征夷大将軍に{壬ぜられる

-正月27日
~広は徳川*r.賢から原印状をうけ幕，商事伽l

の中で曲目爽II!!の支配俗を正式に認められる

'1公的氏は蝦夷II!!交易の独占慌を手にいれた

-俗的藩は知行 W)Ul鍛爽l世{知人l色で1;1:

ないアイヌの人中の居住地)でアイヌの人命と

交易する商協の11UiJをあたえる((jIljl最初行革IJ))

.8月 福山館 (1届)fJ完成 [Ii)約]

口大板冬明暗

村 山 * の
，ご，。、 ;y; 村山家の人物年 表

N 
ll> 



西瓜 年号 干支 天皇 将軍 4公的日高主 世の出来事 H 山 家 の ia 、 革 村山家の人物年表

1630 室[;k 7 庚午 明正 0この年 松前専念寺第51t!主眼玄l量lま寺の近くに父である4
代{主聡了翁の隠居所を周怠。ここはi主に玄I阜の弟玄

仰が ri1'・m寺」とする"í主の小樽の汁o~守の鉛;);り

(日月治 13~2月 7 日 小川の手宮に仮寺を立て，~る)

1633 寛北 10 失問 8月疋 この頃 4日人lt!l{知人が住んでもよいi世1草(i!li
は熊石村から東は亀田村まで)と叙~ltlの境界

を定める

1639 寛永 16 己卯 明正 L翌日11家光 俗的藩キリシヲン 106人を処刑する

3代

161¥ 1 寛永 18 辛巴 明正 ， 1昔前京~~ 石符 シノツ並びにM;1!!1';;をP.1lる
俗的氏広 (!l}前に近い場所在開発)

日代 ロオランダ商館、出島へ移す (~n~自の完成)

1669 寛文 9 己酉 室元 f初l隊編 h":的高広 ー石狩アイヌ~.1l大将ハウカセ gp下を石狩川口に

4代 91t 集め4昔前:盲の交易条件の改善に備える

，6月 シャクシャイン(J)古L

ー各地のアイヌカ埠日人のl窄l担(さくしゅ)1こ抗じて

虫干起する Hl的薄4ヶ月後に銀圧

fiの支配金.c，に及ぶ

1672 寛文 12 壬子 -川村l高賢 ll}前と大阪を直IJadぷ西泡り航路を

ひらく

1673 延宝 1 発丑 ，5月10日 俗的;盲キリスト教を厳秘する

-'司-'町、_'司、-'崎-，町、“'司--，司、~""'-'旬、.. 旬、d田高‘_.、_.、.. 句、.. 司、，-'旬、_-'ー、_.町.. 岡、_.、.. 町、.. 町、--，旬、_.・、.. 町、.. 町、.. 町、.. 町、.. 司、圃.. 町、_.‘.. 町、--'町、.. 園、.. 岡、--司-，司、.. 町、.. 町、.. 町、.. 町、-'、.. 園、.. 町、--，町、.. 町、.. 町、.. 四-，園、.. 園、“"町、--、.. 岡、.. 問、.. 司、.. 旬、--、--'向、_.問、.. 司、--、-'旬、.. 町、_.町、.. 司、“"町、.. 町、.. 町、.. 町、.. 町、--、---唱‘"園、回.. 向、.. 崎、.. 旬、---‘---町、.. 町、.. 司、.. 町、--‘--，個、ー，、.. 問、咽.. 町、.. 町、，

1681 天狗 1 手酉 i割11柄吉 ll}前)el玄 口江戸大火(}21682年も}

51t トー一向・・ 一一一一一一 一

1682 2 壬成 10lt 白井原西路「自子色一代男J
一一一一一一一一一

1 683 3 失亥 日大火の影響を受けた経i主屡呉flll!苫の当主三井高 α月間兵i，i自盟国間目指l四(現在の志師I詔惚出身) 0初代伝兵i.j
利 (68)は、駁河町1J.!i舗を移す 8月15日誕生 幼名I;I:!云太夫後に伝兵衛と呼ぶ

先l.flは1草原家 後世に豆り1m.土となり、泊代かの子孫は

自E盛田羽咋eo'Se釘躍に{主む兄mあり
ー 一一一一一一一ー

1681¥ 点字 1 甲子 ロ111村I高野 ;;tJlli台水工事若手
ー- ー-~.-司 一ー-ー・‘---圃平一ー ι・-

16日5 2 乙丑 口7月14日生類似)1みの令を出す
-.ーー・・回一一一一

1686 3 丙ili
--司』咽』一ー~ー→一一-一一一

16日7 41 T卯 事』

M 
tr.> 



西暦 年号 干支 天皇 将軍 4昔前ii主 世の出来事

1688 元役 1 戊辰 .5月78 lil前這が$1，砲を笠1皇帝~)に し、藩士以

外の所符を禁じる

徳川i'f.mJl土 ru.風"ll.Jを石将に派"6月21日
石狩河口にj;1)-U 約40日間制定アイヌと交易

するとともに石狩川をさかのぼり保検をした

1689 元禄 2 己巴

1690 3 成午

1691 4 辛来 .lil前:盲が錬保II条令を出す

1692 5 壬申 口井原西偶 rt!!r.w.旬算用J

1693 6 失酉

1694 7 I EfI成 口「奥の細道」

口江戸に十肌畑中間結成

口側用人抑iR吉保を老中に，桂じる

1695 B 乙亥

1696 9 丙子

1697 10 丁丑 口宮崎安_tlr腐策金書J

169日 11 戊寅 [J，I戸大火(車hS9.火~)

1699 1 2 己卯

1700 1 3 使辰 2月4日 俗的;盲が鮫夷全.c，の地図と仰帳を幕

府に1呈出する

口12月68 水戸薄主制11光図(73)で死亡

1701 111 事巴 -鍛夷早口人の人口が2万余人となる

1702 1 5 壬午 -秋 4昔前iiが飢鐙により 2万余人に似を鈍す

12月158 赤惚浪士の仇討ち

H 山 事E の t，，ロ、 iTi 

日宮前藩山下伴右衛門(秋味よ猿役)が蝦夷l也の平l!脈事 海

上安全漁業 m漁)の良漁を祈るために薄に願い出て.，)

i量す 弁才天が祭られる 弁天社{厳島fヰヰ土)

0初代伝兵i.i 1 8才tll 鍛爽It!!にi度~Î( liii山(1見fil前)に足

をとめ松前;富士エ五百八DB右衛門方にlel.にして 肉薄i却給
SAHI:である馬R>町の古谷勘左iiiP'の111 れん女を賛同とし

て居住する (普lま土着する者の多〈は まず賛同を活けそ

の養子として入箱したという}

-ーー司

村山家の人物年表

一一一一 一一一一

一一一ーー ー一一一ーー・ーー

一一一一一一一一一，

-吋ー“一一-一一陪_.._ "一一一一_._...-_.-

10 

←一一

一一一一一一一一一一---一一一

一一一一一ー一一-一一一

一一円増田 ー一一一ーー一一 回一…

一一一-一一一一

一一一一一一一

一一一一一一一

ー一一一一一一一 一

一一一一一一一一

20 

」

電司F
u') 



西瓜 年号 干支 天皇 将軍 4昔前藩主 也の出来事

1703 16 発朱

1 70" 宝永 1 甲骨:

1 7 05 2 乙箇

1706 3 丙成 .1公的fi 石狩・厚田・益毛(浜益)1.量il1iを聞き

'EJ魚を.~~する

日PMi却1育(州f)多り盛ん

1 707 宝永 4 丁亥 口11月 富士山噴火、宝永山できる

1 708 5 戊子

1709 6 己丑 明l'i翌日i!，聖宣 日脚白石の改箪

6ft 

1710 7 庚寅

171 1 iEl車 t 宰卯

1 71 2 2 壬辰

1 71 3 3 失己 1靭H家*[1
7代

1 714 4 甲午

1 71 5 5 乙朱 口新井白石「函i戦~INlJ

1 716 事保 1 丙申 i守Ui!吉宗 口5月16日徳川吉宗の草保の改革

日代

. 1)1前fiがアイヌの人中に純，~を担えさせる

1 717 21 T~ 

H 山 * の
r'，ロ、 平

0村山伝兵iliが場所i自負人となる 本I苫をIC自~に置〈

西鍛爽11!!ルルモッベ(留萌) 、ソウヤ{宗谷)の両場所在ln
魚、さらに引き続き 石狩障問 .111毛利尻等に及ぶに、

石狩lm;;1iを手配も元防として支配の4側担112とした

O石持で引き網を使って鉱;角をする

0村山家2代目 11'兵衛はt昼前敷i司の，C，I崎半兵衛の子として生

まれる 近江商人剤忠喜右íli門のh~ji~W底に勤めていたが

m代伝兵liiの自にとまり鍋くめの費子に迎えられた

0このころより 4昔前漣土や京医!こかわって村山伝兵iiiなどの

本付lの商人によるi晶所1.負制度がさかんになる

村山;$:の人物年表
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西庖 年号 干支 天皇 将 軍 4昔前藩主 也の出来事

17 1 8 3 戊成 容 li)iÎ:rih~剣士2臣、'.!:'A~1商{初防()を:孫府に蹴

上し、以後句~.~血t上する

1 719 4 己亥 .tiilf.lがj~前世E広を大名とし、あらためて般夷I色

交易の独占を認める

1720 5 灰ぷ子 h~前JflIî; ロ;1(訳i草書のぬ入が認められる

11代

1 721 6 ♀丑

1 722 7 壬貰 。 h~前日高h稲山応官 1 5軒に問屋4特許す

1 723 B 失卯 秋石狩で鮭;民が不漁冬から翌年!こかけて

アイヌのIlt死者が200余人に速する

1 724 9 甲辰

1 725 10 乙巴

一

1 726 11 丙午

1727 1 2 丁未

1728 13 戊巾 .6 月 13日コウチ{ベトナム}からI!U!Hの~h(渡来

1 729 1 ~ 己酉 口石田術岩の，心学

1730 1 5 灰五主

1 731 16 辛亥 -夏邸主 IRl足2.c，のアイヌh<lnめて松前に来る

1 732 1 7 王子 ロ享保の大ききん

1733 18 受丑

1734 19 甲lli 11月9日 俗的rilJ4nめて幕府に爽鷹ほかを幕

府に車え上し、以後fl!例となる

1735 20 乙卯 1l.!3J 

1736 元文 1 丙辰 -このころより アイヌの人命を使つての魚fte

H 山 京 の '0 、 革

05月28日初代伝兵iijの父伺太夫死亡享年85才 • 
(;ま名 F応予円}

ー一-

村山裁の人物年袈
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酋厄 年号 干支 天皇 将軍 j~約fi主 I!!の出来事

{おもにニシンからつ〈るneu)生産が広正る
トーーー

1737 2 丁巳

1 73日 3 戊午

1 739 4 己朱 目 7月 倒的山が噴火する

.11月128 li!if.llJq~;I;iTIiにl~産の月五旬飢(イリJ)の

長崎回i是を命じる

1740 51E買申

1 74 1 寛保 1 宰菌 7月198 渡島大島でDfl火、大i章i!li発生し総前

~n刈M村衣服鍛t膏7911章、附~1521館、締E者
1467人に返する

1 742 2 壬成 口4月 公恵方ilD定書が定められる

1 743 3 失亥 h~両日目広
"111'. 

12代

1744 延"- 1 甲子

1745 2 乙丑 i!明11家主

9代

1746 3 丙iIi ロ長崎貿易制限

1747 41 T卯 m罰

1 748 克延 1 戊辰

1 749 2 己巴

1750 3 庚午

1751 玄府 1 辛未 ーこの年 俗的:菖が、なまこの湖査のため、薄土

加~漉兵í!iをIU太につかわす

H 山 * の
r'，ロ、 E事

03ftEH云兵i.il;l:2代目I里氏i.iとくめの長男としてi誕生
(j公的・福山にて) 幼各市太郎

旧名兵右i.i門 lt'ie:宮、号・察林

02代目伝兵衛は そのi主? 紋あって費家を去って大娠に至

り ついに福山に帰らず

一一-

. 

0中村達右衛門名穏の小宿除を只い取る
--ーー

Oi!!i鮫夷i也宗谷留萌の21品p/[をi高負う

この間 「アイヌJ1::.1I1Jの製j圭及びJ師fd!Y.呉の使用を
: 教え漁況をl世h日す

村 山家の人物年表
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西 fl_l 年号 干支 天皇 将軍 俗的藩主 自主の出来事

1 752 2 壬申

1 753 3 交円

1 754 4 甲成 j))前;冨が、営剣見と引きかえに知行i世の商場経

営1置を与える rtm所Jを、国後.c，にひら〈

1 755 5 乙亥 目 iitU尽久兵衛、石狩山のえぞヒノキ伐1*を開始

石狩川口に木喝を設け江戸・大阪に，~出

1 756 6 丙子 回宝庖6年から 10年の5年間 三印浜屋与右m
P'JM又またはW平の天i問屋専右衛門木材屋七

問右荷iI'~の3人が宗谷場所のi高負いとなる

1 757 71 T丑

1 75日 日戊寅

1 759 9 己卯 .7月19日 館前;富士が:I!].fi告で、ロシア人倍近に

ついての1高奇日をアイヌから得る

1 760 10 庚辰 徳山1*;台 ロ江戸連日火災

10ft 

1 761 11 辛巳 -宝JlI1 1年から安永3年 (1774年)までの

1 3年間はji)前家のE支配下となる

(1百負い草'j度が安定しなかったのは 単にi.負
矧i見の満期の理由だけでなく 総前藩の財政が

非常に窮迫状!芯に陥ったのであり ここから脱

出しようとするj))前蕩の悪あがきがあった)

1 762 1 2 壬午 出~

1 763 13 安来

1 764 日月初 1 甲申

1 765 2 乙酉 ~~前道広

13代

H 山 家 の r'，ロ、 2事

0宗谷1;;';;1i請負が;筒Hflとなる

04月18日初代伝兵衛死亡 享年75才(法名釈史朗)

3代目伝兵衛 +むとの初代伝兵衛の死亡にともな

い父が*を去ったため家督を継ぐ

0まつ女を母として村山家4代目専八がi量生
(名は常政小字l止弥吉 1止に{云吉と改め更に専八と改め

いる)

Ojl}前のr.:官室株を手に入れる

011月168
俗的fi士であり、場所の支配主である南1嘩安右衛門から村山

村山 家の 人 物年表
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西庖 年号 干支 天皇 将 軍 l~前fi主 也の出来 事 H 山 事E の r，，ロ、 2阜 村山家の人物年表

伝兵i.lffilこ』正文

「石将しゃ11ろ夏l晶NiJ笠年から4年間「運上に4日渡Jとめ

る (村山家に残る!iI文の最古のもの)
一-一一一一ー一一-一一-一同・ー

1766 3 丙成 -この年 幕府役人と山椛尽が金山調査のため福

山 (l~前) へ到着する

また、ロシア人イワン・チユルヌイがIRIU か

ら1再i用忠へ;度り、~年する
岨 }一一一一一一』一一一一ー一一ー_..四一

1767 4 丁亥 口7月 田村窓次、側用人(図沼町代) 30 
一ー 一日 "ー倒唱齢町田，-.---町圃ー一・・一一

1768 5 戊子 -この年 有珠山h唱団火する 10 

ふたたびロシア人!Jliljl垣島で経年する
暢 4俳 _.，.-ーー.晶 一一一一一一一ー一一曲一回同一一

1769 6 己丑
一一一一一一一一一一---，.._'四

1770 7 灰寅 IlliJJ 05月78 2代目 伝兵衛{理兵衛)大坂の山口屋伊兵ili方
で死亡享年55才 (j五名願光浄~{~土) • 

新寺町浄土宗大光寺へ野られる 2代目伝兵í~i
一一一一一一一一回一“一一一

1 771 日♀卯 -この年 アイヌらが、近年のロシアによる課税 03代目 伝兵衛は館前;畜よりカラフト島の漁場深検を命じら

に反対し、 i耳慣口などのロシア人をIj(r，tし、カ れる

ムチャッ力へ渇い払う
一『勧d円...一・噌・ 一一一一…一一一・』一一一一

1 772 安永 1 壬辰 口1月 田沼意;欠が老中となる(-日 6) 04月中句通i司番人彼方等10人を率い俗的i富士3名
とともに 200石慣の船舶を2線道り アイヌ介i島品であ

る米 j酉煙車その{也2世貨類を満載し 福山，普(総前)を出

帆しカラフトに至って漁場を保倹し、向島の住民を介泊して

j~院に精励させ 同年9月下旬に偏山に帰港する
圃』“一一ーーーー町一一一 一一一一一一…，一一

1 773 2 1 ~巴 04月 fiからカラフ ト漁場調査を命ぜられ、符ち飴2隻に:喜

土らを乗せ俗前を出帆漁場調査のかたわらアイヌ

lこ新しいi剣霊i去を教える 9月中旬帰着

0東鮫夷i世の?ナシリの請負を命じられる

通知苔人等を派遣してこれにあたるn

(当時 ?ナシリ島アイヌの性質h曙< ji!l終に出納致さず

年中j員失を見ていたという)
-山 平山・ ._

1 774 3 甲午 口『解体*UIJ 05月28日 阿部屋3代目伝兵衛!J'4J)代伝兵衛の父である{野太

-この年 i時期.0，のアイヌが1771年以来のロシア 夫 i去名F凡苧円の五十回忌に際し 山丹羽で作った七条袋

人との敵対をやめ、交易をはじめる 裟を阿部屋村山家の手次寺{菩提寺)である真宗大谷派西

飛鳥草屋久兵衛が、前年4公的薄から続可された4 念寺に寄進するのこれJ主力ラフ ト場所調査のI力によって、

か所の fL号所!の経営を開始する lj}前薄主i聞広から賜った鍛克明でf'Fられた1切である。

品
目

l
l



年号 干支 天皇 将軍 I~前藩主 世の出来車 H 山 家 の "。、 2事 村山家の人物年表

1 775 4 乙未 0斜盟を含む宗谷l;p{rの経営をiii¥f尽久呉市ih<1 5!ド聞のIlJi限

で請負っていたが 安永4年から285両のi首貸で宗谷場所

の経営に実仰にあたったのが村山伝兵í$iであり{下l~負)

「村山家日記」によると天日月2年まで続いた

or村山家日記」によれば、 「尽・小庭 ・番屋等;命剣場手自IPIi
へI!r何事」とあって 斜里I;:;.t.!t拐を新:11したことになってい

る この取は滑負人名ftはiiì\~.屋久兵í.iであったか村山

itの伸び上がる力か公的なI号iilir"'l.t量以前に斜里漁145を開設し

たと見られよう

1 776 5 丙申 口上回秋成「雨月物諾J 03月 :畜主位前道広のß~!院をí~て帰国の途路 奥州三ISから

口平賀;席内、 エレキテル完成 福島に至る用船の船頭!ll:を仰付られ伝兵iiiら帯乃を以てこ

れを勤めた (爾後苗字下軒万を免され Eつ 船中にて柳生 つ

m馬の函きたる刊の11M河を当臼の貨として辺広自らこれを下 ~ 
賜した) S代目利兵市i

ー田町一._-ー， --一同四用冒四四回目町一・四冊』町一・・一回

1 777 6 丁箇 01公約:富士新井図P立Dhのカラフト調査の手助けをする 40 
同，._'._-" 『昨戸噌---・E ・・ーーー .._，_..戸『目4・F

1 7 7日 7 戊rJ. .6月9日 ロンア人ケレトフセらがノッカマフ 0近江町人回付新介(*IisIJ)が返上した家老下回111.且Z由の虻行 20 

に来て、松前藩lこj且商を求める 所ましけ1;;'1'1iをi需負う
岡田胸間剛四回 -…一一一一一・，'p，-…

1 779 8 己亥 光18 5月19日 茅gOの漁民が、出l寧ぎ料免除と昆布

一手只い奴比を要求して、亀田動i'f
rliへ4鎚Ifする

8月7目 前年ロシアから通商の申し入れを受

けた給制fiがこれをl[!絶する

一一一… ・l

1 780 9 庚子 4月 1号担割島が地震に襲われ、ロシアの商船な 0安永年間に3代f耳次郎は苗字裕刀を許される

どが総値する
一一一一一-一一ー 冒・ー唱曲.__.・.-副回邑歯周回・..__..・M・a 帽 骨 開.聞目l

1 781 天日月 1 宰畳
_.._.ー-- ー.

1 782 2 壬寅 国後の酋長ツキノエがIlUえから初級へ戦術を変 0この年まで宗谷場所の経営が続〈

え、首演との交易を行う制帽 が6年ぶりに包 012月7日 3代{専;j:(!目立町事行下代兼町年寄を命せーられi事禄
後へ商船を派遣する 米20f孟をR~る身分となる

』…一--_.-・.... 『問料 圃ーー崎一_....._.._一一ー ---串ー

1 783 3 発卯 口天日月の大ききん (-87) 。飛月曜屋 宗谷場所i自負契約25年間illlRされ村山伝兵衛が下

IO負をt主ける
-同年 ，章句l也方の不作のため町1J1!におそわれた Oiiì\~思久兵iîiなるものカラフ ト島の1ft負を申付られ このin
I~前の細民に;1し 米及び漁;nを府与してその 負中 カラフトs;，巡f見として;富士新井図竜助出慌に際し 命

危急を救う により土人介抱品を 7日O石慌のぬ紛2胞に慣ねして向島に



i!!i陪 年号 干支 天皇 将軍 俗的蕩主 也の出来事 H 山 官E の J8 革 村山家の人物年表

巡る この刊のアイヌ介l包物資I;U.J山("只ieilJWあ唱したと1己

されている"
-ー. ・平時a脚 圃

1784 4 甲辰 .~ 江基地方のlt5!!¥/)'i!年初辰のため、"を追 07月米200伎を車I上する

って北上するiG餓;!T.がはじまる ;事主は{云兵i.iの行為を漉貸して 初完1個を下問している
ト一一 司"." .帽' 胃「一 「ー一一一園田

1 785 5 乙巴 ー 2月 潟府が、~，夷のJ茎1切とJI!!JTの調査、ロシ

アとの交易の可向日主をI~るため、東西jfj
災地調査放を派i!する

一一一一 -・← 一一

1 786 6 丙午 .5月 滞府調査隊の.uよi意内ら/)q号撫n，へ、大 0阿gn底伝吉(のち噂八と改名)i"負場所は マシケ(下回兵

石i昌平らh呼酷太へ~IJる 太郎*s所領主納戸共)ハママシケ アツヲ モマフシナ 06代目伝兵i.i
イホウチイカルシニイカップサJ~鳴所

( r鍛爽I~収納運上金保J による)

08月15日 6代目伝兵衛直之誕生

5代目 ~IJ兵衛{鰐西岡)と 3代目(~兵衛の3女(れん)

との長男幼名は 亀五郎と祢 した後に喜右衛門と改める
一 ← 」ト 「自

1787 7 丁未 i車川家斉 ロ7月 l~平定信の寛政の改革 (-93) 50 
.8月 フランス人ラ・ベルーズが日本北方をl歪

検し、 1草太が!'，であることを硲認する 色。
同"，..".幽4悼

1788 8 I rX申 -古川吉l~nlJ明演樹立[倹{まとして糊から派 0この年h、ら細胞の後を引き継ぎ石狩山(漁岳 .~I)拍} 漁業以外にも

遣され『東よ!ti1i~2A を&2す のエゾI~ トド般の伐山を謂負う(7カ年間) 30 
(モの中に 石狩川に上る位のようすが記され (年間f草木高五千石運上金 650両}

ている) 石4守川河口(今の八9=1!Jl社付近)Iこ;，P.i基 ここから江戸・大

JJiへ
ー-ーーー一一 一一一一

1789 寛政 1 己酉 .5月58 fo人による苛daな使役に耐えかねた 08月 千島の固i主n，に1&こった「寛政の鍛爽~LJ は i告所l~
アイヌ人h匂 i主島でUs、4日人らを 負名穏人であったiiU砲は その責任上斜里を含む宗谷15
殺害する 所をはじめ騒乱の先生した国後場所総量布陣i平釧~IIな

~国後、目梨 (1R3l:付近)ア イ ヌ~UiJ- どのint'場所が全部没収される

09月飛騨屋i.負の宗谷国後待通布厚存自I路の51;
pfiが倍前fiの直営となり差ð~を村山伝兵í.îに命じる

(伝兵i.i 51才) そのことで飛騨庭公訴
ト一一 F 胃・一一一一一・由 F

1 790 2 使成 ロ5月 箆政異学の禁 01公約港湾遥布の運上尽を1ft室に図i!tはオロチに，，，す

.8月 4月に 4企前fiから前年のアイヌ鈴起の 後に斜里i最pfiの差自己を命ぜられる

事後処理級告をうけた幕府が、町人を{査 04月 松前;富士副島清左i.i門のカラフト銅査に協力 向ち船

ったh~前落の鍛爽lt!Jでの事業経営方法を を1m共 1))前出帆カラフト場所をl高負う
i~資する (カラフト1;;';;fiの始まり}

-冬俗的藩土il崎;庄留が アイヌの風俗などを



iffi箆 年号 干支 天皇 将 軍 4昔前藩主 世の出来 事 村 山 1宮 の J，，。、 革 村山 家の 人 物 年 表

|品いた「爽酋~IJ(~J 12図を7tJ目立させる
司 ....".. 一 一一・一一一一--• ・，ー・.

1 791 3 辛亥 02月カラフト二波り場所の経営に岩手 この年西在の

漁民 間車村山の追放をfiに強制
一一ー一一一… 一一ー一一一-._--・ー

1 792 4 王子 h~前車広 4月248 i主芯lt!l方が地震と津波にoliわれる 06月24日 俗的に大察風雨 j奇ち船 田腐い船22紺を餓111
14{1; .9月3日 ロシアの使節ラヲスマンが、 ir;li.l.l.民

大黒E重光太夫らを伴いIII室に来航 09月健室にロシア人来航 i品i'lin営に支障大出~
通簡を求める 翌年交易再開

この年 幕府が、アイヌとの交易の公正化をは

かるため最上i車内らを宗谷・石狩にiJi'~し、 i却

救交易を行なわせる

12月 I~平定{~ 蝦夷lt!lJl!;(構築をたてる

1 793 5 失丑 6月27日 幕府代表がロシア人使節ラヲスマン 07月15日 4代目 専八 父に先だって35才で死亡

と総前で会談し、外交交渉の窓口長 (法名 1応胃純) • 
崎への入i!r.午可証を与える 4代目

専八
圃 - 一ー一司_.__._-_- 一一一一一一一一

1794 6 甲賀

一一一一一“一一

1 795 7 乙卯 03代自伝兵衛はl庇下浸の問屋株を新規に伐された

10 
......-一一…… 4 ・一ー一軒喝冊目・・・_...- 甲 田

1 796 B 丙辰 0向業者 小山尽UI兵i~jに妬まれ』昔前fiよりlmFlil百負からはず

.8月17日 ブロートンが1:;]帰するイギリス船が される

;面図作成のため日本，自存測盆の途中 04月 宗谷斜里 IU太 31mF/íのl~負を罷免される
室蘭に寄って薪水の供給を受ける 大頃の商人小山屋備兵衛の手に移る

05月 連上金のことでi世毛・苫前の秋味読負が江戸の商人(1'

速道之』却すの手に落ちる

その後各地の場所請負をとかれる

06月開F/i尽町払を命じ加えて住宅倉I車 土 地及びι1思
株まで没収され、わずかにi!lj株と貿株それに家財道
具だけをJ.lすのみとなった

0湾岸・IR室 ー邸主の31，号所も江戸の小林宗九郎 南却のNm
尽忠右衛門の差deに移る その後各地の1;所i自負をとかれる

O 伝兵衛にfli~tされていた酒船長者丸も引き上げられA&l亘堅四

8sに貸付された 村山家的産寸前
ー--・楢山由働 一一一一一一一一日

1 797 91 T巴 . 2月 プロー トン指1Iのイギリス船fl'i恒図作成

のためふたたび室関へ入港する



函厄 |年号 l干支l天皇l将 軍 Ilil前湾主 世の出来事 村 山 家の沿革 村山家の人物年表

.10月2臼 羽Hυ~(~軍t;日高へ1M，:，常備を 問自11
ftffii館賞古摘出兵を命じる

11月 ロシア人がふたたびIRl~.o，へ上陸する

この年 ブロートン1m軍のイギリス飴がふたた

ぴ宝ぽlへ上隠する

1 79日 101lx午 .3月14日 幕府が、近年の9岨船出没などによ 1 03代伝兵í*iから号l上げた宗谷・斜里・ 1駄の 31抑制服~.

り 最上i車内や近~重蔵を含めた180名 | 四郎と小山屋僧兵i*iの聞に紛争が生じ 僧兵衛は3音楽1ヶ年

からなる大調査団をfi実!f!I~遣する | で罷め、その後、豊四郎が経営したが、これまたわずか3年

臼6月 本庖宣長 ri51ll記伝」を完成 l で失敗した"

。
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1 799 11 I己朱 1月16日 幕府が、帝政ロシアの南下政策に不

安を感じ 北方常備の也諭のたかま

りから鮫爽!~を4昔前fiにまかせてお
〈のが不安であり鍛爽!f!取t断却用!卦
を鉱充し東$f，夷!t!lを 7年間仮直結と

する (1ω2~に本直結とした)

-しかし 石狩のある箇鰐爽l也は引き続き俗的;曹

の領事とした

0伝兵itilま幕府の鍛実地御用11Iから官用取級を命ぜられ 伝兵

市i!止符官官に出て その{壬に当る

02月 居所払いを免ぜられ家屋並びに倉庫数カ所を遺跡1さ
れる

04月 俗的藩は伝兵市1を一代{奇大広間各に保用し、宗谷・斜

思.，踊太の31;'PIi及び石符・留萌 苫前における秋q車

直営手:吋を命じられる

村山家

緊栄取り戻す

M 

.7月198 高田屋嘉兵i.ilJ(IRl.足島への航路を開 10箱&(百10m聞は 3代目伝兵衛が眼府を患い市中の歩行もまま

15し、島にi'J~する l ならなかったため 養子である5代目伊兵衛にかわっている

1800 1211吏申 ロ4Fl198 lJ'íi~忠敬東鍛夷1也を;Jll量 作図 103代目伝兵i街老齢のうえ眼病を患った理由で』干して4公的
(後お旦~à~免責辺を完成) 1 に帰る

.7月 滞府の命をうけた近o重蔵が高図鹿沼兵

市iとIRl~g，へ渡り、アイヌの「肉化」政
策をはかる

18011:?:f口 11手酉 .6月28日 幕府役人富山元十郎らがi射掴.0，に 105代目 伊兵衛は1買のため経前敦賀演の生家 m岡京)にh、
「天長!I!l久大日本属島」の保住を立 | える (;圭名 不詳)

る

5代目

伊兵ili

1802 21:壬成 . 2月23日 蒜1M唖信実感行をi量置し、戸川安治

羽太正賓を任命する

・5月11日 銀爽怒行を筒館事行と改f午する



i!!i庖 年号 平交 天皇 将軍 4昔前薄主 世の出 来事 村 山 事E の ，，E3 、 E匹 村山家の 人物 年表

7月24日事府が、統的薄から脚捌悦上知

する

口十返舎一九 「東海道中服薬毛」
一ー 一ーー 一 一 一-

1803 3 失f{ つ

' 唱 ー・. ー一一'一ー一一 一

1804 文化 1 甲子 5月務府が天台浄土・ 1車3宗の寺院(蛾似

に矧M~Jt ・ 有I剥こ普光寺 ・思涛に包泰寺)

をi重立する

世 帯・，司--干ー 一一一一一一

1805 2 乙丑 -酋!f:凱i世に天然痘大流行 03代目伝兵i$jT.mする 20 
.8月15日 目付遠山祭晋((に). nh定吟硲役4羽E 06代目伝兵í~iifi:之{幼名亀五郎事右í~i門)

定行が西If~ll!l似盟療を命じられる 薄から*を継ぐ ι官室除をi耳る ijij冠20才
阿部屋長三郎を支自己人としてf抑苫す

ー一一 一一一 一一一 ー事.回

1806 3 丙粛 目 F東海参謀』に石狩の秋味について記載

-孫府目付遠山)j(習 (金即日)自問lti.lを制見-17
中に応上{車内悶行

.9月11日 ロシ'.7船力qll太のオフイトマリ|乙度

来し、笠目、久容古丹の怯前;盲<ltNi
を@い番人を連行する

ーー._...--. ー一一 一一-一一一

1807 4 丁卯 3月22日 幕府は西宮決lti.lを四Sll!lとし、 俗的 06代目伝兵ili(苔右i1j門) 11月

氏を陸奥梁川にI~す 西煩爽lti.lが公収された際に総前愚行Niに呼び出され仰'I~

'4月23臼 ロシア船が来月えし、 lRJJi，C，を銀銭す 』内方形帝(私，j'jの筋の町下代に当る)JU'I 町年前見習を

る 申し付けられるc;民方納方元紛見習い)

5月 南部津軽秋田庄内の各薄に鍛 また 伝兵市1と改名するよう命じられた

夷i也焚備を命じる

5月29日 ロシア船が礼文.1)，)中で筒船を鈍う

6月28 f'J尻島に侵入し、事府船を炎上させ

る

-日月 f申谷勘右i.i門らが国後.c，を近蒜守m
{軍蔵}らがi'J尻島を滋粛する

-近蒔垂直が石狩にきて「鍛夷l也を納めるには石

4守が第ーのl也J と ~~ili

ー10月248 iii館単行を廃止して、続前!'d17を設

置する



西瓜 年号 干支 天皇 将軍 I~ÎI:jr官主 也の出来事

12月9臼 孫仰がロシア船打ち払い令を命じる

1808 5 戊辰 .<¥月13日間宮l.f.l¥t. h~日l伝十仰が、 3革命でI~

太I~主に宗谷をill1'tする{肉ltが島

であることをU!定し、間6月208宗
谷lこf紘車}

7月13日 間宮H蔵力司革太探検のためふたたび

宗谷を出発する

ロ8月158 フエ一ト ン号が長崎に入浴する

-目{;j、斉裕治右衛門(高島の覚備にあたる)の

『白書fi英高島日記』により 石狩のようすを記

I~ 

1809 6 己巴 .6月 g府が、 1草太を~tfj:J!1也と改称する

. 7月11日 間宮H;蔵が黒竜3工1世方のデレンに至

り、海妓(間宮海峡}をほ認する

石狩 13場所のアイヌ人口 3， 067人

1810 7 庚午

1811 8 辛来 5月27日国後島にロシア人が上陸し米 .~酉

をli:う

6月4日 ロシア1，('長ゴローニンらをlf:的事行

PIiの役人h匂後島で1耐える

(7Jl2自 給館'I":'~しのちWiÎ~で附置する)

11'淀林右1~i門石狩，旬而gl漁を閃〈

1812 9 壬rll . 2月 間宮1+滋h斗公前でl句奴中のロシア人ゴロ

ーニンらと会い 天文泊~Jllについて学ぶ

3月24日 l旬以中のゴローニンらが:sl!mする

(4M日逮捕}

.4月 ロイア船が源民6人を国後.0，1こi是過する

.8月14日廻船業者高田1M嘉兵i，jh' 図i主島，中

でロシア船にl耐えられる

.8月16日 ロシア船が国後鳥lこ上隠し南gor事

兵力屯包Tlする

H 山 i$e: の '，ロ、 2事

06代目伝兵i，j 2月 伊達H右衛門 t~I)JiJ豆半助と共に
{書部i門} 石1守l;;，pm 負を命ぜられる

06代目伝兵衛 11月 町年寄を免じられ'初11~1内方元締役と

なる

三人}対司銀151去を下Sれる

村山家の人物年表

70 

ヤ 司司ーー ー・ ・・・司'司一一-一一 世 J 

一宵 闇'一 ー一一

一一一一一 一 一 一一一一一世・一一一

t口、D



凶 fil 年号 干支 天皇 1可 7宮 f)~ij:lr.主 世の出来事 H 山 ;t の '，ロ、 ~i 村山家の人 物 年表

181 3 10 ~酉 目 1月 幕府が、天文方馬場佐十郎らを俗的lこ派 01月8日 3代包伝兵衛死亡 享年76才(法名 fll~I!1) • 
~し、 1市l完として|句然中のロシア，，(;長ゴ (i血wこ満ちた生涯を閉じる) 3ft包伝民i.i
ローニンからロシア!nを学l正せる

，9月26臼 ロシアに連行された高図尽腐兵i'iと
ゴローニンの交l曲が行なわれる

_，，-._.・ 句一一一一・…一一4 一一一一副 _.._ 

1 814 11 甲成 . ;o館、俗的のほか鮫夷IItl守備兵を引き上げる

， 10月27日 さきに出兵したi羽E 雨宮日両fiの兵

を俗的・箱館を除〈首顎IItlから徴収させるの

口11月 ，竜沢馬琴「市i*t里見八犬伝J
"司 一日…・“一・帽』時一一一… 一一一一一一一一

1日15 1 2 乙亥 口4月杉図玄白「間学原始」 0石狩13場pfil;l:-倍して阿gs思{村山)喜右衛門 ・.

いわゆる6代目伝兵衛の請負となる 30 

これを統い 石狩:l!!t'Jの際土地の繁栄を+別扱してt!筒した

石狩弁天社を再興する

再興i量 石狩弁天社は村山家の守り神とする

山.一一 r' ， _~ 四一四ー一一

1816 13 丙子
《。

.-__.一一一一一一ー…ー・ 4 一一"一一一一一‘--，

1日17 14 丁丑 仁孝 -石狩i品p!iに天的宣(fØfl置)が~1.t行

~年4月までにアイヌの人命 833人が死亡 0運上金の朱納額925両

一一一→-一一 一 一一一一四柚一一咽園開胴

1818 文政 1 戊寅 石狩場所で庖債で死ぬものが多くi声援著しく減

(労働力のアイヌ人の人口が必る)

。互上金(I畑違上金2250両 1 31，守閣時岨上金678
雨)が半額となる

0文化14年の斜向金の3分の 1が免除されたn

0この頃村山家はオヲネ浜 (今の銭函5丁目)に漁協を置く

1・一一一……一一一ー一一一一 一町一一曹司--_.-一例ー'"円

1 8 1 9 2 己卯 口小林一茶「おらが春」 0耳~1:iなおやまず 官金1500両の貸付けを受ける

日高保己ー rtf叡縦J

一一一一一一一ーー一一一一一 四一一一一一

1820 3 灰辰 0天約宣の流行のため村山;tm高危機に陥り官許を経て 石

狩131，;'所の経営を名砲はそのままに1西原屋茂八に任せる

所有AS5隻のうち3隻を売却



西瓜 年号 干支 天皇 何百匹 俗的薄主 世の出来事

1821 4 辛巴 口7月100 (J'~~~J.:，世が「大日本沿;fÙ~・'11血金閃J

及び「大日本沿，時 ，附 Jを完fJl1

. 1 2月78 幕府は東西鮫夷l世を4昔前寧広に還

し松前愚行を鷹止し 館前氏IIs.;;'fl!iをおける

また京臣の知行i勝1肢を廃し すべてのi晶
I'!iは-tJ)filJfi商負人に負わせることにした

1 2月 石符lまIi:前傾となり 石狩J/)容所は

西，句作 1車回以南の全泌を管1K3支配する

1822 5 壬午 .1月1白石狩地方強震

.1月19日 有珠山が明火し大きな織蓄がでる

-石狩 131品所のアイヌ人口 1， 158人

.l幕府lま一応 北方の防i替の{稀'Jh強ったとして

鍛夷1世を倍前薄lこiZす

1日23 61 ~未 ロ7月7日 シーボルトが長崎出島に稽任する

1日24 7 甲EIl

1825 自乙酉 02月18日幕府がお大名に異国船打ち払い令を

lliす(~ニ念行払令)

1826 9 丙成

1827 10 丁亥

1828 11 戊子

1829 12 己丑 ロ3月21日江戸大火(己丑の大火)

H 山 家 の 川，ロ、 司匹

0このtA HIII書，hfr~'l.'ililこ渇しているJ とSf.iW，‘ら1.，\，，(;;'1日

にかけてホッキ貝を倣布 I~値する

0111前蕩はこの年より10ヶ年 石4守1;P!iは伝次郎{村山家の

分家} 石将131晶fl!iは村山l.e四仰に請負わす

石狩 13場上所倒島4戸と2は下箇一憎惚一戸一・免一・上本一タ一狼よ一4一・~下一E一タ-一f下E一札-一上悦一対・一H筏E一m一・豊平・

下対雁
』ー・ーー・ー・・・・ー .~-. 

06代目伝兵市i
4月 新車Hi断定士へi初練り上げ仰ぎ付けられる

04月16日 7代白金j¥Jls[[栄誕生

6代目伝兵i.i直之とi主要のま買{先裂の除)の子

村山家の人物年表
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西庖 年号 干支 天皇 将軍 l~ii可落主 也の出来事

1830 天保 1 灰寅

トーーー

1 831 2 辛卯 2月18日 l阜;~i!湾!こ異国船IJ~'畳入し 俗的活の

兵士と交戦する

. 7月東自F抑制球i晶Nil:'~阻船が来航し采

貝が上隠する

.9Fl138 iii館の商人高田屋金兵iijと外国船と

の密貿易を 俗的藩が幕府にta告す

る

ー10月 酬 明が1方石l色となり 辺i員安t骨と参

動交代を命じられる

ロこの年 葛飾北斎の r~滋三十六最」制作完了

1832 3 壬辰 .6月258 liii山の火事で 900余戸力事克失す

る

. 7月 トドホッケに外国人がよ隠する

1833 41~是巴 口天保の大ききん (-37)

1834 5 甲午 l~前段J広 日月 外国人がツカフナイに上陸し 略奪する

15代
臼この年 fω11広量「鳥海道五十三;民」を完成

1835 6 乙朱 凶作以後政年間凶作 飢簡がつづき西鍛夷i也
への移住者t!!加

1836 7 丙申 .7月 ロシア船が 漂流民を;あ孟して沢l~.c，に

来航する

H 山 事E の ~tロ、 2匹

OlmNi請負契約IJ<GY.正され 1回守の場所をJ克して石狩嶋所のー

つにまとめた

(1 3場所の運上屋を廃し 石狩川口に集め これを元小塁

と杯した)

la負人は村山家実1tlは1西原家

Ol~前ii主 1 5代良広より知行宛行状を賜る(6代伝兵i.i直之)

(米110石 代価22両分 3月と9月の2固に分けて

支給される}

村山家の人物 年 表
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西 庶 年号 干支 天皇 将 軍 l~前藩主 也 の出来事

1837 81 T凶 i:制11京Jr. ロ2月19日 大i昌平八仰のAしがおこる

12代

1838 9 戊成

1839 10 己亥 俗的BTi¥ 012月16臼 蛮社の以(;底辺滋山高野長英ら処

16代 罰)

1840 11 校ヲF ロオランダ船入港 アヘン戦争の手ilJ-1eを伝える

1 841 1 2 辛丑 ロ5月水野~Ußの天保の政単 (-43 )

1842 1 3 壬寅 臼濡府が小説の取締を強める

1843 14 会卯 .5月 ロシア飴がIRIli!_c.に源流民をiも差して来

航する

1844 弘化 1 叩辰 10月 呉国給が室i悶I!7f.i1に来航し、厚~に上

陛する

この年 ;uro 図i主など11か所に守備民が配置

され、 15か所lこ6白白力軍高かれる

1845 2 乙巳 -この年 保倹家tili雨武田仰が東銀ヨ~lilを係検す
る (-1858年)

1811 6 3 丙午 ;>jJl，月 .5月11日 IRIli! !':，にアメ リ 力の1融制自が;，~す

る(~年長崎lこiqj基オランダ船

で送還}

-この~~ Iま倹*l~;而叫9~ßh包fëllll!llll太を1菜

検する

石将に来る この1主安政5年迄に3包
来石

1847 4 丁来 . 4F138 iii館 IRIJU;，に外国船出没との級告

が、般的、 ;草花、 前日件各薄から届く

H 山 家 (J) r，，ロ、 qi 

0石狩1.;，.;;Jj契約fJ'?主疋され、 この年より阿剖限{村山)伝次郎

fJ'i~tもう 〈伝;史民間主分i1<>

012月 四割lillnfl人一同が、出願した大綱{ざる納}

却し網 01納)の使用が許可された

02月大雪

石狩)IIm~ l-1...PIifJ明書する村山伝;知附邸主か

ら治水に長じた者10名を1iAい 安政4年まで 10
余年世顕した (石矧1);台水制刀め}

0石狩場所infl改正 引き続き阿部屋伝次郎が~~!:tう

村 山家の 人物年 表
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百庖 年号 干支 天1E 将軍 俗的;吾主 世の出来事

ー洪水のため上if，Jこあった元小尽を石狩河口に移

'五

184日 r.r.永 1 戊巾

1 849 2 己酉 h":前~Jî;. ー 7 月 1 0白状前fi主li:前t\広 .Iiii;工fi主五鳥~
11代 成が沿岸常備強化のため新城の祭
F作 rF.唱

械を命じられる

1850 3 庚成 .4月16日 イギリス!li'繍8エドムンド号の乗組

貝32人が鍛爽の束郡マヒルに漂着

する(日月19日 長崎へllr送)

1日51 4 辛亥

1日52 5 壬子

1853 6 発丑 i患川家定 口6月3日 ベリーが軍総4~を率いて浦賀に来

13代 る

.8月30日 備太のクシュンコt;>ンにロシア軍総

が来航し、兵舎を建てる

1854 安政 1 甲寅 口 日米foin条約を結ぶ

口3月 神奈川条約で笥館開;告を決定

ペリ ー軍"'5~で;告の1見黙のため箱館に
入i巷

. r~学者武田斐三郎及び平山誠二郎(のち箔館

奉行の支E己申'11m勇払より石狩に来たり 宗谷

に向かう

l!:t Hj~両事行鮫爽I也屯田農兵の制をおくこ

とをi量級
6月26日 幕府1l1l1~前fi~Aの箱館とその付近を

直l~とする
6月30日箱館街ラを再置

9月28 幕府がオランダに下回と箱官官を開港

する

10月 if:前1/f.;吉成する

(北方の守りのため幕府の命令で策<) 

H 山 家 の "ロ、 耳I

07代目企八郎直之の子清太郎道生つ

O~東西蝦夷i世細書』によると この年石狩は

「箱官官より段 13 5里 海 12 3里 I克より4里半

人別726人 産物!tM運上金1329両動

番所1軒元小屋1軒蔵41 軒沖'..~;l 1 32飽

船i丑i晶1ケPIi請負人倍前，司原町阿部屋伝次郎』

と記されている

村山家の人物年表
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函廃 年号 平支 天皇 将軍 4合的;盲主 世の出来事

1 855 2 乙卯 .2月22日 幕府が fi主俗的氏の居l戚付近(総

前 a.l:i)を陥〈可決lt!全土を直綿

地とする{ベリー米紛こ{札、)

.3月12日 断水供給のため箱館を開港

イギリス京M:3隻が箱館に入浴

3月21日幕府が鍛夷lflの剣骨を仙台ー秋田

i持1.ifj8s俗的の各薄に命じる

.4月間宮林臓の内閣英国見』糾明される

. 5m08 l~前;喜が蒜府の命令により憎太の
ウシュンコタンのロシア兵陣営を1克
〈

-石『守役所が石狩にi量置され、術協1.1:積丹より111
毛までとなり サッポロも支配下になる

1856 3 丙辰 .5月21日 io館奉行がアイヌの人命に日本語

の習熟など内i也人との同化を強制す

る

石狩13場所のアイヌ人口 607人
-幕府 西仮契l也神威岬以北に女性のi~~えを鮮鋭

漁民などの人口l廿加

-この年古平でにしん漣網漁の4純可fJI発明され

る

1857 4 丁巴 -石狩鍋王町量並荒井金助赴任し 石4刑罰Jilim;r
の不正を正し、改革の重賓にあたるの

-対履石狩間道路削減

-石狩役所在jb足軽俗図市太郎は石狩川を係機

し その水r原を発見する

この年 iol宮入港の外国船の石炭要求に応じ

割P1lI白彼で罪人による石炭lね屈を開始

する

アイヌに樋債を行なう

H 山 ;;: (J) "ロ、 l$ 

0石狩川口に近い、ホリカムイ等4ケ所{村山家漁場の

うち)を lJ.trn右衛門IJ'fllmし営績をはじめた

これを「ユウフツ山I$:NiJと呼んだ

村 山家の人物年表
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酋暦 年号 干支 夫E足 将軍 松前i冨主 世の出来事

1858 5 戊午 i事リIIlJl ロ6月19日 白米自数百ffijj'fi条約をMぷ

14('~ .8月刷li~I'E!Illßが6回E!(])!f扱l臥幅旅行を

終える

'1企i甫武四郎 石狩に来て 「ヰL~ftlこ府を置き給わ
l立石l'i!ま不Bにして 大J/iiの緊呂を得ベ〈

」と記す

ロ9月 7 目安政の大獄 (~59)

ロ10月 li宮沢愉吉fJq羽学訟を閃< (i監の度応徒盤)

幕府は漁場元小屋を本間として漁場改役所を

設けるなど!li督を厳軍にした

-この年 石狩にはじめて馬が入る

石将来住者多< 100余戸の市街地となった

ー石狩八*111料品監立

1859 6 己未 .6月 臼米jl~H遇制条約による貿易のためmm

r.ni誓
.9月27日 幕府が 直1~世を縮小して会，章など

東北の6漣に分与し供備開II.iに

あたらせる

.11}浦武四郎の日記で石狩のようすを詳しく記す

.!革太 ?シンナイは石符役所のI!l当となる

ーl成六r.s等出張し ;F45を聞き「石』守illl直i高所」

0)1えを打ちロシア人のt.i-gに1抑瓦する

-この年 ギリシア疋紋会がロシ74o館領事館内

に盟立をi童てる

1850 方延 1 庚時1 ロ1月19日勝海mら戚>>1;丸でJ度米

口3月3日銭図門外の変

この年 H)前濯がにしんの大綱;虫，去を認可する

1861 文久 1 辛函 4月28日 m!官翠行支西日i明役の水野正太夫らが

貿易や包1育問査のためロシアのニコ

ラエフスヴへ向かう

村 山 ;t の ，-，ロ、 E匹

þ4丹蔚附!;t石抑制4制点;XIlI\(]):~Aを廃し 1日間開の
回草地 (i司E交易)とし村山云;XIl四こ1;1:凶まぎとし

て一郎のl;;'PIiをi'J当 (u石狩改革~ ) 

石狩運上屋はi初本間とej(祢

ou函一千段mの道路開通 (免本札問H.由}

村山伝;欠仰が開通させる内

0石狩場所は村山伝次郎一liIi運上金一干間男l正E上』内271両

の請負いとなる(明治維新によって角;;11)

村山家の人物年表
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函腐 年号 干支 天皇 将軍 統的fi主 世の出来事

. 5月2!i日 ギリシアjE'~ftrn司ニコラィ /)< 口

シア，filllftúの百1~としてぬ陀に米る

tõro~íi 問所をJ克止(山.I.'!内の関門をl融去)

何人11!!と鍛英治との問の交通が自由になる

1862 2 壬成

1863 31 ~亥 口7月28 自主英戦争

1 8 6 4 元治 1 甲子 .6月148 安中;富士新品製h晴見落してtot官から
米国へ向かう

6月158 m官に洋王り1!lli1l 五段"が完成

08月58 四国連合脳1草が下聞を占領する

1865 廃応 1 乙丑 7月4日 ロシア人男女100余人h司輔太久寿
内に上段し駐屯する

1866 2 丙寅 i患川If:u I~Wií.tJ1; 
15代 18代

1867 3 丁卯 ロ10月14日大政悲還

ロ12月9目玉lllil!古

仰木南部での自信両国民の符屈を認める

1868 B月，白 1 戊辰 口1月3日戊申戦争 (-69)
明，白 ロ3月14日五ヶ条のiljll.(文
~m訟1

.4月 to飽府を五段事Bに聞き 新政をしいた

.10月258 蒜府脱走軍 1夏本武1~ら五lffllこ入

l躍し、!filJllt1lを地l庇するの

to館戦争おきる

村 山 * の
J，，o 、 革

Oi吉田和l兵衛(のち石狩支配人)村山家に仕える(11才)

06月128 6代目伝兵衛直之死亡享年81才

(iま名 直之'JiII~1雲居士)

010月佐兵衛伝兵iiiと改名

4邸主為政成願 町1却役所へ村山金八郎

012月 幕府脱走軍は村山伝;}:COに改めて石狩 131品所のi自負
を命じ 運上金2500両のHflI内を命じる

村山*!早退するも聞届けられず 600両をe~!向

04月16日 阿部屋伝;}:Csは福山より町年寄 名主をつれてto
館に出て清水谷紙管の下向をまつ

05月 I古館主2判所がおけられると 石狩場所復活を求め

て吸臓を織り返す

011月 1夏本.lIlは石狩 オヲルナイi符;!iの!~{~者百集の触

れをだした 慢本軍に対する不安があり石狩l罰FIi
を{由商人になわれるのをおそれ、 i両角を願い出る

運上金2500両のうち 前金として800両の

村山家の人物年表
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8 府 年号 干支 X~ 門 将 軍 lIi官:t，'V1践E 也の出来事

1869 2 己巴 俗的自曜広 ロ1月20日版河思通

19代
1."."" 

.4月 l;'P.応軍上金の1ft負上納を廃して庖民の芭

t向と定めた

.5月18日 五I~'ßが品I\l.庇し 11本武傷力甲車伏

初代長官 箱館戦争終わる (1主申戦争終結)

t品.c，直正 .7月8日 箱re府を1克し問f倒産を段置

初代開拓{査長官に鍋島直正がなる

.8月15日 鍛爽l色を~t:!毎週と己主祢し 11固に

21'1'; 区分することを決める

lI!久世通路

.ljhp/ii高角人を廃止 ~$!1!苦情として 1876年ま

で存続

1870 3 灰午 .1月 仙台亘理;富士伊逮邦成が家臣を引き連

れ布1車~~にI~(主を開始する

-札幌本府の漣!l!はじまる ，‘. 
.7月7日 東本願寺の大谷光量産上人(19)ら僧侶

IJ<:IU晃近辺の道路工事のため函館に

i'JUする{翌年本臓寺道路が完成

.1員i民毎日新聞の41JtlJ

1871 4 手来 幼~ ロ1月248 Is使恥l皮
三条J'r美 07月14日 j克薄置県

-石狩漁場共有となる

-黒田鴻隠アメリカから開16使脳間として

ケプロンらを沼〈

1872 5 壬申 ロ8月3日学府lの発布

ロ9m2日 新1:" 1轟浜間の筑豊の開通

ロ12月 太陽暦のI~司( 12~3BW!g6f1~18) 

H 山 家 の r，，o 、 Z事

mu向を命ぜられたが手元不卯息の1斤り 願蔚l;:.ij{

Enをついた回付紙右情i門 平田与三右i軒門に傾み

込み500両を(11り どうにか請負をみとめられ

る

0伝次郎はe.から 600碕即納の件で符reに呼び出されIl-~司

を受ける

0石狩本P";I:出1ま人山田文右ilj門取級いfCPf寸けとなり付属物昆

も同人に貸与となる

倉庫と小川 高島 J車問の各出械ぎ餓jml品も封印される

9月 .IU旬結了後I;I;HEIlM除となるが小問"1;';出稼ぎの営業

だけとなる

0*世新政府軍の福山i成田il後 金八Ils直栄lま9月 元席中の間

席を申し付けられる

{村山家資科目線道関10記念館 1986年)

011月 伝 次 郎 被 免 屈 石4守ilD役所へ
村山伝次郎円八(加蒔}

06月11日 村山本家石符転出に伴ニ 13力条心i号事ノ事

0金八飢亙総且'.!

011月23白 「病気"にて隠居数度情子清太郎家督願書」

大属i卸中 士嫉 村山金八郎

08月2日 7代目金j¥bs直栄の実子清太郎死亡

享年19才{法名 直行F鋪軍日月f!居士)

08月 「石狩本0・再興嘆願書J 町初役所へ

村山伝;~p.o f1i長!~囚兵Dh

村山家の人物年表
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西庶 年号 干支 天皇 将軍 白捻長官 也の出来事 H 山 * の
'0 、 E阜 村山家の人初年表

以後 開Hil車道内各地に官官工lm!ll'置する

-石1争→*111也函4員1町四 IhlJlllt高 145応市

ー-..._-..~一一 一一一一一一 嗣ー一一一--噌

1873 61 ~函 ロ1月10臼徴兵令がでる

ロ7月28白 地ID改正 010月19日 「村山政助入箱願J
戸~ID中 ð~清太t防隊B一同

中山久直IR慨ssSl，lil村で水犯のiitl乍に成功

事一ー-一 一一一-一ー一 一 --骨-町開『ーー

1874 7 甲成 3代 口1月178 民ilJ続F話量立の1重白書 01月13日 「政DJ.痢之通iJt太郎家主S及家ぬ被下方iUJ
黒田滑降 土線村山政Dh

.6月23日 農鍵と防備を兼ねた唱団兵の蜘l皮を 0石狩弁天祉を現在地に移す{村山京所有地 弁天町)

!l!ける

-石狩八紛糾土を現在地に続量(弁天町 1 ~也) 0明治7年つ 村山伝;対 日を政shと改めて営業の件及び早板元

長を1~封切里人とするS服í;対極委任状

村山多右征P'I五庇丈左iii門

' ーーーーー---一一一一 一一一

1875 8 乙亥 .5月 最初の屯図兵が琴似に入梅する 04月7日村山家今週免回fJ<iEHとなり 井尻半左m門に

村山家のMl里を級む

.5月7日 ロシアと明市こ 憎太平島対島刻々] 0石狩のti漁場を3年筒井民家に貸す{さらに7年間延長)

をta;S， 04月7日 村山家と井尻半額'iP'間に取交された約定書<U)

(北千島が日本の領土となる) 石狩酋ia-貞寧等3漁場明治自年より向7ヶ年(日月i畠
14年迄}金7，500円にて愚芭ilD!土申土俵 6鈴句書

井尻半左i'i門殿 村山金八cn
i王.周年4月10日 相互間に取交したる念書

. ーー ー -....守

1876 9 丙子 口2月26日 制鮮と修好条J.RをMぷ

.8月148 ~L続制史間交(9月日B ヰLO;l農学

I~と改祢)アメリカ人教師ヲラーク

h司'mとして伝導にあたる

一一一一 一

1日77 10 丁丑 ロ2月158 i!lif~j型左争がおこる 02年18白 井尻半左衛門送範屈

鹿児島県下祭三大区戸長瀬戸山市郎氏i.i
ロ4月128 g立の学校ができる 04月 村山伝;xa目立借金の返済がとどこおり{吉図寂吉

佐蒜八十八}から訴えられる

05月2日村山伝次郎身代限り告示

告示者調所/1(文

的
ド

l
l



西腐 年号 干支 天皇 将司t ~~~m れ 世の出 来事

1878 11 戊m ，5月25日 ヰL~:U実学校でヲラーウ博士のj旨導に

よる第1白亜動会が開催される

(学校運動会の初め)

ーこの年 北，師il!で馬そり使用が始まる

1日79 12 己卯 ロ4月 琉球fiをweし沖縄県ができる

-似内炭Iえが聞かれる

1880 1 3 l1i辰 3月日日 開ló(置が~i別村に宮g~Hìit符工場を

起立する

11月初日 i車内最初の~ii! 手宮(小問)-札

中野羽h、開通する

1881 14 辛巳 8月 間Ho(査官有物払い下げ事件が発生する

010月18日 自由党の結成

- 悔戸集治監(月ff~ ) を置く 以後囚人を道路

の建設や鉱山開発に使う

1882 1 5 王午 4ft ， 2月白日開lo(吏卸売止して 制見・四百・ IR

黒田，胃PIi 室に3県を置く

口4月168 立憲政進党の結成

MJ令
調F!i廃丈

おH右 ロ11月28日 lroi'l，事件がおこる

崎f壬為基

H 山 ~ の ，‘，。、 2草

07月 伝次郎のi童家 11車/Jか家財が入札される

(入札人6人 n山友太郎;針L)

07月7日 村山伝次郎身代限入札代fail/l届
問所度丈願 吉田j，f，吉 代 佐1喜八+八

04月88 戸主病気二付制結願

日制壬為基殿村山清太郎 泰子i'<s1J

06月24臼 石1守備町へ'討主届
品明石大書記官 i/'.lP!i虞丈殿 井尻半左m門

08月138 石第 122号

出JJ~I量並金八E隅憎完腕午可書

0明治11年つ i'<DIJ防線后金八郎再4目t品，'fJI 戸箱共2通

日寺任為s殿 村山金八郎

02月78 ，C，;甚然!ま怯前にあった浄目撃寺を小間の手宮にH転

し仮寺を~て継IT<する

05月8日 自代目5需品産 誕生 '1'1司市で笠まれる

父徳太郎 {傍)と@コト(1 9才)の長男

コ 卜は阿部峰村山家の~IJ~である甚六の6女ソノの子

ソノ/;1: 6代目伝兵衛の次女オヤスの夫，jIJ~í.iのi主要

コトの@

村山家の人物年表

..~- ..聞 .“
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酋応 年号 千支 天皇 将軍 曜日幼m 也 の 出 米 司t

，n..~ 

;品l也定2.1

1883 16 発未 6月2日 自力移住する武力を欠く土肢のため

函館県が移住士h!i取級IJls'1を定める

{ついで tL~.見県 !~県も制定)
口11月初日 鹿鳴官官ができる

この年 イギリスの1111物学者プラキストンが

iじ師道と本件lの釦H拘!1M~1こi純Z，恒敏が

→Rを函すとのプラキストン4耳切を発表

1884 1 7 甲<11 ロ11月1日 校父事件がおこる

1885 1日 乙酉 [I'i~官ff.;i) 5月58 1設兵令施行まで道内に屯図兵をおく

fJli.:1司文 屯図兵条例が定められる

ロこの年 l平内池過 『小説拘悩Jを刊行

18日6 1 9 丙成 ー})(t長官 .1 月26日函館 HA:~ I陥iO)3 ~IIを廃止し

岩村通{量 北海道庁を置〈

ロ4月 1 0日師範学校令小学校令中学I~令が

公布される

1887 20 T亥

1888 21 戊子 思図i奇怪 2代

永山武&.s

1889 22 己丑 三条IT美 ロ2月11日 大日本帝国憲法の発布

山旬、有朋 口7月 1日 東海道本線の開通

1890 23 日正ili ロ5月178 府県和lの公布

口10月初日教育まhmが発布される

ロ11月258 ~ 1 回帝国会締

1 8 9 1 24 辛卯 !!}方iEiI

3代

渡辺平秋

村 山 * の ‘'，ロ、 Z事

012月11日 相続二付l血~H初宙筒j研

松前r，~!主寺田良f{li!1!村山ソノ 手紙

0井尻家に貸していた石狩の鮭漁場(貞191 大綱川尻)が

全邸村山家に返納される

村山家は新たに費生芝緊宮の2ゆ;P/iを貰う

07月5日 長谷川 英誕生 礼申刻こて(後に8代目栄見事の妥)

農学士長谷川堅太郎と訟前fj土4日lDii;[ieiの長女トヲとの

長女 tlhlt:;女$来す

08月9日 8代田栄蔵の妹貞が誕生する

(後に20才で小伺，争磨寺の{主UUU.iに嫁ぐ}

tl見見ZE女平織す

010月5臼 B代目栄滋 10才で実父(徳太郎)を失う

享年34才 (法名問真i患)

村山家の人物年表

…・ー ←ー -一一・ーー$
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百倍 年号 千支 天皇 政府 土語通長官 世の出来事

1892 25 壬辰 1)1前|骨文 4代 -12月 ~公会!m師.J -パチエラーがアイヌ1古i
~tJQ国道 院を!lt立甲る

1893 26 ~巳

1894 27 用午 ロ7月16臼 条約改正(領事設判伽阪の撒焼}

口日月 1日 8;開戦争 (-95)

1895 28 乙朱 ロ1用 情ロ-~ rたけくらべJ発表

口4月17日下関条約

口4月23日三国平渉を受ける

1896 29 丙申 i1.'，図~~r.~ 5代 -1月1日 鴻島・後志-H.!!11l< -石狩に徴兵令が

i~方正穏 j京保太郎 liii'される

1897 30 T酉 6代 08月29日 島内孫村「若葉集J干'Jii'

安1晶保4日 ロ12月25日 志賀深の赤1布団宛兄

1898 31 戊成 伊蒜|司文 7代 4月30日 トラピスト女子修道院が画的B外の

対畏重(~ 杉田定一 ;晶の川に役立される

山懸有朋 自代 ロ6月30日 制nの政党内閣1J'i.誕生{対R内問}

薗田安賢

1日9!) 32 己亥 3月28 ~t;Iìji!1白土人保i仙

{保認の名のもとにアイヌ差別1J<;gむ)

1900 33 民子 Ijlio:l哩文 ロ3月10日治安*it1奇;査が公布

1901 34 辛丑 西圏寺N 口8月15日 与謝野晶子「みだれ~J 刊行

住太郎

1902 35 壬寅 巴英同盟 (-23)

1903 36 ~卯 口平民新聞の創刊

1904 37 叩辰 ロ2月88 日露戦争 (-5)

1905 38 乙巴 ロ1丹 東日淑石「吾路1;1:1品である」

口9月58 ポーツマス条約

村 山 ~ の J，，ロ、 2車

04月25日 7代白金八仰i直之 死亡{小樽市4j.l1事UlDrJ
事手63才 Cit.s 直t削減'iw，:I:)

010月1日小川汀'.!!I苛1;1:1手宮の;Uを-raできるE険を土fllめ
し22551干の1員内に立派な寺を完成する

07月 帰国Iの共同墓地に「村山恵.'IJを泡立

0第4囲内国勧業1尊覧会に村山モのjlil~を出品総裁量;~{二m王
より浪貨を受ける

09月村山家復興況貧困ロ表彫案文~j.JA末図口術太郎

への感a刊文 j9過 向井尻m広への表量5文:li<13:!

03代目伝次郎の加盟ぎ徳太郎の長男栄磁Iま 本家を絶家する

ことが許されぬため'JIh葉会をm集 やむなく伝次郎家より

戸籍をぬき 小例区殺事'JPfiにおいて本家自代目として登録を

決定する 栄蔵当時 17才

07月26日制』ソノ(白乃)死亡事年72才(;路 fRl'l幻)
伝次郎の寮本家目代栄蔵の実Ul田村111コトの向

08月26B ソノの;:;:女コト IJt~g相続し戸主となる

0栄蔵慶応u中i且

村山家の人物年表

7代因企j¥flsie:之

' 一 一一...一一一ー一一 F
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酋応 年号 干支 天皇 政府 蝿長官

1906 39 丙午 西岡寺11~ 9f-l; 
;司SJ， ft， 

一

1907 40 丁朱

1906 41 戊申 ほ太郎

1909 42 己酉

1910 43 庚成

191 1 44 辛亥 10代
西国寺It~ 石原健三

1 912 壬子 11代

大正 1 大正 健太郎 山之内一次

1 9 1 3 2 失丑 山桝甚兵iii 12代

中Ht竜丸t.o

1 914 3 甲賀 対R霊(~ 13代

西久f呆%亙

1915 4 乙卯 14代

{表孫一

1916 5 丙辰 寺内正号室

191 7 61 T巴

世の出来事 H 山 1匝 の r，，ロ、 2事

ロこの頃 .工鰻11'心!こr-r量産革命

ロ3月258 .0，崎蒔村 rc，&J輯』を自資出版 09月268 北海週物産共1&¥会司自尚1費与式で温11を出品した

ロ4月夏目激石 rJ_nちゃIvJ 村山コトh喧RJi嘩を受ける(小怖新聞 9 s218) 

-釧路 i工s1l 苫小牧に射紙工場ができる

口3月218 6年蜘lのft'!M~宵

. 8ii;島策協定が給rtれ 北洋漁業が盛んになる

-青函連絡船の運行がはじまる 01月4日9代目栄 滋主

8代目栄蔵と要~(vr) の長男

0容 村山栄滋石狩を去り小槻に'"る

0この頃 村山栄圏直の隊員(20)が浄恩寺の往路島fJと結附する

線付申lこ村山家より浄I!寺に.Ifi爽錦を寄贈する

口4月 rE刻化の創刊

ロ6月1日大逆事件

日日月22日純国を併合する

02月21日 条約改正の完成{間悦自主備のほ得)0小樽浄磨寺 火事で惜しくも籾克する

-室聞に日本製鉄の製鉄工場ができる

口12月198 第一次憲政H昔話運動

06月23日 第一次巴界大戦に参戦

口12月16日東京駅が完成

口1月16日 中国に21か条の要求を出す 09月20日 l盟国典子 誕生 {父 1首図舵吉 @金笑の7女)

i主に9代目栄の寮 信自I被Wilit r.釈が四Ut
011810日 3代目村山伝兵衛が!:t5!.立を贈られる

{北海i!UliJ直功労者として)

ロ1月 吉tH乍i畠の民本主事室

村山震の人物年表

-ー~ ~.. .一 一一一一

-一一 ←・ーー一一一ー 幽

09代目栄
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西田 年号 干支 天皇 政府 続』長官 世の出来 事 H 山 * の
t'，ロ、 2事 村山 家の 人 物 年 表

1918 7 戊午 原 E邑 08月3日米Gth
ロ9月298 原倣の政党内閣

<-一 一一一一一一ー一一

1919 B 己朱 1 Slt ロ6月28臼 ベルサイユlllfo条約が綱En

笠井信一 国際退盟lこ加盟する

1920 91F.買IJl 口5月2臼第一回メーデー 0村山栄劇刻印社石狩八~~1111祉に文化 10年建立の石鳥居(元

石狩弁天U.P1i有)を寄付
一_._，・四一一一一一一一一一一

1921 10 卒函 内田E費税 16代 ロ1月志賀直哉 fl:1夜行路J 08代目栄J註喪主E 栄斐子栄子家h~ JI!.京へ転居

高偽足，百 宮J~鈴，白 口12月138 ワシントン会掃に出席 40 

口労働tif動や農民運動がさかんになる
『岨値 『咽岨 --帽唱・ー・H

1922 11 壬成 同国志友三Jls 03月3日 全国水平社の創設 09月28日小問，中磨寺本堂を再建

ー一一一一一一一一一一一一

1923 12 ~亥 17代 09月1臼関東大震災

内国F.J!.¥t 土峨n平

山キ4桂兵iii
cコ

ー、ー d、ー一一一一一一 一.一

192<1 1 3 甲子 ，Z3用主苔 口5月10日第二次l![~運動
h瓜芸高明 ロ自月1日 甲子目印章1品オープン . 

1925 1 4 乙II 18代 ロ4月治安*<<Jrii圭公布
中川健j認 ロ3月1日 ラジオ紋送の開始

ロ3月29臼 普通退学i査が成立
- ー ー・・一一

1926 丙ili 日11;制官成「伊豆の踊り子」発表

83+口 1 8m日若11.蜘.~~日
_........一一H回一 -._一ー一日団一川町一泊

1927 21 T卯 19代 20 
田中夜一 沢田牛!日

-・ E 咽"ー晶

1928 3 戊辰

1929 4 己巴 ，古口組幸 20代 ロ5月 小林多喜二 『鉱工船J発表

i也図秀4H
ー.' J~_ ___ .ー

1930 5 灰午 ロ4月22日 ロンドン軍縮会織に出席

ロ10月1日 東，苗道本線に符急つぱめ号を運転

一一 望R_-I申戸間日間1l:}_5雪合 」ーーー



i1_G m :~号 干支 天o. I~ 1(.1 抗~ I~TI t!!の出来事 H 山 * の "ロ、 'li 村山 家の 人 1初年表

北海道アイヌ|似合が設立される

(1961年よりウヲリ協会と破防)
ト一一 . 

1931 6 辛未 苔i)助t宮;xr.n2 11-1; 口9月18日 満洲耳目変

犬~ l~ (主上(~- 口8月1B IiHJJのトーキー映画 50 

1932 7 壬lt 05月15臼 5・15事件

高t~是清

京百事 π 
..~ --.-~ ー，ーー

1933 8 失酉 ロ2月24日回開逮~~A泌且する

-・一・・・・ _....__.. -'..ー

1934 9 甲成 同国啓介 口3月1日 満州国の皇帝に，駅員が即位

ロ12月26日 日本にプロ野I事チームi誕生
一 ーー事事 一一ー ーー一一一一

1935 10 乙亥 ロ2月18日 奨;黒~n速さの天皇機1lI1i~が:r~l:1Aにな
る

ト一一一一 --ー， ー......司 事・

1936 11 丙子 22代 ロ2月26日 2・26l1l件
康国弘号室 池辺 i膏

一-一一一ー一一一一

1937 1 2 T丑 H1正十郎 23ft 口7月7日日申蛾争 30 
近i.決 府 石駅徒s 口11月6日 日独伊三国防共協定

ト一一ー一一

1938 13 T;¥t;1; 24代 口4月1日 国家総動員法公布 '8月15日 ~LU1'川上(今の~ti師辺I111宮) j見内に ~r"1H:illll社』

半井 iz 力《創立され、 村山伝兵i5iら361王が選考され、祭

られる
一一一ー…

1939 14 己卯 平i[l¥ll-仰 25 ('¥; 口9月3自然二次世界1持続'hft
阿g(1(昌行 戸塚九-nu

ー ・ 一一 ーー四回..一明・_._..'. -

1940 1 5 庚辰 ロ9月27日 日独伊三国軍事同盟

米内光政

近i$i文麿
- .事『ー

1941 1 6 辛巳 ロ12月8日 日本軍ハワイ真Iお再l主r.a
東条英機 太平i製戦争始まる (-45) 012月2日 10代目絡ー誕生 朝鮮京)"昂}孝子田[132 1 0代目 60 

白書偽 出版 集会のとり しまりが強まる 9代目栄と婆典子の長男 o ~.-
栄 → 海軍省武官府に勤務

F 時一一 一 一一ーー

1942 1 7 壬午 26代 臼6月5日 ミッドウェイ，白戦で大敗北

l& 千秋 ロ6月118 関門トンネル開通
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西 1M ~f.号 干支 天皇 政府 um;'Ill 也の出来事 H 山 事E の ，‘，。、 可1 村山家の人物年表

1943 1日 失来 02月14日 10代目純一 の弟昭二誕生納齢別庇府間山富I
010月3日 田口美代子i誕生(苫前向1)

後に10代目純一の盟
四岬~ ... 町 ・ ---- 一 晶目』ーー_.・一一・白血・

1944 19 甲申 口6月30日学斑疎開が始まる

小』地図E
一ー一一 a 一一日ー一日園山峰山田_._，_.__._-.・一ーー

19<¥ 5 20 乙酉 鈴木貫太m 271吃 口2月4日ヤルヲ会談 010月村山家 (8代目栄歳費英 9代目栄 '1l典子

東久遁宮 熊谷憲一 口3月10日東京大空銭 10代目級一第昭二栄の妹栄子他)

t~彦王 日日月6日 広島に原子保弾役下 在純日本人海軍関係者最終引j，g者として帰国

幣原n笠Jls28代 口日月9日 長崎に原子爆弾没下 京i成→f!¥海→1特→広島→大阪→東京→仙台→

j司永:i夫 白日月15日 ポツダム宣言を受け入れ降伏する i葺虫→札切へ (12月)

口11月68 ~~r，，1A\'休

口12月178 i宜準法の改正 5邑志の弟貞作方に，帯在

口12月29日 夜地改革(第一次)翌年第二次
一叩一一一一一一一 一回目一一一…回一

1946 21 丙成 29代 口1月1日 天皇の抑陥否定宣言 o.a 机胤君同封IIHに{主む(字前回428番1也) 遺作'JE
吉田茂 留岡幸男 口 1 月 4日公聡追~令

30代 口12月3日 日本国憲法の発布 05月16日 10代目紹ーの弟 悦三誕生

l自国甲干七 ロわ力包民主化へ (t~~期間到 1 1村字前回428番地通!lJ1l)
ー… ..-_一一寸日『圃E【一一一一』一川町品川町噌

1947 22 T亥 31代 ロ3月31日 教育基本法・学4史教育法公布

片山留 岡田包tt 6・，3制1】《ス'1ート 40 

口4月7日 労働基準法の発布

32代 ロ4月20日第1也会i員院il!準割程
田中敏文 口4月25日 首;23回!'I<i両院遭挙実!~

口5月3日 日本困惑i裁量行

fmt知事

田中敏文 'j'品川秀樹が日本人最初のノーベル賞受賞
一回目一一・山・.咽一一一一.，..一ー ー 一

1948 23 戊子 芦田 l$j 
t口!i1D 吉凶会

白白 幽帥 ....・---一ー司ーー---_・ -_.'''_山 田--_.・_.-..

1949 24 己丑 口11月3日 湯川秀樹が日本人民初のノーベル賞 09月日日 10代目服ーの弟 武司誕生

受賞 (1!I1~副拘1里学) (唱し侭~ßf到 IIH字前回428番地 通!~申書)
- 一一 個岨_..-ー屯一一

1950 25 灰m -第 1回礼何雪まつり開催

北海道開発庁が段置される 10 

口7月8日 賢官Z予備隊ができる
一一一一・白咽一一一一一一一一一

1951 26 辛卯 ロ5月5日 児車憲章ができる

口9月日目 サンフランシスコ条炉】給ぶ 10 

B米安全保開条炉オå，~、



西庭 年号 干支 天皇 政府 続4安閑1 也の出来事

ロ12月25日 民間紋送の開始 (TBS開局)

1952 27 壬辰

1953 28 失巳 ロ2月 18 NHKテレビ放送の開始

ロ12月24日 奄美大島が白木にi軍備する

1954 29 甲午 口3月 18 !s51孟竜丸 ビキニ1軍機で1mする

畑山一郎 09月26日 台風15号で洞爺丸lまか膏函速絡船

5隻;;1)2
岩内大火

1955 30 乙朱 -ニシン凶浅 この年をlIii主に容ニシンがとれな

くなる

08月6日 第 1図原，l¥tfAM止也界大会開催

(広島}

1956 31 丙申 ロ10月19日 日ソの国交回復 国際連合に加~

ロ12月 16日国際連合に加~
ロ*~買が~~主に発展する

石f~;甚山 .tR割。台ll!lでパ4ロットファームlまじまる

1957 32 丁酒 岸信介 ロ 1月29日 日本の誇iI主観il':il.lがオングル島に上
除 OBf日基地を建!Il

1958 33 戊成 ロ3月9日 世界初の淘底道路網門~道トンネル

h鴨通 (:主長3461m)

1959 34 己亥 2代 ロ 1月1日 メートルi去の実路

町村金苔

1960 35 庚子 ロ 1月19日 日米安全保限条f.J(l)改定

池田勇人 ロ9月10日 カラーテレビの本放送開始

1961 36 辛丑 ロ4月12日 ソ連ガガーリンが人娘初の有人字

宙飛行 rtl!ll草は青かったJ

1962 37 壬貫 仁固度第1号の原子炉点火

H 山 事E の t，，ロ、 革

05月268 8代目栄臓の問村山コ ト死亡 車年90才
{法名慈眼F克lR尼:t.lfAl

m~l!.市北4条西20丁目 村山貞作方にて]

03月来 9代目栄 転総のためi鹿島管内の知内村元町へ

村立知内高等学校{夜間定自特11)の主事として

B代 目栄蔵婆茶は東京tn，司{在ヶ谷在住の長女

斐子(栄の鎌}宅へ夫はi量羽三郎

04月1日 10代目絹ー苫前町立.fii立中学4宣教紛となる

50 

園・・・ー ー

村山家の人物年表

-.馳“一・..・_~._r 岨

ーリ

一 一 一一ー一一一一 '一

一一一一一一 一

一一ー恒・-.-

一 一'ー『ー・ー 判一一一

値一一..句幽一-一回一一一一ー一一一一一一・.

咽一 一 --_.-・一一ー

20 

一一一一一一 一一

60 

咽一一 一一一一

F勺。。



函 l日 :~号 干支 天r.~ 政府 t;U世日:r; 也の出来 耳: H 山 家 の "。、 革 村山家の人物年表

1963 38 失卯 日日月14日 部分的1主実験続止条約に綱印

口11月23日 子レビ宇宙中継実験が成1))

トップニュースl立ケネディ陪，li
一+・ .'_

1964 39 甲辰 口10月1日 新車宇線の開通(東京一大堀)

佐五富栄作 口10月10日 東京オリンピッヴ閉幕
ー一一一一 一一一一一一一甲一一 制 岡田.

1965 40 乙巳 口12月11日 日何l.¥木完:約在日ぷ 01¥月1日 10代BIi- 間延IllJriJlil正小学校m自とkる

ロ公富とI軍I克服)111がすすむ
ト一一 ー副・一 一ーー日 ._..-ー凶 9ー田町四唱

1966 41 丙午 口6月29日ビートJ~ズ来日 03月27日 10代目純一回口美代子とMÞ~

苫前町字古丹~IJ 田口p~市婦美子の次女
MM" " 四一- 一 一ー一一一 回一円

1967 1¥ 2 T来 口民間航空の世界一周仰ができる 05月12日 11 代目恭魯誕生(~~i1) 11代目

10代目~Ii- .美代子の長男 60 0 泰也

or石狩弁天社J石狩町文化吋第1号にm定
一一一，.・・・一一一一回一'一一一

1968 43 戊市 口6月26日 小笠原諸島が白木に復帰する 09月2日 10代日経一 ・美代子夫妻

札~~市内山陸上ûA妓i品で聞かれた

.9月2日北，白ili百年記念祝典開催 北海道百年記念祝典に沼かれよ担席する

1969 44 己酉 口7月20日 アポロ 11号月面に着陸
町..・ 一 一一 ーーー ー一一

1970 45 使fx. ロ3月14臼 臼本万国|噂覧会が大阪で開催 04月1日 10代自給一 泊島町立岩部中学校紋織となる 30 

公苔t扮E基本i去の改正

1971 46 辛亥 口6月17臼沖縄返道協定に調印 04月15日 11代目泰告の弟 mtt且生(函館)

3ft 10代目~Iiーと妥美代子の次男 • 
岱亘内尚ヲ/， 07月13日 目代目栄蔵死亡(東京) 享年90才 日代田栄蔵

(法名釈，争了)
一一一一一ー一 .一一

1 972 47 壬子 2月3日 札幌で冬季オリンピッウが開催

田中角栄 口3月21日 高H:宮古I目で極j~色の壁画発見

ロ5月15日 沖縄が日本に復帰する交正常化

ロ9月29日 中E証人民共初00との国交正常化

札仰が政令m定都市になる

1 973 48 ~丑 09月21日 ベトナム民主共和国と国交樹立 01月26臼 B代目栄蔵の妥笑 死亡(東京) 享年86才

(法名英iJXJ1対R尼妙了)

口10月23日 石油危機による異常な物価高



芭庖 年 号 干支 天h; 政 府 続』 望日m 世の出 3長 率 H 山 事E (J) "‘、ヨ ;y; 村 山家の人物年表

1974 49 '1'1官
三木武夫

ト一一

1975 50 乙卯 ロ7月19臼 国際，白，料理覧会/)';'I'l'で開催
ー一一一- ・

1976 51 丙辰 10 

l@ffiA!!夫
一一， ーー一一一一一 一日

1977 52 丁巳 ロ8月7日宥珠山噴火 04月1日 10代目1.11ー 福島町立情島中学校の紋ぬとなる 70 

一一 陣 四一一ー ー一一町 一 一司ー

1978 53 戊午 03月31日 9代目栄図館大谷高校を退聡

大平正予ま 口8月128 日中平4日友好条約を絡ぷ 010月15日 9代目栄回官にて交通事紋で死亡 す年71才 • 
(法名大行'itl富栄fJ1) 9ft13 

* 一 一一一一一一一一巳ー

1979 54 己未 04月村山家石』守主将;削ま

07月128 10代目紹ーの弟111三函館にて病気で死亡

享年3 4 才(j圭名句i緋完n:三I~)

=砂原中七飯町峠下中 図W1lfn小紋i前を歴任=

-_.-ー・ ι四・ . ..~._.一一 ・ 司-" - ，.._ 

1980 55 J./.!l" Wl) 
iP~正姦 40 

鈴木il!幸

1981 56 辛酉
一一一ー ←ー

1982 57 壬成 中包lRJ.ll?，b

1983 58 失亥 4i"'t 
|員路亭弘

一- 一 一 一一一一

1984 59 'P子 o 4il15ト 村山家資料のー却をIi:前1"資料館で公開反示

12紛邸で

012il128 北，師退問10&2忽 官に 1069点に上る村山家資uを

-1重寄贈し1員路孝弘知事より感a献をir，る
-一一ーーー- 一ー -- ，，_ 

1985 60 乙丑 3阿 古函トンネル本lえ筒通 04月1日 10代目111一 石狩町立花川問中士川~m耐となる

010~27ト 北海道開l{j記念活官 第 56回テーマ灰

11自1081r -北の家間村山伺兵i.i資料を中心にして~



i!'i ll1 年号 干支 天皇 政府 幼』 世日m 也の出来事

1986 61 丙iIi

ロこの年 ハレ-m世間近
，--

1 9 8 7 62 丁卯 竹下 金 ロ3月 国鉄民営化 115年の歴史を閉じる

1 9 8日 63 戊辰 3月 13日 膏函迎*Ô~gの廃止

膏函トンネル営業開始

1989 D[JI口64 己巳 平成 ロ 1月7日 昭如天皇没 (87才)今上天皇即位

平成 1 lR78 宇野宗佑 ロこの年 佐賀、吉野ケ里遺跡で固内忠大級の弥

E瓦 ;缶gsf量!!J 生時代のJl!;'晶集落と確認

1990 2 庚午

1991 3 事来 この年 史上最多の通算1045勝の機綱千代

宮;R喜一 の富士(福島町出身)が号li且する

1992 4 壬申 -この年 余市出身の宇宙飛行士毛利iliさんが、

日本人として初めて、アメリカのスベ

ースシャトル・エンデパーで打ち上げ

られ活動するn

1993 51 ~酉
taJ1ll!m . 7月 北海道南西沖地震発生

t"'II. 

一
1994 6 甲成

羽田孜

村山t-:市 ロこの年 いじめで中学生の自級相次ぐ

村 山 ;t の "ロ、 i'fi 

011f122臼 1 0代El~- 石村山JWII5公2丁目 13 1 jj\ l~! 

にm高しtes明る

03月23日 石狩新町『金大亭』にて鈴売新附Il.t主催の想以会
に10代目紐ーが出席

出席井尻正二(東京より}田中 π(石狩)

八木健三{北海道自然保組協会会長)4名

04月1日 10代目指ーのず~3こは

とわのn三愛高等学校の牧師になる

(それまで同般車幻自)

07月羽田 1 0代目llìー妥美代子石川県~.賀町へ
村山伝兵衛の菩提寺 安部尽にある西念寺を訪問

{主眼1IJ;I1I[J英氏よりfelWlm r七条の23ぬ を

見せていただく

この時郷土史研究家室矢併&ll氏にも会い

西念寺の過去帳の写しをいただく

04月1日 1 O!tEllli- 江別市立中央中学校教紛となる

08月14日(土)・ 158(8) 

石E守町1旨定文化財石狩弁天l.t"'J.l~三百年芯~式幣行
弁天祉に 10!teUI-5万円弟昭二3万門高婚する

式典に参列する

村 山家の人物年表

20 

".・H ・ ・悼 ・・同 国・p

一 一一品・ーー'.・ .~.._.-， ._ 

. • . ~聞・ ・ 圃・ 晶 咽- ._，_，.... 

50 

ー..・- 一 ー 一一周...一一一一

一一一一一一一一

ーー一 一ー・ーー占ー ー・・・暢 .-

見。。。



西原 年号 干支 天皇 政府 t虫u日耳1 世 の出来耶 H 山 ;'1: 。J "ロ、 2車 村山家の人物年表

1995 7 乙"!>. 5ft 口 l f1げ日限1'1' 淡路火従災~~ 03rl3日 1 1 代O?/i~ 近裕行t美と名古原で町~ÞI)

i屈達也 干イt美(三重県紀伊長島近厳正;t， I少了の長女)

!í;'~'fiß27B~.r 

03月初日 続啓千代美夫変転曜版乃ため~Ltltへ石狩に{主む
04月18 10代目締ーの弟昭二は

とわの.n三割t高等学司史の校長となる
_' 神 山 F嗣 F 唱--_.

1996 8 丙子 01月22日 12代目ld登災生(石持1Ilf) 12代目悠登

広本自怯郎 11 代田泰~と婆干イt美との長男 。
04月1日 10代目紐ー 30 

，9月1田 市車場巨行され石狩市となる 干館市立干段第二小学1!amとなる
一 一一・・一一一 宵 ….旬刊一ー唱

1997 91 TD: 5月 アイヌ文{じ振興法成立 04月1日 10代目路ーの弟武司は

，11月 1じ匝道lliJ1!iR行t~'包破綻 習志野市立第二中学校事局告となる

=これまで千来県浦安中 習志野第三中

習志野第五中 包~'f第四中を歴任=
一 ‘・ 一一一 一一 一一 一 一日

1998 10 戊寅 ロ2月 冬季オリンピッヲ長野大会

小iX'1恵三
一ーーー-ー用-..-ーー..・d ・・・a・F咽'胃'四F 戸 l

1999 11 己卯 02月26日 1 1 代目泰~ 転勤により名古屋へ転居

04月1日 10代目紹ー

石狩市立H~山小学校校長となる

06月27日早口回徹三死亡享年90才(東京府中市)

余市出身 t~前薄主干日田直司iのl，t.

徹三の母ミツは 8代目栄滋の妹

栄蔵の妻美はミツのli
前日持立小柳高商 (1見小4駒大)卒

4槻短大小1集結4大事椴

形而上i寺人英文学者著書「潟J(也

012月1白井尻正二死亡享年87才{東京高井戸)

井原ヲ震は明治問石狩にて村山家と緑があった

正二1;1: 東大卒 i由貿学者

著書 r~f庇釧のぞう J (也
一 ・4 一一町一一一一一一-一

2000 1 2 灰辰 01月68 STVテレビ「どさんこワイド」で、小間市

i争磨寺の鍛爽却の『七条の袈裟ntJ(lil介される

01月10日 10代目l.i-・美代子 ，争照寺訪問

軍部串の F七条の袈裟』を拝見する

01月29日 12代El1dJ止の弟玄h法1生(名古屋t斑Rl叡臼)

11代目泰魯と要千代美との次男
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[年表で見る村山家の沿~)

訂正事項

可

石狩市郷土研究会

(1) 53ページ 訂正前

180 1年の所

村山家の治革 ・・・・ 5代目 伊兵衛は

村山家の人物年表 ・・ I 5代目

伊兵衛

(2) 7 3ページ

村山家の人物年表

1 865年の所

(3) 74ページ

村III家の人物年表

187 1年の所

訂正前

• 
6代目伝兵衛

訂在白liI

訂正後

5代目 利兵衛は

|;代目flJ兵衛

訂正後

o:r 

• 
6代目伝兵衛

訂正後

百

E
B
E
E
-r
H
H
H
 • 
清太郎

お詫び :間違いがありましたので

訂正して下さい (村山)

• 
1百太郎
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